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『貞操婦女八賢誌』
　
前号に引き続き、 『南総里見八犬伝』の改作である『貞操婦女八賢
誌』三輯を紹介する。　
本作は人情本風の三巻三冊で構成されており、読者対象を女性と
した企画であったと思われる。だが、既述した通り、内容的には稗史小説と呼ぶべきもので読本の如き章回体様式を採用している。しかし、この三輯だけは五巻五冊と規格外の造本になっており、この点を「四編以下を嗣作した二世為永春水は、読本に近付けようとして、四編を五冊とするなど、それなりの努力は試みているが、初代春水の執筆した分をふくめて、偶然によりかかった事件の連続でストーリーは展開 『八犬伝』の雄大 構想に及ぶべくもない。合巻風の作品であり、八賢女も、九編末尾の挿絵によってそれと理解される体のもの る。 」
（ 『日本古典文学大辞典』四巻、岩波書店、一九
八四。執筆は神保五弥）
と酷評されている。
　
神保氏ら大正生まれ以前世代の近世文学研究者たちにとっての
戦前からの桎梏
（近世小説など国文学研究の対象にはならないと云う
同アカハラ
調圧力
）
が存した時代背景を充分に理解しておく必要はあるが、そ
れでも、我々は今、そ 不適当な位置付けや評価は糺して措か ければなるまい。
　
稗史小説は主として半紙本読本で担われたものである。そして、
一般に中本型読本は世話読本が多く、洒落本からの流れを汲み、人情本への橋渡しとして位置付けられてきた。これで大筋は説明が就くのであるが、中本型読本にも稗史小説に近いものは存在していた。すでに述べてきたことではあるが、 「人情本の元祖為永春水の『武陵埜夜話』三巻三冊
（文政十一年）
は匡郭を取り払った人情本風
の造本ではあるが、色模様のない敵討物で、会話文を導入し愁嘆場を強調した作品である。同じく『小説坂東水滸傳』前後二編各三巻三冊
（文政十三～十四年）
は一名「千葉系譜星月録」とあり、千葉家
の御家騒動を「星塚佐七、星合於仙、星井志津馬、星野正作、星川主水、星影利光、星石賢吾」の七人の活躍で解決するという構想の『八犬傳』模倣作である。 ［…］半紙本の史伝物を指向する作品も見られる。 」
（拙稿、第二章第一節「中本型読本の展開」 、 『江戸読本の研究』 、
ぺりかん社、一九九五。 ）
また、この時期の人情本にも中本型読本的な
伝奇性を残した作品も多かったの ある。　
とりわけ、この稗史小説的な中本を担ったのが為永春水であった
といっても差し支えないであろう。つまり、中本という書型が保有する自由な実験が可能であった場において、世話読 たる人情
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は別途の稗史小説へ向けた試みがなされていたと見ることが出来るのである。　
しかし、半紙本と違って、中本五巻五冊という仕立ての前例はほ
とんど見られず、大半は一巻一冊、一巻二冊が多く、また一巻三冊という構成も見受ける。したがって 二代目の為永春水
（もしくは板
元）
が第三輯
（のみ）
を五巻五冊にしたのは「読本風にする」という
ことを意図したものだとはいえない。むしろ、第一輯と第四、五輯は上下二帙に分けられており 実質的には各輯六巻六冊となっる
（外題と内題の編数が齟齬していることは後の「巻端附言」でも触れら
れている）
。ならば、初代から二代へと嗣作された時に、三輯
（二巻
六冊）
に一冊分足りない稿本五冊のままで出板を急いだものとも考
え得る。　
一方、
改リメイク
作
は所詮二番煎じで、原作が築いた確乎たる評判
（商品
価値）
の上に成立しているのであるから、容易に原作を凌駕し得る
はずもないし、その固有の〈文学的価値〉を原作 比しても無意味である。ならば、舞台の設定変更や構想趣向の転用などにその妙を見て評価すべきで、その意味で本作は、 「南総里見八犬伝」を「武蔵〔国〕
豊島
〔家〕
 八賢女」として再構成したもので、実に良く出来た
改リメイク
作
だと、むしろ積極的に評価出来ると思うの 僻目であろうか。　
それかなしか、後摺本も流布してるし、何より明治になって実に
多くの活字翻刻本が出されて ることからも、良く読まれていたものと想像できる。
【書誌】三輯
（五巻五冊）
　
書型
  中本
  十八・六×十二・五糎
　
表紙
  丁子色水色白色地に縦縞飾模様
　
外題
  左肩「貞操婦女八賢誌
　
編
  壹
（～五）
」（十三・三×二・七糎）
。
題簽の上部
（花を白抜き）
から柿色、下部
（船を白抜き）
から
空色のボカシを施す。
　
見返
  なし〔白〕
　
序
　
  「桺
りう
北ほく
の釣
てうふ
夫
  為永春水記」
（序一オ～序二オ）
　
口絵
  第一～三図
  見開き三図
（丁付なし）
。濃淡の薄墨を施す。
　
内題「貞
ていさうおんなはつけんし
操婦女八賢誌三
さんしふ
輯巻之一
（～五）
」
　
尾題「貞操婦女八賢誌三輯巻之一
（～五）
終
」
　
編者「東都
　
狂訓𠅘主人編次」
（内題下）
　
畫工
  記載なし
　
刊記
  なし
　
諸本
  館山市博・早稲田大・西尾市岩瀬文庫・山口大棲妻・東洋大・東京女子大・三康図書館・千葉市美。
　
翻刻
  （一）
参照
　
備考
  この三輯だけが五巻五冊となっている。なお、後印本の詳細な調査報告については後日を期した が、 蔵の三輯五巻巻末には刊記「
長次郎事
勸善堂春水撰＼
四郎兵衛事
歌
川國直画圖＼
善次郎事
溪齋英泉画圖＼弘化二年乙巳歳＼書肆
＼
大坂心齊橋筋博労町
河内屋茂兵衞＼
同
  心齋橋筋南久太郎町
秋田屋市
兵衞
江戸京橋
左エ門町
大嶋屋傳右衞門板」が附されている。
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【凡例】  一
　
 人情本刊行会本などが読みやすさを考慮して本文に大幅な改訂を加えているので、本稿では敢えて手を加えず、可能な限り底本に忠実に翻刻した。
  一
　
 変体仮名は平仮名 直したが 助詞に限り「
ハ
」と記された
ものは遺した。
  一
　
近世期に一般的であった異体字も生かした。
  一
　
濁点、半濁点、句読点 は手を加えてい い。
  一
　
 明らかな欠字や誤記の部分は、原文の近くに〔
　
〕に入れ私
意で補正を示した。
  一
　
丁移りは
 」で示し、各丁裏に限り」
 
１のごとく丁付を示した。
  一
　
 底本は、保存状態の良い善本であると思われる館山市立博物館所蔵 に拠った。
【付記】
翻刻掲載を許可された館山市立博物館に心より感謝申し上げます。
なお、本稿は
JSP
S
科研費
JP
17K
02460
の助成を受けたものです。
【表紙】五冊とも同一意匠【序】
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【口絵第一図】
丁付なし 
ウオ
　
腰こしごえ
越の阿
お
安やす
【口絵第二図】
丁付なし 
ウオ
「勇
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婦ふ
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道みち
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おたけ
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賢誌三
さんしふ
輯巻之一
 
東都
　
教訓𠅘主人編次
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説
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死
駭おどろ
くうちにも
遺ゆいげん
言
の
錦にしき
の
御み
籏はた
を
尋たづ
ね
出だ
し
再ふたゝび
度
家かめい
名
を
興おこ
さんと
思おも
ふものから
又また
更さら
に
是これ
ぞといふ
手てがゝ
掛
りもなく
空むな
しく
月つきひ
日
を送
おく
る程
ほど
に今
けふ
日なん錦
にしき
の籏
はた
を御
み
戸とちやう
帳にして船
ふなやぐら
樓の催
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ひ
ハ
敲うち
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投なげ
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し
又また
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【口絵第三図】
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景
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鎌かまくら
倉
の
西にし
にあたりて
腰こしごゑ
越
といへる
一ひとむら
村
あり
鎌かまくら
倉
より
ハ
道みち
も
僅わづか
に
隔へだゝ〔た〕
りけれ
バ
常つね
に
住す
む
人ひと
も
稀まれ
にして
丗よ
に
繕つくろ
ひなき
片へんぴ
鄙
なり
這こゝ
に
一いつこ
箇
の
賢けんぢよ
女
ありて
名な
を
バ
お
安やす
と
喚よば
れ」けるが
双ふたおや
親
ハ
世よ
を
早はや
く
去さ
りて
孤みなしこ
となりしを
里さとびと
人
の
爲ため
に
育そだて
られ
成ひとゝなる
長
にしたがひて
容やうがん
顔
の
美びれい
麗
なる
卞へんし
氏
が
玉たま
をもあざむくべく
姿すがたかたち
形
のやさしき
事こと
春はる
にあへる
楊やなぎ
栁
のごとし
今ことし
年
僅わづか
に十七なれども
其その
才さい
ハ
老おうな
女
も
及およ
ばず
且そのうへ
力ちから
あくまで
強つよ
く
武ぶげい
藝
の
道みち
にも
賢かしこ
けれども
常つね
に
ハ
殊こと
に
柔にうわ
和
にして
仮かり
にも
仁ひと
と
爭あらそ
はね
バ
村むらぢう
中
ハ
言い
ふもさらなり
近きんごう
郷
まで
も
聞きゝ
傳つた
へて
誉ほめ
ざる
者もの
もなかりしか
バ
或ある
ひ
ハ
娵よめ
に
貰もら
ひたし
聟むこ
になりた
しなぞ
言い
ひ
入い
るゝあれ
バ
又また
ハ
好いろこのみ
色
の
若わかうど
郎
等ら
ハ
是これ
が
爲ため
に
胸むね
を
焦こが
し
言い
ひ
よ
る
者もの
も
多おほ
かりしかども
如いか
何
なる
事こと
にや
此この
お」
3安やす
ハ
只たゞ
能よき
程ほど
に
断ことは
りて
聟むこ
をも
求もと
めず
他ひと
にも
嫁か
せず
况まして
浮うき
たる
㕝こと
なぞ
ハ
聊
いさゝか
見み
かへる
事こと
もな
く
其その
身み
ハ
片かたせかは
瀬川
へ
網あみ
を
入い
れ
漁すなどり
するを
行なりはひ
業
として
細ほそ
き
烟けむ
りを
立たて
つゝ
も
世よ
を
最いと
易やす
く
送おく
りけるが
這この
日ひ
ハ
殊こと
に
空そら
晴はれ
て
波なみかぜ
風
ともに
靜しづか
なるに
心こゝろ
に
おもふよしもあれ
バ
早あさまだき
朝
より
舩ふね
を
乗のり
出だ
し
片かたせがは
瀬川
を
上あち
流
下こち
流
と
網あみ
を
入い
れつゝあさりまはれど小
こうを
魚すこしを得
え
たるのみにて尒
さ
ばかりの猟
ゑもの
も
あらねどされ
バ
とて
又また
他ほか
を
求もと
めず
一ひとり
個
小こぶね
舩
の
中なか
に
在あり
て
身み
の
行ゆくすゑ
末
を
思おも
ひめぐ し默
もくねん
然として居
ゐ
る折
をり
しも俄
にわか
に沖
おき
の方
かた
に當
あた
りて暴
ぼうふう
風はげしく
吹ふき
起おこ
り
最いと
凄すさ
ましく
見み
ゆる」
【挿絵第一図】
」
4」にぞお
安やす
ハ
舩ふね
を
芦あしま
間
に
漕こぎ
入い
れ
須しばし
臾
風かざま
間
を
待まち
つゝも
空そら
打うち
ながめて
居ゐ
たりける
斯かゝ
る
折おり
しも
川かはしも
下より忽
こつぜん
然として一
ひと
ッの小
こぶね
舩浪
なみ
に引
ひか
れてたゞよひ來
き
つおなじ芦
あしま
間
へ
流なが
れ
入い
るにぞ
於お
安やす
ハ
見み
つゝ
怪あや
しみながら
近ちか
よ
るまゝによく〳〵
見み
れ
バ
年とし
の
頃ころ
十七八かいまだ
廾はたち
才
にいたらざる
容すがた
貌
やさしき
二ふたり
個
の
處おとめ
女
何いづ
れも
身みがる
輕
き
衣いでたち
装
なるが
組くみあふ
合
たる
侭まゝ
舩ふなぞこ
底
に
仆たふ
れて
息いき
ハ
絶たえ
てあ
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りお
安やす
ハ
いよ〳〵
駭おどろ
きつゝも
思おも
ひ
合あは
する
㕝こと
あれ
バ
かい
を
逆さかて
手
に
取と
り
直なを
し那
かの
舩ふなべり
縁へ打
うち
かけて這
こなた
方の舩
ふね
に引
ひきつけ
付つゝおなじ所
ところ
に繋
つな
ぎ止
と
め扨
さて
那かの
舩ふね
に
乗の
り
移うつ
りて
二ふたり
個
の
體からだ
をさぐり」
5見み
るに
聊いさゝか
呼こきう
吸
の
通かよ
ひあるにぞ
准やうい
備
の
薬くすり
を
口くち
にふくめ
先まづ
其その
一ひとり
個
を
呼よ
び
生いく
る
㕝こと
十とこゑ
聲
ばかりに
及およ
びしとき
 
アツト
言い
ひつゝ
息いき
吹ふき
かへし
四あたり
辺
を
烏うろ
鷺
〻〳 〵
〻
見み
まはして
忙ぼうぜん
然
たる
事こと
半はんとき
晌
ばかり
須しばらく
臾
言ことば
語
もあらざりしをお
安やす
ハ
見み
つゝ
打うち
含うなづき
笑
如いかに
何
お
心こゝろ
付つき
ました お
怪けが
我
ハ
なきかと
介いたはれ
抱
バ
件くだん
の
處おとめ
女
ハ
不いぶかしげ
審氣
に
何いづこ
処
のお
方かた
か
知し
らねどもついに
見み
馴なれ
ぬ
吾こなさん
女
が
情なさけ
ハ
嬉うれ
しきやうなれど
若もし
やお
前まへ
も
敵てきがた
方
のと
うたが
ふ
言ことば
語
をおしとゞめ
吾わたし
㑪
ハ
爰こゝ
より
程ほど
遠とふ
からぬ
腰こしごゑ
越
村むら
に
成ひとゝなり
長
 網あびき
引
の
業わざ
に
世よ
を
渡わた
る
安やす
と
呼よば
るゝ
賤いや
しい
者もの
最さいぜん
前
俄にわか
の
大おほあれ
暴
に
波なみ
を
凌しの
ぎに
此この
芦あしま
間
へ
舩ふね
をかけると」
程ほど
もなく
風たゞよひ
随
來きた
りしひとつの
小こぶね
舩
中なか
に
ハ
お
前まへ
と
是これ
なるお
女ぢよちう
中
組くみあ
合
ひながら
氣きぜつ
絶
の
様やうす
子
不いぶかし
審
なが
らも
捨すて
おかれね
バ
お
前まへ
を
先さき
へ
呼よ
び
生いけ
て
様やうす
子
を
聞きい
た
其その
うゑにて
此この
お
女ぢよちう
中
をも
介かいほう
抱
し
及およ
ばずながらお
二ふたり
個
のお
心こゝろ
の
和やわ
らぐやう
爲し
やうと
思おも
ふて
此この
仕しあは
合
せ
別べつ
に
子しさい
細
ハ
ござんせね
バ
吾わたし
㑪
にお
心こゝろおき
置
ハ
ない
隱つゝ
ま
しからぬ
㕝こと
なら
バ
具つぶさ
に
様やうす
子
を
語かた
り給へと
赤まごゝろ
心
 面おもて
に
顕あら
はれしお
安やす
が
言ことば
語
をつく〴〵
聞きゝ
て
處おとめ
女
ハ
心こゝろおちゐ
安堵
たれども
猶なほ
うたが
ひ
ハ
晴は
れがたく
言いは
んと
為し
つゝ
猶たゆだふ
豫
をお
安やす
ハ
推すい
して
打うち
点うなづき
頭
お
前まへ
の
ぎねん
念
ハ
然さる
事こと
ながら
岸きし
をはなれし
此この
舩ふね
なれ
バ
他ほか
に
洩もれ
聞きく
者もの
もなし
品しな
に」
6よりて
ハ
這こち
方
か
らもお
話はなし
いたす
子しさい
細
もあれ
バ
假たとひ
令
はゞかる
事こと
ありとも
枉まげ
て
打うちあ
明
け
語かた
りてよと
再ふたゝび
度
問と
はれて
那かの
處おとめ
女
ハ
須しばし
臾
思しあん
按
の
躰てい
なりしが
四あたり
辺
を
見み
【挿絵第一図】片
かたせがわ
瀬川にはからず三
さんけん
賢を會
くわい
す
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『貞操婦女八賢誌』
まはし
言ことば
語
を
密ひそ
め
心こゝろ
ありげなお
前まへ
の
言ことば
語
斯かく
念ねんごろ
頃
に
問と
ひ給ふを
言い
は
ず
ハ
恩おんぎ
義
を
弁わきま
へぬ
仇あだ
し
女おなご
子
と
思おも
はれん
世よ
に
隱つゝ
ましき
㕝こと
ながら
吾わたし
㑪
ハ
豊としま
嶋
の
家みうちびと
臣
 何なにがし
某
が
處むすめ
女
なれども
實じつぷ
父
の
上うへ
ハ
先まづ
置おき
て
産うみ
にも
増まし
て
恩おん
深ふか
き
養やうふ
父
といふ
ハ
武むさし
藏
なる
多おほつか
塚
といふ
里さと
の
長おさ
杢もくべゑ
兵衞
と
よぶ
者もの
なりしが
領りやうしゆ
主
平ひらつか
塚
家け
の
内ないめい
命
にて
越こし
の
長ながを
尾
へ
密みつし
使
の
大たいやく
役
首しゆび
尾
よくなして
帰かへ
る
路みち
松まつゐだじゆく
井田宿
の
野のなか
中
にて
扇あふぎ
が
谷やつ
の」
捕とりて
手
に
出いであ
合
ひ
遁のが
れぬ
所ところ
と
戰たゝか
ひしか
ども
那かなた
方
ハ
多たせい
㔟
這こなた
方
ハ
小こぜい
㔟
殊こと
に
老おいき
木
の
杢もくべい
兵衛
なれ
バ
終つゐ
に
其その
塲ば
で
命いのち
を
落おと
し
夫それ
のみならで
大たいせつ
切
なる
錦にしき
の
御みはた
籏
その
上うへ
に
沙しやきん
金
巨あまた
夛
を
失うしな
ひたれ
バ
豊としま
嶋の家
いゑ
を再
さいかう
興の便
びんぎ
宜を其
そこ
所に失
うしな
ふて又
また
詮せん
術すべ
もなきものから尒
さり
とて
片へんし
時
も
捨すて
置おか
れね
バ
義ぎふ
婦
青あをやぎ
栁
と
心こゝろ
を
合あは
せ
吾わたし
㑪
ハ
遠とふ
く
木きしば
柴
苅か
る
此この
鎌かまくら
倉
に
忍しの
び
居ゐ
て
御みはた
籏
の
在ありか
所
を
尋たづ
ねしに
今けふ
日
舩ふな
樓やぐら
の
催もよほ
し
ハ
得え
がたき
此この
身み
の
倖さいわ
ひと
思おも
へ
バ
いとゞ
嬉うれ
しくて
心こゝろ
太ふと
くも
只たゞ
一ひとり
個
那かの
舩ふな
樓やぐら
に
走はせ
登のぼ
り
首しゆび
尾
よく
御みはた
籏
ハ
手て
に
入い
りしかども
数あまた
多
の
女ぢよちう
中
に
捕とり
圍かこ
まれ
殊こと
に」
7是これ
なる
八やつしろ
代
とか
名なの
乗
りし
處おとめ
女
の
武ぶゆう
勇
力りきりやう
量
終つい
に
刄やいば
を
打うちを
折
られ
互たがい
に
組くみあ
合
ふ
折おり
こそあれ俄
にわか
の風
かぜ
に舩
ふね
くつがへり那
かの
三さんぢう
重の樓
やぐら
より轉
まろ
び落
おつ
ると思
おも
ひしの
み
夫それ
から
先さき
ハ
何どう
様
なりしか
知し
らで
這こゝ
所
まで
吹ふきなが
流
されお
前まへ
の
情なさけ
に
蘇よみがへり
生
し
御ごおん
恩
ハ
譬たと
へん
方かた
もなく
身み
を
粉こ
にするとも
此この
惠めぐ
みを
報むく
はにやなら
ぬ
義ぎり
理
なれども
既すで
に
御みはた
籏
の
手て
に
入いる
上うへ
ハ
片へんし
時
もはやく
豊としま
嶋
家け
へ
たづさ
へ
行ゆき
て
亡なきちゝ
父
の
先さき
の
恥ちじよく
辱
を
清すゝ
がね
バ
遺ゆいげん
言
うけし
此この
梅うめ
が
草くさば
葉
の
蔭かげ
へ
言いひ
訳わけ
なし
吾わたし
㑪
が
功こう
なる
其その
上うへ
ハ
身み
を
犬いぬむま
馬
の
労ろう
にかへてもかならず
御ごおん
恩
を
報ほう
じま
す斯
か
ういふうちも心
こゝろせ
急く捕
とりて
手の女
ぢよちう
中の蘇
よみがへ
生らぬ先
さき
少すこ
しも速
はや
く此
この
塲ば
を
と
言いひ
つゝ」お
梅むめ
が
立たち
あがるを
マア
〳〵
待まつ
てお
梅むめ
さん
吾わたし
㑪
が
一ひとこと
言
いふ
事こと
ありと
言い
ひつゝ
這こなた
方
に
仆たふ
れ
臥ふし
たる
那かの
八やつしろ
代
が
起おき
あがるを
見み
るより
於おむめ
梅
も
又また
お
安やす
も
駭おとろ
き
騒さわ
ぐを
八やつしろ
代
がおし
鎮しづ
めつゝ
形かたち
容
をあらため
知し
らぬ㕝とてお
梅むめ
さん
嚮さき
に
ハ
恩おん
あるお
前まへ
に
對たい
し
危あやふ
ひ
事こと
でござりまし
たと
聞きい
てお
梅むめ
ハ
不ふしん
審
顔がほ
吾わたし
㑪
に
恩おん
を
受うけ
たとある
左さう
様
してお
前まへ
の
身み
のう
ゑ
ハ
と
問と
ひかへされて
八やつしろ
代
ハ
涙なみだ
にうるむ
目め
の
縁ふち
を
袖そで
にて
卒そつと
度
打うち
覆おほ
ひ言
い
ふも面
おも
なき㕝
こと
ながら吾
わたし
㑪が実
じつ
の爺
とゝ
さんも多
おほつか
塚村
むら
の百
ひやくしやう
姓にて名
な
を
籾もみしち
七
と
呼よば
れつゝ
貧まづ
しき
者もの
で
侍はべ
りしが
三さんねん
年
塚ごし
の
大たいびやう
病
に
家かざい
財
も
田たはた
畑
も
賣うり
」
8盡つく
し
斯かく
ても
足た
らぬ
年ねんぐ
貢
の
未みしん
進
欺なげ
いて
見み
ても
聞きか
ればこそ
那かの
強ごうよく
慾
な大
だいろく
六殿
どの
終つい
に旡
むじひ
慈悲に爺
とゝ
さんを牢
ひとや
の中
うち
につながれて日
ひごと
毎に不
ふなう
納
を責
せめ
らるれ
バ
只たゞ
さへ
病びやうく
苦
のそのうゑに
呵かしやく
嘖
に
合あ
ふて
ハ
須しばらく
臾
もたもたず
僅わづか
半月たゝざる
間あいだ
に
牢ひとや
の
中うち
に
死みまかり
去
〔り〕
給ひ
尒され
ども
非ひだう
道
の
大だいろく
六
殿どの
猶なほ
飽あき
足た
らでや
吾わたし
㑪
等ら
まで
牢ひとや
に
入い
れんと
言い
はれしをお
前まへ
の
親おや
御ご
杢もくべゑ
兵衞
さ
まのさま〴〵に
執とりなし
成
給ひ
苛から
き
命いのち
を
助たすか
りても
在ざいしよ
所
に
住すまゐ
居
もならざれ
バ
吾わたし
㑪の丁
てうど
度七
なゝ つ
才のとき嚊
かゝ
さんと只
たゞ
二ふたり
個住
すみ
も馴
なれ
たる多
おほつか
塚を涙
なみだ
ながらに
立出つゝさして
行ゆく
べき
方かた
もなけれど
此この
鎌かま
」
倉くら
に
聊いさゝか
の
由ゆかり
縁
のありし
を心
當あて
に
尋たづ
ねて
聞きけ
バ
其その
人もいつの
程ほど
にか
世よ
を
去さ
りて
頼たの
まん
方かた
もあ
ら磯
いそ
の由
ゆゐ
井が濱
はまべ
辺にさまよひ來
き
つ詮
せんかた
方なさに親
おや
と子
こ
が其
そこ
所に覚
かくご
悟を
極きわ
めつゝ
身み
を
沉しづめ
んと
爲す
る
所ところ
を
扇あふぎ
が
谷やつ
家け
の
奥おく
女ぢよちう
中
繁しげさき
咲
さまといふお
方かた
が御代
だいさん
參のお歸
かへ
りがけ夫
それ
と見
み
るより御
お
駕かご
籠の中
うち
から吾
わたし
㑪等
ら
親おやこ
子を呼
よ
び止
とゞ
め子
しさい
細を委
くわ
しく聞
きか
れたうゑ情
なさけふか
深くも嚊
かゝ
さんと吾
わたし
㑪を館
やかた
へ伴
ともな
ひ行
ゆ
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きお
部へや
屋
の
中うち
に
養やしな
はれ
二ふたつき
月
三み
月
送おく
るうち
倖さち
なきうゑに
倖さち
なき
ハ
又また
嚊かゝ
さんに
死しにわか
別
れ
夫それ
から
後のち
ハ
何なにごと
㕝
も
繁しげさき
咲
さまの
御お
世せわ
話
にて
吾わたし
㑪
が十四に
なる
年とし
から
下おすゑ
仕
」
9女ぢよちう
中
に
加くわ
えられ
武ぶけ
家
に
奉ほうこう
公
するから
ハ
物ものかく
書
道みち
ハ
言い
ふに
及およ
ばず
釼けん
術じゆつ
柔やはら
術
の
一ひとて
手
二ふたて
手
ハ
知し
らね
バ
ならぬと
隙ひま
ある
毎ごと
に
繁しげさき
咲さまより教
おし
へられ御
ごおん
恩に月
つきひ
日を過
すぐ
るうち御
ご
朋ほうはい
輩の妬
ねた
みにて繁
しげさき
咲
さまに
ハ
奥おくさま
様
より
御ご
不ふけう
興
を
蒙かうむ
りたまひ
夫それ
が
病やまひ
の
根ね
となりて
今いま
より
三みとせ
稔
先さき
の
秋あき
終つい
に
空むな
しくなり給へ
バ
其その
悲かな
しさと
口くちおし
惜
さに
袖そで
ハ
涙なみだ
の
乾かは
く
間ま
も
泣なき
明あか
し
又また
泣なき
暮くら
し
日ひかず
数
ハ
歴ふ
れど
忘わす
られぬ
歎なげ
きの
中うち
に
今こんど
度
の
催もよほ
し
錦にしき
の
籏はた
を
御み
戸とちやう
張
と
ハ
他ひと
の
譏そし
りも
恥はづ
かしく
爰こゝ
ぞ
御ご
恩おん
の
報ほう
じ
所どころ
と
繁しげさき
咲
さま
に
心なりかはり
嗣
 港ちまた
の
〔ママ〕
噂うはさ
に
㕝こと
よ
せて
及およ
ばずながら
奥おく
さまをお
諌いさ
めもふせし
甲か
斐ひ
も」なく反
かへつ
て此
この
身み
に罪
つみ
を得
え
て御
み
舩ふね
の中
うち
に押
おしこめ
込られしに又
また
はから
ずもお梅
うめ
さんの捕
とりて
手の役
やく
をゆるされて恩
おん
あるお方
かた
の娘
むすめご
御とも知
し
らで
勝しやうぶ
屓
を
爭あらそ
ひし
ハ
危あやふ
ひ
㕝こと
でござんしたと
身み
の
越こしかた
方
を
物ものがた
語
れ
バ
お
梅うめ
ハ
さ
らなりお安
やす
さへ感
かんたん
嘆してぞ巳
やま
ざりける
當そのとき
下
お
安やす
ハ
嚮さき
よりの
二ふたり
個
が
言はなし
話
をつく〴〵
聞きゝ
て
思おも
はず
小こひざ
膝
を
磤はた
と
打う
ち天
あつぱれ
晴愛
めでたき
度お両
ふたり
女のお物
ものがたり
語を聞
きく
に付
つ
け禀
まう
すも鳴
おこ
呼なる㕝
こと
ながら吾
わたし
㑪
が
實じつ
の
爺とゝ
さん
ハ
基もと
鎌かまくら
倉
の
商あきびと
人
なれども」
10利りよく
欲
に
泥なづ
む
㕝こと
をせず
武ぶじゆつ
術
を
好この
むのみならす
力ちから
飽あく
まで
強つよ
けれ
バ
自おのづ
と
相すまふ
撲
の
妙みやう
を
得え
て
強つよ
きを
蹇くじ
き
弱よわ
きを
助たす
くる
俠おとこぎ
客
にて
在あり
しか
バ
人ひと
にも
敬うやま
ひ
立たて
られしに
其その
身み
の
運うん
や
拙つたな
かりけん四十もいまだ
越こえ
ざるに
一ひとゝせ
稔
疫ときのけ
病
を
煩わづら
ふてさま〴〵
医ゐりやう
療
を
尽つく
せしかども
終つい
に
薬くすり
のしるしなく
末まつご
期
の
極きわ
の
枕まくらべ
辺
に
吾わたし
㑪
を
近ちか
く
呼よ
び
よ
せて
我われ
ハ
素もと
より
商あきびと
人
なれども
利りよく
慾
の
爲ため
に
心こゝろ
を
よ
せ
生しやうがい
涯
を
過すご
さ
ん事
こと
最いと
口くちおし
惜く思
おも
ふにより何
なにとぞ
卒武
ふじ
士の小
はしくれ
官ともなり鎗
やり
一ひとすぢ
筋の主
ぬし
にもな
らんと
思おも
ひし
事こと
も
爲しはた
果
さで
今いま
を
最さいご
期
となりしこと
旡むねん
念
といふも
餘あま
りあり
其そなた
方
ハ
いまだ
幼おさなく
少
て
殊こと
に
女おなご
子
の
身み
」なれども
我わが
存ぞんねん
念
を
受うけつぎ
繼
で
成せいちやう
長
の
後のち
武ぶゆう
勇
をあらはし
身み
をも
家いゑ
をも
興おこ
すべし
遺いひおく
言
事こと
ハ
是これ
のみな
れ
バ
必かなら
ず
忘わす
るな
怠おこた
るなと
言い
はれし
時とき
ハ
吾わたし
㑪
ハ
五いつ
ッ
幼おさなごゝろ
少心
に
悲かな
しくて
如いかに
何
すべきと
思おも
ふうち
又また
嚊かゝ
さんも
世よ
を
去さ
りて
親しんそく
族
とてもあらざれ
バ
此この
腰こしごゑ
越
に
引ひきうつ
移
り
里さとびと
人
達たち
の
情なさけ
にて
成ひとゝなる
長
にしたがひて
彼か
の
遺ゆいげん
言
を
須しばらく
臾
も
忘わす
れず
爭いかで
武ぶ
名めい
を
顕あら
はさんと
思おも
へど
未みじゆく
熟
の
吾わたし
㑪
ゆゑ
身み
ひとつにし
て
叶かな
ひがたく
神かみ
の
冥みやうぢよ
助
を
蒙かうむ
らんと
此こゝ
所
より
程ほど
も
遠とふ
からぬ
江え
の
嶌しま
の
弁べんざいてん
才天
に
夜よごと
毎
に
歩あゆ
みを
運はこ
びつゝ
祈きねん
念
に
他たじ
㕝
ハ
なかりしに
願ぐわん
満まんにち
日
に
及およ
びし
夜よ
社しやだん
檀
に
思おも
はず」
11眠ねむ
りしに
忽たちまち
地
音おんがく
楽
の
聲こゑ
と
侶とも
に
神しんぢよ
女
の
御みすがた
姿
顕あら
はれ給ひ
最いと
清きよ
らかなる
御み
聲こゑ
にて
汝なんぢ
美び
名めい
を
世よ
に
挙あげ
んとするその
宿しゆくぐわん
願
ハ
空むな
しからねといまだ
時じうん
運
の
至いた
らね
バ
今いま
よりこゝろを
励はげ
まして
汝なんぢ
が
過すぐせ
世
の
因ゐんえん
縁
ある
七なゝ
ッの
星ほし
に
めぐ
り
逢あ
ひ
汝なんぢ
と
侶とも
に八ッの
星ほし
全まつた
く
集あつま
る
㕝こと
を
得え
バ
周あまね
く
四し
海かい
に
名な
をあげて
後のち
の
世よ
までも
賢けんぢよ
女
と
称いは
れん
汝なんぢ
其その
星ほし
を
得え
んと
思おも
はゞ
日ひ
毎ごと
に
片かた
瀬せ
川がは
にいたり
見み
よかならず
二ふた
ッの
星ほし
に
逢あは
んと
宣のたま
ふよと
思おも
ひしに
忽たちまち
地
夢ゆめ
ハ
覚さめ
しか
バ
是これ
かならず
霊れいむ
夢
ならんと
第廾
芦あしま
間の
忍にんじゆつ
術
暗あん
に錦
きんき
籏を奪
うば
ふ
漁ぎよそん
村の扁
へんしう
舟
  暁あかつき
に三
さんぢよ
女を送
おく
る
― 37 ―（ 37 ）
『貞操婦女八賢誌』
猶なほ
も神
しんぜん
前に祈
きねん
念して夫
それ
より神
かみ
のおしへに任
まか
せ日
ひごと
毎に此
この
川かは
へ船
ふね
を」浮
うか
べ
待まつ
甲かひ
斐
ありて
今けふ
日
といふ
今けふ
日
お
二ふたり
個
さんに
逢あ
ひし
㕝こと
偏ひとへ
に
神かみ
の
導みちびき
か
吾わたし
㑪
がよろこび
此この
うゑなしと
語かた
るを
打うち
聞き
く
八やつしろ
代
お
梅うめ
是これ
又また
竒きちう
中
の
一いちだい
大
竒きじ
事
と
驚きやうたん
嘆
してぞ
居ゐ
たりける
其その
ときお
梅うめ
ハ
両ふたり
婦
に
對むか
ひ
其その
お
話はなし
を
聞きく
につけ思
おも
ひ合
あは
する㕝
こと
ありとて那
かの
青あをやぎ
栁が身
み
のうゑの事
こと
お斉
さい
の尼
あま
のお
しへの
事こと
まで
一いちぶ
伍
一しゞ う
什
を
譚ものがた
り
尒さう
して
見み
れ
バ
此この
三みたり
個
もまた
青あをやぎ
栁
とい
ふ
處むすめ
女
も
はら
こそ
異かは
れ
過すぐせ
世
から
互たが
ひに
結むす
ばる
縁えん
あれ
バ
今いま
より
きやうだい
の
義ぎ
をむすび
苦くらく
楽
を
侶とも
にするなら
バ
嘸さぞ
頼たのも
毋
しうござんしやうと
言い
はれ
てお
安やす
も
八やつしろ
代
も
侶とも
によろこぶ
不ふしぎ
思義
の」
12竒き
縁えん
爰こゝ
に
三さんぢよ
女
を
會くわい
せしむる
も
弁べんざいてん
才天
の
冥みやうちよ
助
なるか
量はか
り
知し
られぬ
㕝こと
なりけり
恁かく
て
三みたり
個
の
長
ながものがたり
譚
に
永なが
き
日ひ
も
稍やゝ
黄たそがれ
昏
て
塒ねぐら
へ
急いそ
ぐ
群むらどり
鳥
の
羽はおと
音
にお
安やす
ハ
打うち
おどろき
餘あま
り
話はなし
説
に
実み
が
入いり
て
日ひ
の
暮くる
るさへ
忘わす
れました
尒され
ども
這こゝ
等ら
ハ
人ひとさと
里
遠とふ
く
洩もれ
聞き
く
人ひと
ハ
あらねどもお
両ふたり
婦
さんの
御おつかれ
勞
をも
顧おも
はぬ
吾わたし
㑪
の
心こゝろ
なさ
見み
苦ぐる
しく
とも
今こよひ
宵
一ひとよ
夜
ハ
吾わたし
㑪
の
住すまい
居
でゆる〳〵と
何なに
かの
話はなし
説
をいたしませう
倖さいわひ
 の
此この
宵よひやみ
闇
路ろじ
次
を
忍しの
ぶに
便たよ
りもよしいざ
諸もろとも
侶
にと
言い
ひつゝも
此こなた
方
の
芦あしま
間
に
舫もやひ
置おき
たる
那かの
網あみぶね
舩
に
乗の
り
移うつ
れ
バ
二ふたり
個
も
續つゞひ
て」
乗の
りうつる
其その
時とき
お
安やす
ハ
今いま
まで
乗の
り
居ゐ
し
小こぶね
舩
の
舳へさき
先
に
手て
を
掛かけ
て
何なん
の
苦く
もなく
俯うつぶせ
伏
にく
つがへらせて
押おしなが
流
し
是これ
で
心こゝろ
の
殘のこ
り
ハ
なひと
言い
ひつゝ
完につこ
尓
と
打うちわらひ
笑
し
其その
 力りきりやう
量
を
感かんたん
歎
して
両ふたり
婦
ハ
目め
と
目め
を
見みあは
合
せつゝ
最いと
たのもしくぞ
思おも
ひ
ける
有かく
右
てお
安やす
ハ
お
梅うめ
等ら
両ふたり
女
を
舩ふね
より
丘おか
に
登のぼ
らせつゝその
身み
ハ
舩ふね
を芦
あしま
間に
繋つな
ぎ投
とあみ
網を肩
かた
に打
うち
かけて両
ふたり
女に先
さきだち
立案
しるべ
内を為つゝ程
ほど
遠とふ
から
ぬ
我わが
家や
の
方かた
へ
足あし
を
速はや
めて
急いそ
ぎ
行ゆく
跡あと
ハ
淋さみ
しき
薄うすやみ
闇
に
渺びやう〳〵
々
たる
河かはら
原
のあ
りさま
最いと
物ものすご
凄
き
折をり
こそあれ
右かなた
方
左こなた
方
の
芦あしま
間
より
現あらは
れ
出いで
たる
二ふたり
個
の
婦おんな
女互
たが
ひに」
13顔かほ
をすかし見
み
て
⃝お理
りき
喜さん
⃝お友
とも
さんか
⃝そして首
しゆび
尾
ハ
と
問と
ひかけられ
此こなた
方
の
婦おんな
女
は
完につこ
尒
と
打うちゑ
笑
み
其そこ
所
に
誤ぬか
り
ハ
ござんせ
ん
豫かね
て
約やくそく
束
した
通とふ
り
吾わたし
㑪
ハ
彼かなた
方
の
芦あしま
間
から
始しゞ う
終
の
様やうす
子
を
立たちぎく
聞
にお
梅うめ
とやらが錦
にしき
の籏
はた
をたしかに所
しよぢ
持せし様
やうす
子ゆゑ透
すき
を窺
うかゞ
ひ覘
ねら
ひ
よ
り習
なら
ひ
覚おぼ
へし
忍しのび
の
術じゆつ
にて
豫かね
て
准ようい
備
の
小こづゝみ
包
と
御みはた
籏
の
包つゝみ
と
摺すりかへ
替
て
則
すなはち
爰こゝ
にと
言いひ
ながら
懐ふところ
よりして
件くだん
の
籏はた
を
取と
り
出いだ
しつゝ
四あたり
辺
を
見み
まはし
首しゆび
尾
よく
奪うば
ひ取
と
りたれどもお梅
うめ
とやらが心
こゝろづ
付き今
いま
にも尋
たづね
て來
こ
んも知
し
れずお前
まへ
ハ
御みはた
籏
を
たづさ
へて
些ちつ
とも
速はや
く
此この
子わけ
細
を」
【挿絵第二図】
」
14」お
道みち
さま
へ
禀もふし
あげ
御みはた
籏
をお
渡わた
しもふしな
バ
能よい
お
差さしづ
圖
の
有ある
ハ
必ひつじやう
定
 吾わたし
㑪
ハ
爰こゝ
等ら
に忍
しの
び居
ゐ
て今
いま
一ひと
手しゆだん
段ござんすと言
いひ
つゝ御
みはた
籏をわたすにぞ那
かなた
方の婦
おんな
女
ハ
受うけとり
取
てそんなら
吾わたし
㑪
ハ
例いつも
の
塲ばしよ
所
へ
⃝
アヽ
合がつてん
点
でこさんすと
互たが
ひに
咡さゝや
き頷
うなづ
きつゝ道
みち
を
ちがへ
て芦
あしはら
原を何
いづこ
所ともなく走
は
せ去
さ
りける
　　　
 作さくしや
者
云いはく
 
ひつきやう
竟
是これ
なる
両ふたり
個
の
女おんな
ハ
善ぜん
か
あく
か
开そ
も
甚いかに
麼
  後のちのめぐり
に
 
解とき
分わく
るを読
よみ
得え
て委
くわ
しきを知
し
り給へ
却かくて
説
勇ゆうふ
婦
お
安やす
ハ
両ふたり
婦
を
我わがや
家
へ
伴ともな
ひつゝ
圍ゐろり
爐裏
の
埋うづみひ
火
掘ほりいだ
出
し
先まづ
行あんどう
燈
に
灯ひ
を
照てら
〔ら〕
し
両ふたり
婦
を
其そこ
所
に
安やすらは
措
せその」
15身み
も
倶とも
に
圓まとゐ
居
して
最さいぜん
前
か
らの
御おはなし
話説
で
ハ
お
労つか
れのみかお
なか
さへ
嘸さぞ
お
空ひもじう
食
ござんしや
何なに
がな
御ご
膳ぜん
のお菜
さい
をと思
おも
へど何
なに
をもふすにも斯
かゝ
る卑
さもしき
賤世
よわた
渡りゆゑ思
おも
ふのみ
にて
夫それ
さへならずお
口くち
に
合あは
ぬ
ハ
知し
りながらも
初うゐ
見げんさん
參
を
祝ことぶ
くしるし
― 38 ― （ 38 ）
片かたせがは
瀬川
にて
手てりやう
猟
の
雑うろくず
魚
是これ
なと
焼やい
てお
夜やしよく
食
をと
言い
ふを
両ふたり
女
ハ
おしとゞ
め
いろ
ふを聞
きか
ず立
たち
あがり圍
ゐろり
爐裏に柴
しば
を折
をりたき
焚つゝ手
て
づから夜
やしよく
食を安
あんばい
排し
て
最いと
念ねんごろ
頃
に
勧すゝ
むるにぞ
二ふたり
個
も
今いま
ハ
いろ
ひかねて
其その
赤まごゝろ
心
を
悦よろこ
びつゝ
賓きやく
も
主あるじ
も
諸もろとも
侶
に
稍やゝ
夕ゆふぜん
餞
も
果はて
しか
バ
又また
もや
互たが
ひに
身み
のうゑを
説とき
つ
説とか
れつ」
閑かんたん
談
に
斯しばし
須
時じ
こく
のうつる
程ほど
にお
梅うめ
ハ
嚮さき
に
取と
りかへせし
御み
籏はた
の
包つゝ
みを
取とりいだ
出
し
此この
一ひとしな
品
の
手て
に
入い
るから
ハ
吾わたし
㑪
ハ
一ひとまづ
旦
古こきやう
郷
へ
帰かへ
り
豊としま
嶋
のお
家いゑ
へ
さしあげて
親おや
の
恥ちじよく
辱
を
清すゝ
いだうゑ
過すぐせ
世
の
縁えん
ある
皆みな
さんに
復また
再さい
會くわい
を
遂とげ
ませうと
言いひ
つゝ
包つゝ
みを
打うちひら
開
け
バ
錦にしき
の
籏はた
に
ハ
あらずして
中なか
に
ハ
綾あや
の
女おんな
の
片かたそて
袖
是これ
ハ
とばかり
打うち
駭おどろ
くお
梅うめ
ハ
さらなり
八やつしろ
代
もお
安やす
も
倶とも
に
仰ぎやうてん
天して互
たが
ひに目
め
と目
め
と見
みあは
合すのみ呆
あき
れてしばし忙
ぼうぜん
然たり其
その
ときお
安やす
ハ
お
梅うめ
に
對むか
ひ
何なに
ハ
兎と
もあれ
大たいせつ
切
な
御み
籏はた
を
人ひとで
手
に
渡わた
して
ハ
お
前まへ
の
功こう
も
無む
になる
道たうり
理
其その
盗ぬすひと
人
ハ
」
16知し
らねどもいまだ
時じこく
刻
も
遅おく
れね
バ
尋たづ
ねて
知し
れぬ
㕝こと
ハ
あるまい
今いま
から
直すぐ
にお
梅うめ
さん
八やつしろ
代
さんも
諸もろとも
倶
にと
言い
はれ
て
八やつしろ
代
一いちぎ
議
に
及およ
ばずなるほどお
前まへ
の
被おつしやる
仰
とふり
一いつとき
時
なりと
猶ゆうよ
豫
ハ
されぬ
先まづ
さし
當あた
つて
氣き
掛がゝ
り
ハ
片かたせがは
瀬川
なる
芦あしま
間
の
小こぶね
舩
那かしこ
処
を
一ひとまづ
旦
尋たづ
ね
たうゑと
言い
ひつゝ
二ふたり
個
ハ
立たちあが
上
るをお
梅うめ
ハ
急きう
におしとゞめお
二ふたり
個
さん
のおこゝろざし
ハ
身み
に
余あま
る
程ほど
嬉うれ
しひなれど
吾わたし
㑪
が
側そば
を
少すこ
しも
放はな
さず
大たいせつ
切
に
守しゆご
護
する
御み
籏はた
を
摺すりかへ
替
て
取と
るほどの
奴やつ
放うか
心
〻〳 〵
〻
這こゝら
辺
に
居ゐ
ませう
かよし
又また
此この
地ち
に
居ゐ
るにもせよ
此こゝ
所
ハ
鎌かまくら
倉
へ
遠とふ
からね
バ
扇あふぎ
が
谷やつ
の
捕とりて
手
の」
人にんす
数
忍しの
び
居を
らんも
量はか
られず
尒しか
するとき
ハ
盗ぬす
まれし
御み
籏はた
を
取と
り
得え
ぬのみならで反
かへつ
て吾
わたし
㑪等
ら
三さんにん
口に不
ふしぎ
思義の難
なんぎ
義あらんも知
し
れずよし夫
それ
【挿絵第二図】
はらから
不ふしぎ
思義に錦
にしき
の籏
はた
を
うば
ふ
― 39 ―（ 39 ）
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とても
吾わたし
㑪
ハ
覚かくご
期
恐おそ
るゝ
㕝こと
ハ
なけれどもお
二ふたり
個
さんをもまきぞへ
せられ
志こゝろざし
願
をも
立たてとふ
通
さで
命いのち
を
落おと
さ
バ
世よ
の
人ひと
の
物ものわら
笑
ひともなりませう
夫それ
のみならで
八やつしろ
代
さん
ハ
仮かりそめ
染
ながら
扇あふぎ
が
谷やつ
の
禄ろく
を
契たべ
たるお
身み
なれ
バ
今いま
こそ
吾わたし
㑪
と
義ぎ
を
結むす
び
苦くらく
楽
を
倶とも
にするとても
御み
籏はた
を
倶とも
に
尋たづね
て
ハ
吾わたし
㑪
に
對たい
して
信しん
あり も
扇あふぎ
が
谷やつ
こそ
不ふじん
仁
なれ
大だいおん
恩
うけたと
被おつしやつ
仰
た
繁しげさき
咲
さ
まへ
義ぎ
が
立たつ
まい
兎と
ても
⻆かく
ても
奪うば
」
17はれ
〔し〕 ハ
吾わたし
㑪
が
不ふかく
覚
是ぜひ
非
もなし
お
両ふたり
個
さんの
心こゝろ
ハ
知し
らねど
一ひとまづ
旦
多おほつか
塚
へ
赴おもむ
きて
那かの
青あをやぎ
栁
さんにも
様やうす
子
を
語かた
り再
ふたゝ
び御
み
籏はた
を取
とりもど
戻す手
しゆだん
段を其
そこ
所に定
さだ
めませうと義
ぎり
理を説
とひ
たる才
さいぢよ
女
が
言ことば
葉
に
両ふたり
個
ハ
深ふか
く
感かんぷく
服
して
終つい
に
其その
意い
に
随したが
ひける
其その
中なか
に
八やつしろ
代
ハ
欣きんぜん
然
として形
かたち
容をあらため既
すで
に先
さき
にも禀
もう
せし通
とふ
り七ッの歳
とし
に死
しに
別わか
れた親
おや
の
石せきひ
碑
ハ
ありながら
香かうはな
花
さへも
備そな
へずに
此この
年としつき
月
を
過すご
せしに
今いま
時とき
あり
て斯
かく
までに世
よ
に類
たぐ
ひなき賢
すぐれびと
女に因
ちな
みを結
むす
びて古
ふるさと
郷の親
おや
の牌
ひぜん
前に手
たむけ
向
る
水みづ
ハ
千せんぶ
部
の
經きやう
にも
弥いやまし
増
て
草くさば
葉
の
蔭かげ
より
双ふたおや
親
がさぞ
悦よろこ
ぶで」ござん
せうと恁
かゝ
る時
とき
にも親
おや
を
忘わす
れぬ其
その
孝かうしん
心を感
かん
じつゝ猶
なほ
も余
よだん
談に及
およ
ふほど
に
春はる
の
夜よ
なれ
バ
はかなくも
暁あかつき
の
鐘かね
告つげ
渡わた
り
鶏けいめい
鳴
東とうりん
隣
に
聞きこ
ゆるにぞお
安やす
ハ
駭おどろ
き
外と
に
出いで
て
空そら
の
様やふす
子
を
打うち
ながめまだ
東しのゝめ
雲
に
ハ
間あいだ
もあれ
バ
少すこ
し
も路
みち
次の小
こぐら
暗きうち芦
あしま
間の小
こぶね
舩に
うちのり
乗て夜
よあけ
明ぬ先
さき
に藤
ふぢさわ
沢まで皆
みな
さん
お
仕したく
度
なさんせと
言い
はれて
頷うなづ
く
八やつしろ
代
お
梅うめ
身みづくろ
繕
ひするその
間ひま
にお
安やす
ハ
家やうち
内を取
とりかたづ
片付け一
ひと
風ふろしき
呂敷に引
ひきつゝ
包みて卒
いざ
諸もろとも
倶にと言
い
ひつゝも三
さんにん
個ひと
しく背
せど
戸口
くち
より舩
ふなば
塲をさして急
いそ
ぎける
貞ていそうおんなはつけんし
操婦女八賢誌三
さんしふ
輯巻之一
終
」
18
前こゝ に
話
不また
題
武むさし
藏
の
國くに
夛おほつかむら
塚村
の
知ちけん
縣
戸と
塚つか
大だいろく
六
ハ
婬いたづら
行
非ひ
道だう
の
曲くせもの
者
なれ
バ
過すぎ
し
日ひ
青あをやぎ
栁
を
搦から
め
捕と
りてより
梅うめたらう
太郎
等ら
が
詮せんぎ
義
ハ
せで
朝ちやうぼ
暮
青あをやぎ
栁
を
居ゐま
間
に
侍はべ
らせ
酒しゆけう
興
に
㕝こと
よせ
種さま〴〵
々
と
艶いやらしき
行
ことを
言い
ひかくる
其その
躰てい
曽かつ
て
公おほやけ
なら
ね
バ
はら
立たゝ
しくも
口くち
惜お
しくて
或ある
ひ
ハ
罵のゝし
り
恥はづ
かしめ
𣴎うけひく
諾
氣けしき
色
ハ
なきもの
から」
大だいろく
六
ハ
猶なほ
懲こり
ずまに どしつすかしつ
欺こしらへ
計
て
其その
 情じやうよく
慾
をはたさ
んと思
おも
ヘど義
ぎき
氣ある青
あをやぎ
栁の爭
いかで
か不
ふせい
正に従
したが
ふべき恁
かく
て數
すじつ
日を經
ふ
るほど
に
大だいろく
六
も
今いま
ハ
堪こら
へかねて
青あをやぎ
栁
をきびしく
縛いまし
め
一ひとま
間
の
中うち
へ
押おしこめ
込
て
更さら
に
三さんど
度
の
食しよくじ
事
さへ
思おも
ふほどに
ハ
あたへもせず
以いぜん
前
に
替かは
りし
振ふる
まひ
ハ
是これ
みな
大だいろく
六
が
姦かんけい
計
にて
尒しか
して
苦くるし
め
置おく
とき
ハ
其その
堪たえ
がたさに
自おのづか
ら
心こゝろ
にし
たがふことも
有あら
んと
斯かく
ハ
はからひたりしとなん
偖さて
もまた
神かにはや
宮屋
に
て
ハ
素もと
より
異まゝしき
血
處むすめ
女
なれどもお
袖そで
が
容すがた
貌
の
美うつくしき
麗
によりこれをおとり
に大
たいけ
家へ取
とりいり
入金
かね
の蔓
つる
にありつかんと夫
ふうふ
婦密
ひそ
かに相
さうだん
談」
1して其
その
内したごゝろ
心
でありけるに
此この
ほどお
袖そで
ハ
はからずもお
張はり
に
欺あざむ
き
誘いざなは
引
れ
家いへで
出
なせし
を
一ひとすぢ
筋
に
梅うめたらう
太郎
が
連つれ
出だ
したりと
思おも
へ
バ
旡むねん
念
さ
限かぎ
りなく かにもし
て
取とりもど
戻
さんと
思おも
ふ
折をり
しも
様やうす
子
を
聞きけ
バ
その
夜よ
戸とつか
塚
大だいろく
六
が
杢もく
兵べゑ
衛
の
家いへ
に
おし
よ
せて
家かざい
財
を
殘のこ
らず
闕けつしよ
所
なし
食しよくかく
客
青あをやぎ
栁
を
搦からめとり
捕
しと
其その
噂うはさ
もつぱ
第廾一
戸とだ
田の河
かはら
原に苦
くしち
七袖
そでごひ
乞を誘
いざな
ふ
夛おほつか
塚の知
ちけん
縣に二
にけん
賢義
ぎふ
婦を救
すく
ふ
貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三
さんしふ
輯巻
まきの
之二
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らなれ
バ
夫ふうふ
婦
ハ
是これ
を
聞きく
よりも
聊
いさゝか
心こゝ ち
地
よく
思おも
ヘども
梅うめたらう
太郎
ハ
亡かけおち
命
な
しお
竹たけ
も
終つい
に
身み
を
遁のが
れて
両ふたり
個
ともに
行ゆくゑ
衛
知し
れ
ね
バ
意い
恨こん
ハ
猶なほ
も
晴はれ
がた
く
敏とく
青あをやぎ
栁
を
拷ごうもん
問
させ
梅うめたらう
太郎
が
在ありか
家
を
尋たづ
ね
怨うら
みを
報むく
はんと
思おも
ふにぞ」
那かの
大だいろ 〔く〕
六
に
金こがね
子
を
贈おく
り
頻しき
りに
吟ぎんみ
味
を
急いそ
げども
大だいろく
六
ハ
只たゞ
青あをやぎ
栁
が
艶ゑんしよく
色
に
心こゝろ
まよひいかにもして
手て
に
入い
れんと
思おも
へ
バ
是これ
等ら
の
㕝こと
に
懸けねん
念
せず
空むな
しく
月つき
日ひ
を
過すぐ
るほどに
神かにはや
宮屋
夫ふうふ
婦
ハ
意いこん
恨
に
堪たへ
ず
金かね
に
爲な
さんと
思おも
ひし
處むすめ
女
を
誘さそ
ひ
出だ
されしのみならず
五ごじう
十
両りやう
の
金かね
までも
盗ぬす
み
去さ
られし
㕝こと
なれ
バ
此この
まゝにて
ハ
濟すま
されず
兎と
ても
⻆かく
ても
大だいろく
六
が
心こゝろ
に
叶かな
ふやうにも
てなし
那かの
青あをやぎ
栁
を
拷ごうもん
問
なさね
バ
怨うら
みを
報むく
ふ
日ひ
ハ
あらじと
種さま〴〵
々
思しあん
按
を
めぐ
らせしに
其その
頃ころ
戸とだ
田
の
川がはべり
縁
に
両ふたり
個
の
女おんな
乞こじき
食
ありて
其その
さま
きやうだい
のご
とくなるが
髪すがた
餝
衣かたち
粧
ハ
やつれたれ」
2ども
容かほかたち
貌
のうるはしき
事こと
鄙ひな
に
ハ
なか〳〵
有あり
がたしと
噂うはさ
する
者もの
のありけれ
バ
神かにはや
宮屋
夫ふうふ
婦
ハ
是これ
を
聞きく
よ
り
一ひと
ッの
謀はかりこと
計
をもふけ か
バ
早さつそく
速
家いゑ
の
老おとな
僕
なりける
苦くしち
七
といへるに
所しよぞん
存を明
あか
し夥
おほく
数の錢
ぜに
を齋
もたら
して戸
とだ
田の川
かわべり
縁に赴
おもむ
かせつゝ件
くだん
の乞
こじき
食に夫
それ
をあたへて
密ひそか
にたのみたき
事こと
あれ
バ
今こよひ
宵
神かにはや
宮屋
まで
參まい
るべし
㕝こと
なる
うゑ
ハ
褒ほうび
美
の
金かね
ハ
両ふたり
人
が
望のぞ
みに
任まか
せんとひそやかに
言いひ
聞きか
せけれ
バ
二ふたり
個
の
乞こじき
食
ハ
思おも
はずも
多おほ
くの
銭ぜに
を
貰もら
ひしのみか
此この
夛おほつか
塚
にて
分ぶげんしや
限者
と
名な
に
聞きこ
へたる
神かにはや
宮屋
より
斯かく
念ねんごろ
頃
に
呼よば
るゝ
㕝こと
ゆゑ
何なに
か」
子しさい
細
ハ
知し
ら
ねども
褒ほうび
美
と
聞きゝ
て
打うち
欣よろこ
びいかにも
今こよひ
宵
參まい
るべしと
両ふたり
女
が
荅こたへ
に
苦くしち
七
もよろこび
猶なほ
左かにかく
右
と
約やく
をなして
急いそ
ぎ
神かにはや
宮屋
へ
立たちかへ
帰
り
主あるじ
に
首しゆび
尾
よき
を
語かた
りつゝ
其その
日ひ
の
暮くる
るを
待まつ
ほどにはや
晩いりあひ
鐘
もいつか
過すぎ
て
夜よ
も
初しよかう
更
にぞ
及およ
びける
其その
とき
神かにはや
宮屋
の
裏うらぐち
口
へ
忍しの
び
よ
り
來く
る
以いぜん
前
の
乞こじき
食
苦くしち
七
ハ
夫それ
と
見み
るよりも
豫かね
て
手てはづ
繰
を
定さだ
めし
事こと
ゆゑ
庭にわ
づたひに
案しるべ
内
をなし
夫ふうふ
婦
が
居ゐま
間
に
伴ともな
ひ
行ゆき
て
密ひそか
に
斯かく
と
報つげ
知
けれ
バ
主あるじ
夫ふうふ
婦
ハ
端はしちか
近
ふ
椽えんさき
先
に
立たちいで
出
つゝ
両ふたり
女
が
容すがた
貌
をつく〴〵
見み
るに
實げに
聞きゝ
たるに
弥いや
増ま
せし
風ふうぞく
俗
」
3
のみか
立たちゐ
居
振ふるまひ
舞
賤いや
しき
者もの
と
思おも
はれね
バ
主あるじ
ハ
深ふか
く
欣よろこ
びつゝ
那かの
袖そでごひ
乞
を
さし
招まね
き
汝なんぢら
等
両ふたり
婦
を
呼よ
び
よ
せし
ハ
深ふか
き
子しさい
細
のある
㕝こと
ながら
何なに
に
よ
らず
我わが
言い
ふこと
頼たの
まれて
ハ
呉くれ
まじきかと
言い
はれて
両ふたり
女
ハ
臆おく
する
色いろ
なく吾
わたし
㑪等
ら
如ごと
き賤
いや
しき者
もの
を人
ひと
らしくも呼
よ
び寄
よせ
られ斯
かく
念ねんごろ
頃に宣
のたま
ふもの
を
假たとへ
令
いかなる
㕝こと
にもせよ
身み
に
叶かな
ひさへする
㕝こと
なら
仰おふ
せ
ハ
背そむ
きも
ふすまじと
言い
ふに
主あるじ
ハ
ます〳〵
欣よろこ
び
先まづ
彼かの
両ふたり
個
に
浴ゆあみ
させ
新あらた
に
衣ゐるい
類
を
あたへつゝ
一ひとま
間
の
中うち
に
件ともな
ひ
行ゆ
き
酒しゆしよく
食
を
出いだ
して
饗もてなし
應
たるうゑ
四あたり
辺
の
人ひと
を
遠とふ
ざけて
主あるじ
ハ
言ことば
話
を
密ひそめ
」つゝ
憑たの
みといふも
他ほか
ならぬど
箇かやう
様
〳〻〵
〻
の
㕝こと
により
一ひとり
個
の
處むすめ
女
お
袖そで
を
バ
梅うめ
太郎が
爲ため
に
連つれだ
出
されしにその
夜よ
また如此
〴〻〵
〻
の
㕝こと
ありて
梅うめ
太郎が
家いへ
を
闕けつしよ
所
せられ
食しよくかく
客
青あをやぎ
栁
といへ
る
處むすめ
女
ハ
其その
塲ば
にて
召めしと
捕
られしかど
那かの
梅うめ
太郎が
在ありか
家
ハ
素もと
より
妹いもと
お
竹たけ
も
遁にげ
去さ
りて
終つい
に
行ゆく
衛ゑ
の
知し
れざれ
バ
我わが
怨うら
み
ハ
猶なほ
晴はれ
がたく
尒さり
とて
他ほか
に
手しゆだん
段
もあらね
バ
當たうしよ
所
の
知ちけん
縣
大だいろく
六
どのに
金きん〴〵
銀
夥あまた
数
を
賄まいない
賂
して
那かの
青あをやぎ
栁
を
拷がうもん
問
させ
梅うめ
太郎
等ら
が
在ありか
家
を
バ
白はくじやう
状
させて
搦からめとり
捕
 此この
欝うつぷん
憤
を
散さん
ぜんと
思おも
ひしかど
如いか
何
にせん
大だいろく
六
どの
ハ
」
4青あをやぎ
栁
が
只たゞ
 艶ゑんしよく
色
にのみ
迷まよ
はれて
吟ぎんみ
味
の
沙さた
汰
も
有あら
ざれ
バ
斯かく
ていつまで
在あり
たりとも
意ゐこん
恨
の
晴は
るゝ
日ひ
ハ
あ
らじと
思おも
ひしゆゑに
種さま〳〵
々
と
日にちや
夜
心こゝろ
を
苦くる
しめしにはからず
汝なんぢら
等
両ふたり
女
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を
得え
てひとつの
竒きけい
計
をもふけしなり
其その
子しさい
細
ハ
別べつぎ
義
ならず
汝なんぢら
等
を
彼かしこ
所
に
連つれゆき
行
此この
者もの
ハ
鎌かまくら
倉
なる
由ゆかり
縁
の
人ひと
の
處むすめ
女
なるが
薄ふしあはせ
命
にて
親おや
に
死わかれ
別
我われら
等
が方
かた
にたより來
き
て何
いづ
れにも佳
よき
方かた
へ奉
ほうこう
公為
し
たしと望
のぞ
むゆゑ不
ふつゝか
都束者
もの
に
ハ
侍はべ
れども
若もし
思おぼ
し
召めし
もあらんに
ハ
お
側そば
の
塵ちり
をも
拂はら
はせ給へと
言ことば
話
を
工たく
みに
勧すゝ
めな
バ
素もと
より
好こうしよく
色
の
大だいろく
六
殿どの
ゆゑかならず
両ふたり
女
を
抱かゝ
へ」
【挿絵
第三図】
」
5」らるべし
其その
とき
汝なんぢら
等
 心こゝろ
を
合あは
せ
大だいろく
六
殿どの
を
甘すかし
言
欺こしらへ
計
折おり
よく
ハ
青あをやぎ
栁
を
拷ごうもん
問
さする
様やう
に
爲す
べし
若もし
夫それ
とても
心こゝろまよ
迷
ひて
拷こうもん
問
すべき
氣けしき
色
なく
バ
折おり
を
窺うかゞ
ひ
青あをやぎ
栁
を
入いれ
置おく
一ひとま
間
に
忍しの
び
入い
り
密ひそか
に
彼かれ
嬢
を
盗ぬす
み
出いだ
し
我わがかた
方
へ
送おく
るべし
尒しか
する
時とき
ハ
此こなた
方
にてきびしく
彼かれめ
嬢奴
を
貴せめ
問と
ひて
一いち〳〵
々
白はくぜう
状
させたるうゑ憎
にく
しと思
おも
ふ梅
うめ
太たらう
郎お竹
たけ
も倶
とも
に搦
から
め捕
と
り今
いま
の怨
うら
みを晴
はら
す
べし
然さ
ハ
言い
へ
是これ
等ら
の
秘ひめごと
㕝
を
大だいろく
六
殿どの
に
推さとられ
量
て
ハ
労ろう
して
功こう
なき みなら
で我
わがみ
身のうゑにもかゝる㕝
こと
ゆゑ假
たとへ
令青
あをやぎ
栁を盗
ぬす
み出
だ
すとも誰
た
が所
しわざ
爲と
も
知し
れざるや
必かなら
ず
心こゝろ
を
用もち
ゆべし
其その
時とき
に
ハ
」
6我わが
方かた
にも
豫かね
て
手てはづ
繰
を
定さだ
め
置お
き
首しゆび
尾
よく
那かれ
嬢
を
奪うば
ひ
去さり
なん
憑たの
みといふ
ハ
此この
事こと
なりと
言い
はれて
二ふたり
個
の
袖そでご
乞
ひ
ハ
思おも
はず
莞につこ
尒
と
打うちゑみ
笑
て
如いか
何
なる
㕝こと
かと
思おも
ひしに
青あをやぎ
栁
と
かいふ
娘むすめご
公
を
拷がうもん
問
さするか
連つれ
出だ
すか二ッに一ッの
今いま
のお
頼たの
み
箇かやう
様
に
禀もう
さ
バ
何なに
とやらん
鳴おこ
呼
なる
者もの
と
笑わら
はれんが
吾わたし
㑪
等ら
両ふたり
個
も
はら
から
の
袖そでごひ
乞
にて
ハ
候はず
親おや
ハ
京きやうけ
家
に
仕みやづかへ
官
して
由よし
所
ある
者もの
にて
侍はべ
りしが
讒ざんしや
者
の
舌した
にかけられて
終つい
に
浪らうにん
人
の
身み
となりゆき
夫それ
れより
諸しよこく
國
にさ
まよふうち
双ふたおや
親
をさへ
死うしなふ
去
て
よ
方る
な
べ
けれ
バ
是ぜひ
非
なくも
斯かゝ
る
賤いや
しき
業わざ
もしつ
僅わづか
に
命いのち
を」つなげども
悲かな
しさ
難つら
面
さ
堪たへ
がたく人に
情なさけ
のあ
【挿絵第三図】苦くしち
七戸
とだ
田河
かはら
原に乞
かたい
食を説
と
く
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るなら
バ
如いか
何
なる
方かた
にも
身み
を
よ
せて
爭いかで
此この
苦く
を
遁のが
れんと
思おも
ひし
甲かひ
斐
にはからずも
今こよひ
宵
此この
家や
へ
招まね
かれし
ハ
吾わたし
㑪
等ら
二ふたり
個
が
身み
の
僥しあはせ
倖
 命いのち
に
替かへ
ても
力ちから
を
尽つく
し
首しゆび
尾
よく
爲しとげ
遂
し
其その
うゑで
ハ
何なにとぞ
卒
二ふたり
女
が
身み
の
落おちつき
付
 偏ひとへ
に
お
願ねが
ひもふしたしといふに
主あるじ
ハ
打うち
点うなづき
頭
思おも
ふに
増まし
たる
両ふたり
女
が
種すじやう
性
い
かにも
頼たの
みし
大たいやく
役
を
爲なし
たるうゑ
ハ
望のぞ
みの
隨まに〳〵
意
よきにはからひ
得え
さ
すべしと
言い
ひつゝ
妻つま
にも
其その
意ゐ
を
得え
させ
新あら
たに
衣いしやう
装
を
調とゝの
へて
両ふたり
個
を
美びゞ
々
しく
粧よそ
はせ
次つぎ
の日
自みづか
ら
大だいろく
六
が
邸やしき
へ
両ふたり
女
を
伴ともな
ひゆき
豫かね
て」
7約やくそく
束
せし
如ごと
く
如し
此か
〻〳 〵
〻
のよし
言い
ひこしらへて
両ふたり
婦
を
目めみへ
見
に
出いだ
せしに
按あん
に
たが
はず
大だいろ
六
ハ
美びしよく
色
をよろこぶ
婬いたづらもの
行者
ゆゑ
忽たちまち
地
両ふたり
婦
を
召めしかゝ
抱
ゆる
むね
返へんたう
荅
に
及およ
びしか
バ
爲し
すましたりと
神かにはや
宮屋
ハ
心しんちう
中
密ひそ
かに
歓よろこ
びつゝそこ〳〵
にして
立たち
去さ
りける
有かゝり
右
しほどに
大だいろく
六
ハ
はからずも
佳か
人じん
を
得え
ては
や
塊たましひ
も
身み
に
添そ
はず
心こゝろ
頻しき
りに
放うかるゝ
氣
にぞ
其その
夜よ
 俄にわか
に
酒しゆせき
席
をもふけ
件くだん
の
両ふたり
個
に
酌しやく
を
取と
らせて
既すで
に
数す
献こん
に
及およ
びし
彼かの
處おとめ
女
等ら
ハ
肚はらのうち
裏
に
思おも
ひ
設もう
け
し㕝
こと
やありけん言
ことば
話をたくみ興
きやう
を添
そ
へて猶
なほ
も數
すはい
盃を吃
のま
するにぞ謀
はかりこと
計
と
ハ
大だいろく
六
が
鈍おぞ
くも」
思おも
ひ
知し
らざれ
バ
いよ〳〵
大すゝ み
吃
ます〳〵
醉ゑい
て
終つい
に
席せき
にも
堪たえ
がたくや
其その
侭まゝ
其そこ
所
に
打うちふし
臥
て
果はて
ハ
鼾いびき
となりにける
當そのとき
ハ
夜よ
も
稍やゝ
更ふけ
て
子ね
の
時とき
ばかりになりしか
バ
家やうち
内
ハ
都すべ
て
寐ね
しづみて
大たいろく
六
が
辺ほと
り
に
ハ
只たゞ
那かの
両ふたり
個
の
處おとめ
女
のみ
他ほか
に
扈つきそ
従
ふ
者もの
もなけれ
バ
両ふたり
個
の
處おとめ
女
ハ
大だいろく
六
が
辺ほと
りへ
卒そつと
度
忍しの
び
よ
り
寐ね
息いき
を
須しばし
臾
 考かんが
へて
顔かほ
見みあは
合
せつゝ
完につこ
尒
と
打うちゑ
笑
みまんまと首
しゆび
尾よくお安
やす
さんお前
まへ
の智
ちゑ
惠で易
やす〳〵
々と此
このや
家へ入
いりこ
込む而
のみ
巳
ならず
此この
邪じやち
智
深ふか
き
大だいろく
六
奴め
を
⃝お
前まへ
と
両ふたり
個
の
口くちさき
先
にて
欺だま
して
醉よは
せたう
ゑから
ハ
這こやつ
奴
ハ
㝡もはや
早
死しにん
人
も
同どうぜん
前
此この
間ま
に
速はや
く」
8八やつしろ
代
さん
⃝なるほど
彼かれ
是これ
手てま
間
どつて
目め
を
覚さま
させて
ハ
面めんだう
倒
ものそんなら
すぐ
に
青あをやぎ
栁
さんを
一ひとま
間の中
うち
より救
すく
ひ出
だ
し豫
かね
て手
て
繰はづ
を爲
し
た通
とふ
り那
あの
 片むらはづれ
村の一
ひとつや
家へ
⃝ 伴ともな
ひゆ
きてお
梅うめ
さんに
何なに
かの
様やうす
子
を
咄はな
したうゑ
落おち
付つく
先さき
ハ
後あと
の
事こと
と
ハ
言い
へ
知し
らぬ
此この
家や
の
勝かつて
手
若もし
右あちこ
往左往
と
迷うろつき
歩
て
咎とが
められて
ハ
一いち
大だいじ
事
と
言いふ
を
八やつしろ
代
おしとゞめ。
其その
事こと
なら
バ
氣き
遣づか
ひなし
霄よひ
に
吾わたし
㑪
が
侍こしもと
婢
を
歎だま
して
聞きい
て
置おき
ましたが
慥たしか
に
奥おく
の
小こざしき
院
とか
這こゝ
所
から
すぐ
に
庭には
づたひに
サア
ござんせと
立たち
あがる最
いと
も腎
かしこ
き八
やつしろ
代が才
さいち
智に驚
おどろ
くお安
やす
さへ侶
とも
に下
おりたつ
立庭
にはもせ
面の其
その
月つきしろ
代
が八
やつしろ
代
ハ
先さき
に」立
たち
つゝ小
こざしき
院をこゝろざしてぞ忍
しの
びける
却かくて
説
青あをやぎ
栁
ハ
斯かゝ
るべしと
ハ
神かみ
ならで
知し
るよし
絶たへ
てあらざれ
バ
明あけくれ
暮
難つれなき
面
大だいろく
六
が
仕しかた
方
も
邪こひ
婬
の
叶かな
はぬ
仇あた
と
思おも
へ
バ
いとゞ
はら
立たゝ
しく
尒さ
れど
も
遁のが
るゝ
道みち
のなけれ
バ
若もし
此この
まゝに
賊ぞくしゆ
手
にかゝり
命いのち
を
捨すて
な
バ
是これ
まで
に
思おも
ひ
立たち
たる
宿しゆくぐわん
願
も
亦また
梅うめたらう
太郎
と
義ぎ
を
結むす
びし
言ことば
話
も
空むな
しき
露つゆ
と
消きへ
死し
しての
後のち
まで
夲ほい
意
なからん
然さ
ハ
いへ
放うか
心
〻〳 〵
〻
如かく
右
てあら
バ
終つい
に
ハ
命いのち
を
失うし
なふべし」
9尒しか
らんに
ハ
賊ぞくしゆ
手
にかゝり
耻はぢ
に
耻はぢ
を
重かさ
ねんより
自みづか
ら
死し
ぬるが
増まし
ならん
勇ゆうしや
者
ハ
死し
を
見み
ておそれずとか
女をなご
子
に
似にげ
氣
な
き
㕝こと
ながら死すべき
時とき
に
死し
せざれ
バ
死し
にも
増まし
たる
耻はぢ
とやら
ヲヽ
夫それ
がよい〳〵と
心こゝろ
の
中うち
に
ハ
思おも
へども
身み
ハ
縛いましめ
の
蔦つた
かづら
我わがみ
身
で
我わがみ
身
の
第廾二
三さんぢよ
女暗
あんや
夜に走
はしつ
て群
ぐんくわん
舘を騒
さはが
す
奸かんぷ
夫奸
かんふ
夫を計
はかつ
て反
かへつてみ
身を亡
ほろぼ
す
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自じゆう
由
ならね
バ
死し
ぬも
死し
なれぬ
因ゐんぐわ
果
さを
慰なぐさ
むる
人ひと
もあらし
吹ふく
夜よさむ
寒
の
衣ころも
身み
を
冷ひや
し
枕まくら
さへせで
欝うつ〳〵
々
と
物ものおも
思
はしき
折をり
こそあれ
誰たれ
か
ハ
知し
ら
ず
入いりくち
口
なる
銅かな
戸ど
を
卒そつ
度と
押おしあけ
明
て
忍しの
び
入い
り
來く
る
二ふたり
個
の
處おとめ
女
這こなた
方
ハ
不ふしん
審
の
晴はれ
ざれ
バ
聲こゑ
をかけんとする
口くち
をおさへて
手てばや
速
く
青あをやぎ
栁
が」
縲いましめ
絏
を
伐き
り
解ほど
き
耳みゝ
に
口くち
よ
せ
咡さゝや
くを
青あをやぎ
栁
ハ
聞きく
よりも
或ある
ひ
ハ
呆あき
れ
且かつ
 欣よろこ
びそん
なら
両ふたり
個
のお
女ぢよちう
中
さんもやつぱり
過すぐ
世せ
の
緣ゑん
ありてお
梅うめ
さんと
因ちな
み
を
結むす
び
此この
多おほつか
塚
へお
出いで
のところ
神かには
宮
の
家いへ
の
大たいへん
變
と
私わたし
の
難なんぎ
義
をお
聞きゝ
ゆ
ゑ
姿すがた
をやつし
入いり
込こ
んで
酒しゆしよく
食
にふける
大だいろく
六
ゆゑ
計はか
りおふせて
易やす〳〵
々
と
手て
繰はづ
たが
へず
吾わたし
㑪
を
バ
救すく
ひ
出いだ
して
下くだ
さんしたか
シテ
お
両ふたり
個
のお
身みぶん
分
ハ
と
問と
ひかけられて
八やつしろ
代
が
那あの
吾わたし
㑪
等ら
ハ
鎌かまくら
倉
でと
言いは
んとするをお
安やす
がおし
禁とめ
其その
お
話はなし
説
ハ
跡あと
でもなる
事こと
爰こゝ
にあんまり
間ひま
どつて
若もし
大だいろく
六
か
尒さ
もなくとも
家かない
内
の
者もの
が
目め
を
覚さま
さ
バ
是これ
まで
折せつかく
⻆
」
10爲し
おふせた
手て
繰はづ
も
水みづ
の
泡あわ
となり
反かへ
つて
難なんぎ
義
にならうも
知し
れぬ
八やつしろ
代
さん
ハ
此このひま
間
に
速はや
く
青あをやぎ
栁
さんを
伴ともな
ふて
爰こゝ
かまはずと
裏うらもん
門
から
那あの
村むらはづれ
尾
の
草ひとつや
屋
へ
と
言い
はれて
八やつしろ
代
打うちうなづ
頷
きそりや
合がつてん
点
でござんすがお
前まへ
ひとりを
殘のこ
して
ハ
と
言い
ふをお
安やす
ハ
おしとゞめ
ナニ
氣き
遣づか
ひ
ハ
ござんせん
吾わたし
㑪
が
爰こゝ
へ
殘のこ
るのも
若もし
大だいろく
六
が
目め
を
覚さま
し
追おつて
手
をかける
時とき
の
爲ため
ゆゑそんな
㕝こと
に
ハ
懸けねん
念
なく
倖さいわ
ひ
雲くも
に
入い
る
月つき
の
小こ
暗ぐら
きうちに
卒いざ
敏はや
くと
急せり
立たて
られて
八やつしろ
代も又
また
青あをやぎ
栁も
いろ
ひかねつゝ手
てばや
速く小
こづま
褄取
とりあげ
上て密
ひそか
に立
たち
出で
る裏
うらもん
門口
ぐち
小こ
ぐらき
方かた
に
身み
を
よ
せて
潜くゞりど
戸
卒そつと
度
」
推おしあけ
明
つゝ
既すで
に
出いで
んとする
折おり
しも
此この
物ものおと
音に駭
おどろ
き覚
さめ
けん庖
くりや
所の大
おほど
戸押
おしあけ
明て僻
くせもの
者待
まて
と言
い
ひつゝも用
ようじんぼう
心棒を
打うちふり
振
〻〳 〵
〻
 現あらは
れ
出いで
たる
両ふたり
個
の
小こもの
僕
青あをやぎ
栁
と
八やつしろ
代
を
敵うちたを
仆
さんと
彼ひし
是
めくを
跡あと
より
徐そろ〳〵
々
忍しの
び
來く
るお
安やす
ハ
夫それ
と
見み
るよりも
飛ひちやう
鳥
のごとく
駈かけ
よ
つ
て
二ふたり
個
の
男おとこ
の
襟えり
がみを
抓つか
んで
此こなた
方
へ
引ひきもど
戻
し
⃝爰こゝ
かまはずと
些ちつ
ともは
やく
⃝そんなら
跡あと
を
憑たの
むぞへ
⃝
アイ
合がつてん
点
でござんすと
言い
ふを
後うし
ろに
聞きゝ
捨すて
て
両ふたり
個
ハ
先さき
へ
走はし
り
行ゆ
く
其そのとき
時
二ふたり
個
の
小こもの
僕
等ら
ハ
お
安やす
が
腕うで
を
振ふ
りはな
ち
猶なほ
懲こり
ずまに
打うち
かゝるを
右みぎ
と
左ひだり
へ
引ひつぱづ
外
し
ツト
身み
を
よ
せて
突つきいだ
出
す
掌こぶし
の
當あてみ
身
に
二ふた
」
11個り
の
男おとこ
ハ
須しばし
臾
も
得え
堪たへ
ず
仰のけさま
向
に
ウント
言い
ひつゝ
仆たふ
るゝを
見み
向むき
もやらず
裾すそ
はせおり
青あをやぎ
栁
等ら
に
追お
ひつかんと
足あしもと
元
見み
へぬ
薄うすやみ
闇
に
千ちくさ
草百
もゝくさ
草蹈
ふみわけ
分て頻
しき
りに路
みち
次を急
いそ
ぎつゝ二
ふたまち
町三
みまち
町來
き
し折
をり
しも片
かたへ
辺に茂
しげ
りし
笹さゝはら
原
よりあらはれ
出いで
たる
一ひとり
個
の
癖くせもの
者
頭づ
巾きん
目ま
深ぶか
に
冠かむ
りしか
バ
男おとこ
か
女おんな
か知
し
らねどもお安
やす
の姿
すがた
を透
すか
し見
み
て打
うち
点うなづき
頭つゝ亦
また
以もと
前の小
お
笹ざゝ
の中
なか
に
ぞ
隠かく
れける
作さくしや
者いはく此
この
曲くせもの
者の
わけ廾七
くわい
に出
いだ
す
却かくて
説
また
大だいろく
六
が
郡やしき
舘
にて
ハ
嚮さき
にお
安やす
にな
やまされし
二ふたり
個
の
小こ
僕もの
ハ
稍やゝ
須しばし
臾
倶とも
に
氣き
絶ぜつ
や
爲し
たりけん
起おき
もあがらで
居ゐ
たりしが
既すで
に
半はんとき
晌
ばかりにしてやうやく」
蘇われにかへり
生
しか
バ
打うち
駭おどろ
きつゝ
四あたり
辺
を
見み
るに
那かの
お
安やす
等ら
ハ
何いづち
地
へ
往ゆき
けん
更さら
に
影かげ
だも
見み
へざれ
バ
互たが
ひに
目め
と
目め
を
見み
合あは
すのみ
又また
詮せんすべ
術
もなきものから
然さ
ハ
とて
止や
むべきにあ
らざれ
バ
急いそ
ぎ
大だいろく
六
が
居ゐま
間
にいたり
㕝こと
如しか
此
〻〳 〵
〻
と
報つぐる
知
にぞ
其その
時とき
までも
大だいろく
六
ハ
猶なほ
熟うまゐ
睡
して
居ゐ
たりしが
今いま
此この
知し
らせを
聞きく
よりも
俄がぜん
然
として
起おきなほ
り
且かつ
駭おどろ
き
且かつ
怒いか
りて
偖さて
ハ
女をなご
子
と
氣き
をゆるさせ
大たいせつ
切
なる
罪つみんど
人
を
奪うば
ひ
去さ
られし口
くち
惜お
しさよ是
これ
みな神
かにはや
宮屋平
へい
左ざゑもん
衛門が深
ふか
くも謀
はか
りし㕝
こと
ならめ尒
さ
もあ
バ
あれ
此この
報むく
ひ
今いま
にぞ
思おも
ひ
知し
らせんとて
忽たちまち
地
人にんづ
數
を
准ようい
備
しつ
― 44 ― （ 44 ）
大だいろく
六
自みづか
ら
先さき
に
找すゝ
みて
夥くみこ
兵
等ら
に」
12下げち
知
して
言い
ふやう
汝なんぢら
等
手て
緩ぬる
き
働はたらき
して
捕とりにが
迯
さんもはかられね
バ
各おの〳〵
々
刃やいば
を
拔ぬきつれ
連
て
家やうち
内
の
奴やつ
等ら
残のこ
りなく
皆みな
悉こと〴〵
く
砍きり
尽つく
して
彼かの
青あをやぎ
栁
等ら
三さんにん
個
を
再ふたゝ
び
首しゆ
尾び
よく
取とり
かへすべし
心こゝろへ
得
た
るかと言
い
ひつゝも
やが
て件
くだん
の神
かにはや
宮屋なる表
おもてぐち
口より裏
うらぐち
口より三
むにざん
七二十一
に
砍きり
入い
るにぞ
思おも
ひがけなき
㕝こと
なれ
バ
鄽みせ
と
庖くりや
所
に
熟うまゐ
睡
せし
雑ぞうにん
人
小こ
僕もの
ハ
周あはて
章
騒さは
ぎて
喃あれ
盗ぬすびと
奴
よ
泥どろぼう
坊
よと
叫さけ
ぶを
這こなた
方
の
夥くみこ
兵
等ら
ハ
躍おど
りかゝつて
砍き
りまはる
這こなた
方
ハ
多たせい
㔟
那かなた
方
ハ
また
不ふい
意
をうたれしのみならず
雑ぞうにん
人
どもの
甲かひ
斐
なさ
ハ
ひとりとして
歒てきたふ
對
者もの
なく
我われさき
先
にと」
迯にげまは
廻
るにぞ
那かの
夥くみこ
兵
等ら
ハ
いよ〳〵
勇いさ
みて
或ある
ひ
ハ
袈けさ
裟
掛がけ
腰こし
車ぐるま
また
ハ
肩かたさき
先
臑すねこぶし
掌
其その
さま
瓜うり
を
切き
るごとく
瞬またゝくひま
間
に
十しうしこ
四五
名にん
枕まくら
を
並なら
べて
死し
したりける
尒さ
れ
ども
戸と
塚つか
大だいろく
六
ハ
神かにはや
宮屋
夫ふうふ
婦
に
出いであは
合
ず
况まし
て
青あをやぎ
栁
等ら
三さんにん
女
の
何いづ
れに
隱かく
れ
居ゐ
るを
知し
らね
バ
猶なほ
も
夥くみこら
兵
を
励はげ
まして
奥おく
と
納なんど
戸
を
心こゝろ
ざし
會ゑしやく
釋
もなく
ぞ
砍きり
入いり
ぬ
案そのとき
下
神かにはや
宮屋
平へい
左ざゑもん
衛門
ハ
有かゝ る
右
べしと
ハ
露つゆ
知し
らで
嚮さき
に
二ふたり
個
の
袖そでごひ
乞
に
竒きけい
計
を
示しめ
して
郡ぐんくわん
舘
へ
奉ほうこう
公
させし
㕝こと
なれ
バ
近ちか
きに
青あをやぎ
栁
を
拷がうもん
問
さ
するか
尒さ
なく
バ
密ひそか
に
連つれだ
出
すならめ
然しか
るとき
ハ
左と
やせまじ
右かく
やせま
じと
姦かんけい
計
に
夫ふう
婦ふ
 額ひたい
を
集あつ
めつゝ
閑かんだん
談
数す
」
13
こく
に
及およ
ぶほどに
更ねよとの
行
鐘かね
に
心こゝろ
つき
夫ふうふ
婦
 互かたみ
に
臥ふしど
房
に
入いり
しが
忽たちまち
地
家や
内うち
騒そう〴〵
々
しく
小こもの
僕
の
呼よばゝ
り
叫さけ
ぶ
聲こゑ
耳みゝ
に
響ひゞ
きてすさましく
何なにごと
㕝
やらんと
起おきあが
上
り
準ようい
備
の
手て
鎗やり
を
引ひつさげ
提
つゝ
身みが
構まへ
なして
居ゐ
る
所ところ
へ
間あわい
隔
の
襖ふすま
 蹴け
はなして
先さき
へ
找すゝ
みし
戸とつか
塚
大だいろく
六
夥くみこ
兵
を
後あとべ
方
に
従したが
へつゝ
聲こゑ
髙たか
やかに
喚よば
はるやう
汝なんぢ
 姦かんぞく
賊
いかなれ
バ
我わが
恩おんたく
沢
を
蒙かうむ
りて
数すねん
年
當たうしよ
所
に
家いゑ
居ゐ
を
構かま
へ
商なりはい
賣
に
利り
を
貪むさぼ
りながら
其その
恩おんほう
報
ハ
思おも
ひも
せで素
すじやう
性知
し
れざる婦
をんな
女をかたらひ我
われ
を計
はか
りて熟
うま〳〵
々と重
おも
き罪
つみ
ある青
あをやぎ
栁
を
奪うば
ひ
去さ
らせし
汝なんぢ
こそ
賊ぞく
婦ふ
に
増まし
たる
罪つみ
なりかし
頓とく
三さんにん
女
の
賊ぞく
婦ふ
をわ
たし」
【挿絵第四図】
」
14」
我わが
 縛いまし
めを
受うけ
な
バ
よし
不ふ
の
字じ
を
言い
はゞ
汝なんぢら
等をも小
こもの
僕に等
ひと
しく砍
きり
尽つく
して後
のち
に賊
ぞく
婦ふ
の在
ありか
家を尋
たづ
ねん尒
さ
でも白
はくじやう
状
 
せざるかと
言い
はれて
駭おどろ
く
平へい
左ざゑもん
衛門
お
踏ふみ
も
倶とも
に
仰ぎやうてん
天
して
偖さて
ハ
二ふたり
個
の
袖そでごひ
乞
のまんまと
青あをやぎ
栁
を
連つれ
出だ
したるに
追おつ
手て
の
人にん
数ず
に
迫せま
られて
我わがかた
方
へ
ハ
來く
る
事こと
叶かな
はず
他たほう
方
へ
走はし
りしものなるか
然さる
にても
連つれ
出だ
すなら
バ
豫かね
て
手て
繰はづ
をなさんと
言い
ひしに
女をなご
子
の
淺あさ
き
心こゝろ
から
憖なまじい
なる
㕝こと
爲しいだ
出
して
毛け
を
吹ふき
て
此この
大おほきず
疵
を
求もと
めたる
物もの
ならんと
流さすが
石
姦かん
智ち
の
平へい
左ざゑもん
衛門
も
那かの
二ふたり
個の袖
そでごひ
乞をお安
やす
八やつしろ
代の二
に
賢けんぢよ
女と悟
さと
らぬも現
げ
に道
ことはり
理なり恁
かく
てまた
平へい
左ざゑもん
衛門
ハ
㕝こと
の」
15破やぶ
れと
思おも
ひしかども
遁のが
るゝたけ
ハ
弁べんぜつ
舌
にて
言い
ひ
遁のが
れんと
思し
按あん
しつ
妻つま
にも
急きつと
度
瞬めくばせ
目
して
大だいろく
六
に
打うちむか
對
ひ
思おも
ひ
よ
らざる
御ご
難なんだい
題
小それがし
拙
㕝こと
ハ
梅うめたらう
太郎
に
處むすめ
女
を
奪うば
ひ
去さ
られしゆゑ
其その
遺ゐ
恨こん
やる
方かた
な
く
爭いか
で
青あをやぎ
栁
を
拷がうもん
問
なし
梅うめ
が
行ゆくゑ
衛
を
尋たづ
ね
求もと
めて
今いま
の
恨うら
みを
報むく
はんと
思おも
ひこそすれゆゑもなく
仇あた
に
組くみ
せし
青あをやぎ
栁
を
救すく
ひ
出だ
すべき
所いわれ
謂
なし
是これ
にて
賢けんさつ
察
あるべしと
言い
はせも へず
大だいろく
六
ハ
忿ふんぜん
然
として
眼まなこ
を
睜みは
り
汝なんぢ
何なにほど
程
言ことば
語
を
工たく
み
我われ
を
惑まど
はさんと
欲ほり
するとも
汝なんぢ
が
方かた
より
口くにう
入
せし
両ふたり
個
の
賊ぞく
婦ふ
が
青あをやぎ
栁
を
奪うば
ひ
去さ
りしが
慥たしか
な
證しやうこ
据
斯かく
ても
遁のが
るゝ
道みち
ありや」
汝なんぢ
がごとき
白しれもの
徒者
を
白はくじやう
状
させんと
間ひま
どるうち
大だいじ
事
の
賊ぞくふ
婦
を
捕とりにが
迯
さ
バ
千ちたび
度
悔く
ゆとも
詮せん
なからん
夥ものども
卒
這こやつ
奴
等ら
夫ふうふ
婦
を
殺ころ
して
先まづ
我わが
怨うら
みを
晴はら
さ
せよと言
い
はれて駭
おどろ
く神
かにはや
宮屋夫
ふうふ
婦猶
なほ
言い
ひ解
とか
んとする折
おり
しも頭
かしら
の令
げぢ
に従
したが
― 45 ―（ 45 ）
『貞操婦女八賢誌』
ふ
夥くみこ
兵
等ら
各てに〳〵
々
得え
物もの
を
打うちふり
振
〻〳 〵
〻
夫ふうふ
婦
を
中なか
に
捕とり
稠こ
んで
討うつ
てとるべき
㔟いきほ
ひ
に
平へい
左ざゑもん
衛門
も
今いま
ハ
しも
奸かんこう
口
利りへん
弁
を
用もち
ゆる
間ひま
なく
妻つま
のお
踏ふみ
を
後うし
ろに
囲かこ
ひ
手て
鎗やり
をもつて
防ふせ
ぎ
戰たゝか
ふ
㔟いきほ
ひ
剛がう
に
ハ
見み
ゆるものから
素もと
より
武ぶ
道だう
を
知し
るにあらね
バ
多おほ
くの
夥くみこ
兵
に
砍きり
立たて
られ
薄うすで
痍
四しご
五
ヶか
所しよ
屓お
ひしか
バ
防ふせ
ぎがたくや
思おも
ひけん
引ひつぱづ
外
して」
16迯にげいだ
出
すを
大だいろく
六
透すか
さず
飛と
びかゝつて
肩かたさき
先より乳
ち
の下
した
まで後
うしろげさ
袈裟にぞ砍
きり
下さ
げたり此
この
有ありさま
様に駭
おどろ
き怖
おそ
れしお踏
ふみ
ハ
心こゝろ
も
身み
に
添そ
はず
尒され
ども
猶ゆうよ
豫
する
塲ばしよ
所
にあらね
バ
爰こゝ
ぞ
一いつしやう
生
懸けんめい
命
と
捕とりて
手の中
なか
を潜
くゞ
り拔
ぬ
け迯
にげ
んとすれども女
をなご
子の甲
かひ
斐なさ終
つい
に右
みぎ
より左
ひだ
よ
り
眉みけん
間
肩かたさき
先
嫌きら
ひなく
盲めつた
手
砍ぎり
に
砍きり
なされ
其そこ
所
に
命いのち
を
落おと
せしか
バ
大だいろく
六
ハ
心こゝ ち
地よげに夫
ふうふ
婦が死
しがい
骸を見
み
やりつゝ猶
なほ
も夥
くみこ
兵を励
はげ
まして家
や
内うち
を殘
のこ
ら
ず
尋たづ
ぬれども
那かの
三さんにん
個
の
處おとめ
女
ハ
さらなり
婢ぬい
女
等ら
も
惣すべ
て
迯にげ
たりけん
人ひとかげ
影
さへも
見み
へざれ
バ
大だいろく
六
ハ
憤いら
」
怒だつ
のみ
終つい
に
望のぞ
みを
失うしな
ふて
又また
詮せんすべ
術
もな
き
侭まゝ
につく〳〵
思おも
ひ
めぐ
らせ
バ
我われ
一いつちやう
朝
の
忿いか
りに
任まか
せ
神かにはや
宮屋
夫ふうふ
婦
を
殺ころ
せしかども
賊ぞくふ
婦
の
行ゆくゑ
衛
知し
れざれ
バ
其その
尾を
を
砍きつ
て
頭かしら
を
放はな
すの
理ことはり
に
似に
て
今いまさら
更
に
猶なほ
欝うつぷん
憤
ハ
晴はれ
がたし
兎と
ても
⻆かく
ても
此この
侭まゝ
にて
賊ぞく
婦ふ
を
取とり
も
戻もど
さず
バ
我わが
一いちぶん
分
の
立たゝ
ざるのみか
他ひと
の
批ひはん
判
も
免まぬか
れず
尒さ
ら
バ
今いま
より
手て
分わけ
を
為な
して
近きんがう
郷
近きんざい
在
隣りんごく
國
まで
尋たづ
ね
求もと
めて
搦からめとり
捕
 今いま
の
思おも
ひを
散さん
ぜんと
俄にわか
に
手てぐり
繰
を
なす
折おり
しも
忽たちまち
地
大だいろく
六
が
郡やしき
舘
の
方かた
に
猛みやうくわ
火
 盛さか
んに
燃もへ
あがり
天てん
をも
こが
す
㔟いきほ
ひなれ
バ
大だいろく
六
再ふたゝ
び
打うちおどろ
駭
き
邸やしき
の
方かた
に
失しつくわ
火
有ある
ぞ」
17夥ものども
卒
急いそ
げと
言い
ひ
つゝも
慾よく
に
目め
のなき
大だいろく
六
なれ
バ
一ひとしな
品
にもせよ
我わが
品しな
を
焼やい
て
ハ
損そん
のうま
る瀬
せ
なしと處
おとめ
女が詮
せんぎ
義も打
うちすて
捨て息
いき
をもつかず走
は
せ去
さ
りける
【挿絵第四図】三さんじよ
女暗
あん
に知
ちけん
縣を走
はし
る
― 46 ― （ 46 ）
　　
 實げに
や
天てんだう
道
ハ
善ぜん
に
与くみ
し
あく
を
懲こら
すと
那かの
青あをやぎ
栁
が
義ぎしん
心
なる
一ひとたび
あく
手しゆ
に
囚とら
はるれども
又また
はからざる
助たすけ
あり
神かにはや
宮屋
夫ふうふ
婦
が
奸かん
あく
なる
始はじめ
ハ
巨こまん
萬
の
黄こがね
金
を
積つむ
とも
つい
に
非ひめい
命
の
死し
を
遁のが
れず
只たゞ
大だいろく
六
が
非ひだう
道
のみ
天てん
爭いかで
か是
これ
をゆるさん开
そ
ハ
末すへ
の巻
まき
に解
ときわくる
分を見
み
て知
し
らん
貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三
さんしう
輯巻
まき
之の
二
終
」 〔白〕 」
18
貞ていそう
操婦
をんな
女八
はつけんし
賢誌三輯
しう
巻
之
〔ママ〕  六〔三〕
 
江戸
　
教訓𠅘主人編次
再さても
説
青あをやぎ
栁
八やつしろ
代
ハ
於おやす
安
に
跡あと
を
振ふ
り
任まか
せて
大だいろく
六
が
舘やしき
を
立たちいで
出
つゝ
足あし
をはや
めて往
ゆく
ほどに稍
やゝ
村むら
はづれに來
き
し折
おり
しもひと叢
むら
茂しげ
りし木
こだち
立の隙
ひま
より立
たち
あらはれし一
ひとり
人の處
むすめ
女先
さき
にすゝみし八
やつしろ
代と顔
かほ
見み
合あは
せつ小
こゞ ゑ
聲にて
むすめ
 八やつしろ
代
さんか
八
お
梅うめ
さんか
梅
シテ
大だいろく
六
の
舘やしき
の
都つがう
合
ハ
八
首しゆび
尾
ハ
寔まこと
 
に
上じやう〴〵きち
々吉
 即すなは
ち
爰こゝ
へ
青あをやぎ
栁
さんを
ト
言いふ
」とき
跡あと
より
青あをやぎ
栁
が
青
お
梅うめ
さん
 
でござんすか
扨さて
も〳〵
ト
ばかりにて
互たが
ひに
涙なみだ
さしぐむ
ハ
流さすが
石
婦をんな
女
の
情じやう
ならんか
霎しばらく
時
あつて
青あをやぎ
栁
ハ
二ふたり
個
に
對むか
ひて
容かたち
をあらため
青
 那かの
大だいろく
六
が
邪よこしま
曲
より
旡むしつ
失
の
罪つみ
に
囚とら
はれて
迚とて
も
逅のが
れぬ
命いのち
と
ハ
心こゝろ
で
覚かくご
悟
を
為し
まし
たなれど因
ちなみ
を結
むす
び義
ぎ
をかためたお梅
うめ
さんに㝡
も
う一
いちど
度會
あつ
て言
いひ
たい事
こと
も
あり
聞きゝ
たいこともあるものを
這この
侭まゝ
死し
ぬと
ハ
口くちを
惜
しひと
思おも
ふた
念ねん
の
届とゞ
いてか
今こよひ
夜
はからず
皆みな
さんの
救たすけ
佐
に
萬ばんし
死
を
逅のが
れた
ハ
浮うき
木き
にあいし
盲かめ
亀
よりもまだも
得え
がたい
僥さいわい
倖
と
思おも
へ
バ
命いのち
をなげうつて
御ご
恩おん
報ほう
じ
ハ
いたします
夫それ
につけても
不ふしぎ
思義
な
ハ
お
梅うめ
さん
ハ
過すぎ
し
頃ころ
御みはた
籏
を
尋たづね
て」
1
豊としま
嶋家
け
へ亡
ぼうふ
父の汚
おめい
名をあがなはんと首
かどで
途ありし其
その
日ひ
よりいまだ幾
いく
程ほど
も立
たゝ
ざるに古
こきやう
郷へお帰
かへ
りありしのみかお二
ふたり
個さんを伴
ともな
ふて私
わたし
の必
ひつし
死
を
救すく
はれし
ハ
どふも
心こゝろ
に
解げ
せませぬ
御みはた
籏
ハ
お
手て
に
入い
りましたか
亦また
ハ
いらぬか
気き
がゝりな
早はや
ふ
聞きか
せて
下くだ
さんせ
ト
問と
はれてお
梅うめ
ハ
うち
点うなづき
頭
 
梅
 其その
 うたが
ひ
ハ
お
道だうり
理
ながら
是これ
に
ハ
種いろ〳〵
々
子わけ
細
のあること
併しかし
爰こゝ ら
等
 
ハ
往わうらい
來
ゆへ
長ながばなし
話語
もおかしなもの
狹せま
く
ハ
あれど
那あれ
なる
小こいへ
家
へ
青
 
そんなら
其そこ
所
で
何なに
かの
話はなし
語
を
八
言い
つたり
聞きい
たりいたしませう
梅
サア
ござんせ
ト
 八やつしろ
代
於お
梅うめ
先さき
に
立たち
また
後あと
につき
林はやし
の
中うち
に
入い
るほどに
五ごじつぽ
十歩
ばかりにしてあやしげなる
白くさのや
屋
にぞいたりける
其その
時とき
お
梅うめ
ハ
先さき
へすゝみて
門かど
の
戸と
卒そつ
度と
引ひき
あくれ
バ
」
内うち
にひとりの
老おうな
人
ありて
最いと
まめ
〳〵しく応
もてなす
荅にぞ青
あをやぎ
栁も八
やつしろ
代もつゞいて一
ひとま
間へすゝみ入
い
る却
かくて
説老
おうな
女
ハ
火ひおけ
桶
を
運はこ
びぬる
茶ちや
をすゝめなどするはしにお
梅うめ
ハ
青あをやぎ
栁
に
對むか
ひて
いふやう
梅
 最さいぜん
前
お
前まへ
がお
尋たづ
ねの
私わたしら
等
が
身み
の
上うへ
ハ
話はなせ
語
バ
ながい
事こと
な
がら
其その
故ゆへ
ハ
箇かう
様
〳〵
ト
 彼かの
鎌かまくら
倉
にて
花はな
の
方かた
が
錦にしき
の
籏はた
を
御み
戸とちやう
帳
にして
諸しよにん
人に參
さんぱい
拝をゆるすよしを聞
きゝ
つたへて小
こぶね
舩に乗
の
り舩
ふなやぐら
樓に紛
まぎ
れ登
のぼ
りて
御みはた
籏を取
とり
かへさんとせしはじめより八
やつしろ
代と組
くみうち
撃して滾
まろ
びて小
てんま
舩に落
おち
し
事こと
其その
後ゝ ち
片かたせがは
瀬川
へ
流なが
れ
來き
てはからずお
安やす
にたすけられ
迭かたみ
に
身み
の
上うへ
を
明あか
せしに
八やつしろ
代
ハ
云しか〳〵
々
なりお
安やす
が
身み
もと
ハ
箇かう〳〵
様
と
彼かの
神しんむ
夢
の
事こと
繁しげ
咲さき
が
第廾三
樹じゆかん
間の
草そうをくしけんぢよをくわいす
屋會四賢女
老ろうふ
婦の
赤せきしんいつくわんをはなむけす
心餞別一簡
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『貞操婦女八賢誌』
㕝こと
すべて
尼あまぎみ
公
に
宿しゆくいん
因
あるその」
2
がい
略りやく
を
説ときしめ
示
し
夫それ
につけても
旡むねん
念
な
ハ
折せつかく
⻆
手て
に
入い
る
錦にしき
の
御みはた
籏
いつの
程ほど
にか
摺すり
替かへ
られ
似に
ても
似に
つかぬ
此この
小こ
づゝみと
言い
ひつゝ
腰こし
に
付つけ
たりし
帛ふくさづゝみ
包
を
取と
り
出いだ
し
中なか
に
ハ
綾あや
の
片かたそで
袖
が
入い
れてあるゆゑ
若もし
萬ひよつと
一
鑿せんぎ
義
の
手てづる
蔓
にならうかと
思おも
へ
バ
今いま
に
捨すて
もせ
ず
たづさへ
て
ハ
居ゐ
るものゝ
今いま
まで
苦くちう
中
の
苦く
を
堪しの
び
命いのち
にかけて
取とり
かへせし
御みはた
籏を鈍
おぞ
くも摺
すりかへ
替られ言
いひ
甲がひ
斐なしと人
ひと
さんに思
おも
はるゝさへ面
おも
なきに
青あをやぎ
栁
さん
ハ
取とり
わけて
松まつゐだじゆく
井田
宿
よりはる〴〵と
世よ
に
亡なきおや
親
の
遺ゆいげん
言
まで
傳つた
へしものをと
口くち
惜お
しくも
はら
立たゝ
しくもござんせう
尒さ
ハ
言い
へ
今いま
さら
百もゝ
千ち
度たび
悔くゆ
とも
詮せん
なき
吾わたし
㑪
の
不ふかう
幸
只たゞ
此この
上うへ
ハ
」
皆みな
さんの
思おぼ
し
召めし
こそ
願ねが
は
しと
始しゞ う
終
を
聞きい
て
青あをやぎ
栁
ハ
慰なぐさ
めかねつ
稍やゝ
須しばし
臾
溜ためいき
息
ついて
居ゐ
たり が
思おも
ひ
かへ てお
梅うめ
に
對むか
ひ
大だいじ
㕝
の
御みはた
籏
をうしなひし
ハ
最いと
も
夲ほい
意
なき
事こと
なが
ら過
すぐせ
世の縁
ゑん
ある御
お
両ふたり
女に邂
めぐりあひ
逅しも不
ふしぎ
思義の倖
さいわ
ひ今
いま
より四
よたり
個が心
こゝろ
を合
あは
せ
隈くま
なく
尋たづ
ね
求もと
めな
バ
取とり
かへす
日ひ
も
遠とふ
からし
夫それ
より
先さき
に
問と
ひたき
ハ
お前
まへ
の養
ようか
家の騒
さうどう
動と吾
わたし
㑪が知
ちけん
縣へ捕
とら
はれしをどふして知
し
つてござん
したと
言い
はれて
八やつしろ
代
小こひざ
膝
を
找すゝ
め
其その
 うたが
ひ
ハ
尒さ
る
事こと
ながら
日いつぞや
外
腰こしごゑ
越
を
立たち
厺さ
りてより
心こゝろせ
急
くまゝ
路みち
次
をいそぎて
其その
次つぎ
の
日ひ
の
黄たそがれ
昏
に
此この
夛おほつか
塚
に
近ちか
よる
折おり
しも
俄にはか
に
ふり
出だ
すむら
雨さめ
を
霎しばし
時
さけんと」
3 立たち
よ
りし
木こかげ
影
に
計はか
らず
出であい
會
し
老おうな
女
お
梅うめ
さんと
ハ
知しるひと
己
に
て
こ這
た
び養ようか
家
の
騒さうどう
動
とお
前まへ
の
難なんぎ
義
の
一いちぶ
伍
一しゞ う
什
箇かやう
様
〻〳 〵
〻
と
報つげ
知
られて
駭おどろ
く
中なか
にもお
梅うめ
さん
ハ
お
前まへ
ハ
素もと
よりお
竹たけ
さんまたお
袖そで
さんの
㕝こと
さへも
按あん
じ
ハ
嘸さぞ
とおもヘども
他ほか
に
思しあん
按
もなかりしにと
言い
ふをお
梅うめ
ハ
語ご
をついて
其その
折をり
會あふ
た
老おうな
女
といふ
ハ
お
前まへ
もかね〴〵
噂うはさ
に
聞き
く
長なわて
堤
の
孫まご
三さ
が
実じつ
の
あね
夫それ
ゆゑ
吾わたしら
們
三さんにん
女
を
最いと
念ねんごろ
頃
に
慰なぐさ
めて
此この
家や
へ
密ひそ
かに
伴ともな
はれお
前まへ
を
救すく
ふ
相さうだん
談
にさま〴〵
心こゝろ
を
労らう
せしかども
吾わたし
㑪
ハ
以いぜん
前
と
姿すがた
ハ
異かは
れど
知ちけん
縣
の
鑿せんさく
義
嚴きび
しけれ
バ
昼ひる
ハ
里さと
へも
出で
る
㕝こと
愜かな
はず
八やつしろ
代
さん お
安やす
さんのみ
終ひめもす
日
四よも
方
を」
【挿
絵第五図】
」
4」
走はせ
めぐ
りて
縡こと
の
様やうす
子
を
窺うかゞ
ひしに
心こゝろ
に
浮うか
む
㕝こと
ありとて
一ひと
ッの
竒きけい
計
を
新おもひつき
作意
その
次つぎ
の
日ひ
よりお
両ふたり
女
ハ
仮かり
に
袖そでごひ
乞
と
身み
をやつせ
しに終
つゐ
に謀
ぼうけい
計其
その
圖づ
に當
あた
り今
こよひ
宵の夲
ほんゐ
意を遂
とげ
られしこと皆
みな
お両
ふたり
女の方
ほうすん
寸
よりたくみ
出いだ
せる
所ところ
なりと
聞きい
いてよろこぶ
青あをやぎ
栁
ハ
厚あつ
き
情なさけ
を
感かん
じける
斯しばらく
須
あつて
青あをやぎ
栁
ハ
嚮さき
にお
梅うめ
が
取とりいだ
出
せし
帛ふくさづゝみ
包
を
打うち
ひらき
中なか
なる
綾あや
の
片かたそで
袖を左
とみ
視右
かうみ
視つゝ訝
いぶ
かし氣
げ
に稍
やゝ
うち按
あん
じて居
ゐ
たりしが心
こゝろ
に思
おも
ふよ
しやありけん
完につこ
尓
と
笑ゑみ
つゝ
打うち
点うなづき
頭
 慥たしか
におぼへの
此この
片かたそで
袖
是これ
と
御みはた
籏
と
摺すりかへ
替
たら
バ
其その
盗ぬすびと
人
も
大おほ
かた
ハ
心こゝろあた
當
りがござんすといはれてお
梅うめ
も」
5 
八やつしろ
代
も
膝ひざ
のすゝむを
覚おぼ
へぬまでに
青あをやぎ
栁
の
顔かほ
うち
守まも
りて
梅
 何なに
か
様やうす
子
ハ
知し
らなひが
此この
片かたそで
袖
が
手て
がゝりと
ハ
奈いか
何
なる
子わけ
細
ぞ
教おし
へて
ト
問と
は
れて
此こなた
方
も
膝ひざ
おしすゝめ
青
サア
そのわけ
ハ
長なが
い
事こと
過すぎし
頃
七ふづき
月
の
中なか
の
五いつか
日
お
前まへ
が
首かどで
途
ありしより
四しご
五
日にち
を
經ふ
るほどにお
袖そで
さん
ハ
なほさら
にお
前まへ
の
事こと
のみ
思おも
ひくらして
終つゐ
にお
張はり
にたばかられおなじ
月つき
の
末すへ
の
五いつか
日
に
湯ゆ
が
嶋しま
の
祭さいれい
礼
を
見けんぶつ
物
に
事こと
よせて
箇かやう
様
〻〳 〵
〻
の
縡こと
ありしそのと
き
私わたし
も
湯ゆたて
立
を
見み
んとて
湯ゆ
が
嶋しま
にいたりしにはや
縡こと
すみし
跡あと
なれ
バ
夲ほい
意
なく
思おも
ふ
戻もど
り
道みち
丸まるつかやま
塚山
へ
來き
しとき
ハ
日ひ
ハ
入い
り」はてゝ
宵よひづき
月
の
木こ
の間
ま
をもりて照
て
り渡
わた
る折
おり
しも向
むか
ふにあやしき人
ひとかげ
影様
やうす
子奈
いか
何にと窺
うかゞ
ふ
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に
云しか〴〵
々
の
事こと
ありしを
彼かの
お
張はり
がお
袖そで
をとらへ
手て
ごめにしたる
條くだり
より
仙せんぢよ
女
真まゆみ
弓
がお
張はり
を
殺ころ
しお
袖そで
と
名な
乗の
りあいし
事こと
且かつ
お
袖そで
ハ
真まゆみ
弓
が
實じつ
の
妹いもと
なりし
㕝こと
その
父ちゝ
の
事こと
毋はゝ
の
事こと
お
袖そで
が
節せつぎ
義
真まゆみ
弓
が
至しいかう
孝
また
真まゆみ
弓
ハ
錦にしき
の
御みはた
籏
をもて
父ちゝ
の
仇あた
なる
扇あふぎ
が
谷やつ
を
狙ねら
ひ
撃うた
んと
思おも
ふによりお
袖そで
が
望のぞ
みに
応おう
ぜざりし
事こと
其その
時とき
青あをやぎ
栁
ハ
錦にしき
の
御みはた
籏
とり
かへ
さんとて
真まゆみ
弓
と
挑いど
み
戦たゝか
ひし
折おり
あやまつてお
袖そで
を
深みたに
谷
へ
落おと
せし
事こと
夫それ
より
猶なほ
もあらそひしに
真まゆみ
弓
ハ
不ふしぎ
思義
の
術じゆつ
あつて」
6 小をざゝ
笹
の
中なか
へ
飛とび
入い
りしまゝ
影かげ
を
隠かく
してついに
見み
へず
其そこ
所
に
望のぞみ
をうしなひしか
バ
獨ひと
り
夛おほつか
塚
へ
戻もど
る
道みち
にて
鍬くわはち
八
に
行ゆき
會あ
ひ
つゝ
神かには
宮
の
騒そうどう
動
を
聞きゝ
しゆゑまた
如しか
此
〻〳 〵
〻
にはからひてお
竹たけ
を
鍬くわはち
八
に
委ゆだねお
置
き
其その
身み
ハ
夛おほつか
塚
の
家いへ
にいたらんとせしに
大だいろく
六
のために
捕とら
はれしそ
の
㕝こと
の
終おわ
りまで
一いちぶ
伍
一しゞ う
什
を
物ものがた
語
り
青
 其その
以いぜん
前
丸まるづかやま
塚山
にて
神しんぢよ
女
真まゆみ
弓
 
と挑
いど
みしときたしかに見
みとめ
畄た綾
あや
の小
こそで
袖に寸
すんぶん
分
ちが
はぬ此
この
片かたそで
袖そうして
見み
れ
バ
那あの
御みはた
籏
ハ
ふたゝび
真まゆみ
弓
がうばひしか
夫それ
れとてもはかられず
ト
聞きい
てお
梅うめ
も
八やつしろ
代
も
側かたへぎゝ
聽
せし
老おうな
女
さへその
英ゑいさい
才
と
明めいべん
弁
を
歎たんしやう
賞
するの
み
又また
さらに
思おも
ひ
兼かね
」てぞ
居ゐ
たりけるそが
中なか
に
八やつしろ
代
ハ
心こゝろ
にうかみし
事こと
やありけん
思おも
はず
小こひざ
膝
をはたと
打うち
 八
 青あをやぎ
栁
さんのお
話はなし
語
で
思おも
ひあ
 
はせる
事こと
がござんすその
子しさい
細
ともふします
ハ
私わたし
がいまだ
合あふぎ
が
谷やつ
の
奥おく
につとめて居
ゐ
る時
じぶん
分十六七の一
ひとり
人の娘
むすめ
その名
な
もたしかお道
みち
とやら
錦にしき
の籏
はた
を奥
おく
さまへ進
あげ
るを功
かう
にお側
そば
つとめを願
ねが
ひのとふり免
ゆる
許されし
に基
もと
より理
りはつ
發の娘
むすめ
ゆゑ奥
おく
さまのお氣
き
に入
い
りて夫
それ
から思
おぼ
し召
めし
つかれた
那あの
御み
戸とちやう
帳
の
舩ふなやぐら
樓
 そ
ふ
し
て
見み
るとお
道みち
とやら
ハ
まこと
ハ
仙せんぢよ
女
真まゆみ
弓
にて
【挿絵第五図】青あをやぎ
栁を救
すく
ふて三
さん
賢けんぢよ
女金
かなざは
沢に走
はし
る
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御みはた
籏
をおとりに
合あふぎ
が
谷やつ
へ
近ちか
よ
る
手しゆだん
段
でござんせう
ト
迭かたみ
に
意ゐちう
中
を
語かた
り
合あ
ひ
稍やゝ
時とき
うつる
折をり
こそあれ」
7 外そとも
面
の
方かた
より
聲こゑ
高たか
く
這こゝ
所
ハ
夛おほつか
塚
の
里さと
ちかきに
郡くんくわん
館
への
聞きこ
へもおそれず
忍しの
び
咄はな
し
ハ
膽きも
太ふと
し
ト
言い
はれてみな
〳〵うち
驚おどろ
く
折をり
しも
門かど
の
戸と
おし
明あけ
て
這こなた
方
へ
入いり
來く
る
婦をんな
女
あり
是これ
則すなはち
お
安やす
なり
其その
時とき
お
安やす
ハ
人ひと〴〵
々
にうち
對むか
ひつゝ
完につこ
尒
と
笑わら
ひ
やす
 私わたし
が
今いま
の
 
大おほごゑ
聲を嘸
さぞ
はら
立たゝ
しう思
おも
はんせうが爰
こゝ
であんまりなが話
はなし
説して萬
まんいち
一追
おつて
人
のかゝつた
時とき
ハ
後こうくわい
悔
 先さき
に
立たゝ
ずとやら
夫それ
ハ
言い
はずと
皆みな
さんが
敏とく
心こゝろえ
得
て
ハ
ござんせうなれども
智ちしや
者
にも
一いつしつ
失
とか
其そこ
所
を
思おも
ふて
那あのやう
様
に
驚おどろ
かしたも
隔へだて
ぬ
心こゝろ
かならず
あ
しう
思おも
はんすな
ト
言いは
れて
皆みな〳〵
婦
心こゝろ
落おちゐ
着
て
お
安やす
が
頓とんさい
才
に
感かん
じつゝ
果はて
ハ
笑わら
ひを
催もよほ
しける」
其その
中なか
に
青あをやぎ
栁
ハ
お
安やす
に
對むか
ひて
容かたち
を
正たゞ
し
青
 最さいせん
前
ハ
事こと
繁しげ
くて
再さいせい
生
のお
禮れい
を
バ
ろく〳〵
禀まう
す
隙ひま
 
もなく
其その
侭まゝ
にして
過すぎ
ました
今こよひ
宵
の
御ご
恩おん
ハ
生しやう
を
變かへ
ても
忘ぼうきやく
却
ハ
いたしま
せん
ト
いふをお
安やす
ハ
聞きゝ
あへず
やす
 互たが
ひに
宿しゆくゐん
因
あるものを
救すく
ふの
 
も
救すく
はれるも
頼たのもし
毋
づくでござんすものを
恩おん
の
義ぎり
理
のが
入い
るもので
ト
清きよ
きお
安やす
が
言こと
の
葉は
に
青あをやぎ
栁
ハ
なほ
感かんぱい
佩
して
楽たの
しき
事こと
に
思おも
ひつゝしば
らくして
又また
言い
ふやう
青
さ
 過
つ
き
 私わたし
と
八やつしろ
代
さんが
郡ぐんくわん
舘
を
立たちで
出
るとき
 
跡あと
をお
前まへ
に
振ふ
り
任まか
せ
其その
侭まゝ
爰こゝ
へまゐ た
跡あと
にて
何なに
も
故こしやう
障
ハ
ござんせぬ
か
心こゝろ
がゝりでござんした
ト
言い
へ
バ
お
梅うめ
も
八やつしろ
代
も
奈いかに
何
〳〻〵
〻
と
尋たづ
ぬる」
8 
にぞお
安やす
ハ
聞きゝ
つゝうち
点うなづき
頭
 
やす
 那あの
時とき
跡あと
へ
引ひき
殘のこ
り
二ふたり
個
をその
塲ば
で
 
打うち
倒たを
せし
後のち
ハ
拄さゝ
へる
者もの
もなけれ
バ
お
前まへ
方がた
におくれまじと
道みち
を
急いそ
ひで
此この
家や
の
門かど
へ
來き
つゝ
様やうす
子
を
窺うかゞ
へ
バ
皆みな
さんのお
話はなし
語
最さいちう
中
夫それ
ゆゑ
態わざ
と
這は
入い
らぬ
ハ
お
話はなし
語
の
腰こし
を
折をら
んも
心こゝろ
なく
又また
ふたつに
ハ
追おつて
手
の
者もの
がもし
來きた
ら
んもはかられね
バ
その
要えうじん
心
をも
思おも
ふゆゑ
外そと
から
委いさい
細
のお
話はなし
語
を
今いま
まで
聞きい
て
居を
りました
ト
言いは
れて
皆みな〳〵
々
感かんたん
歎
しつゝ
最いと
頼たのも
毋
しくぞ
思おも
ひけ
る
作さくしや
者
いはくお
安やす
かこの
家や
へ
來く
る
道みち
にて
笹さゝはら
原
より
曲くせ
もの
出いて
てお
安やす
が姿をうかゝひ
見み
しこと
既すて
に
二の
卷まき
の
末すへ
に
出いで
たりされどもお
安やす
ハ
それを
知し
らね
バ
今いま
こゝにいはず
後のち
に
至いた
りて
詳つまひら
かならん
却かくて
説
また
此この
家や
の
老おうな
婦
ハ
衆みな〳〵
婦
の
明めいろん
論
義ぎだん
談
を
聞きく と〴〵に
毎度
 且かつ
驚おどろ
き
且かつ
感かん
じつゝ
歎たんしやう
賞
」するのみいまだ
一いつく
句
も
出いだ
さゞりしが
此この
時とき
漸やう〳〵
々
後あとべ
方
より
膝ひざ
を
すゝめて
四よにん
女
に
對むか
ひ
老
 貴あなた
婦
がたのお
話はなし
説
へ
私わたし
が
口くち
を
出だ
します
ハ
 
片かた
はら
痛いた
うござゐませうが
私わたし
の
在ざいしよ
所
ハ
鎌かまくら
倉
に
程ほど
遠とふ
からぬ
金かなざは
澤
の
瀬せと
戸
と
もふす
片かた
田ゐなか
舎
にかすかに
消くらし
光
て
居を
りましたが
夫おつと
に
ハ
はやくわかれ
跡あと
へ殘
のこ
つた二
ふたり
個の娘
むすめ
お埋
りき
喜お友
とも
といひますを手
て
ひとつで育
そだ
てるうち
縁えん
あつてか
娘むすめら
等
ハ
さる
大たいけ
家
の
婢こしもと
女
づとめ
首しゆび
尾
の
能よい
のを
僥さいわい
倖
に瀬戸の
家いへ
を
バ
他ひと
に
譲ゆづ
り
一ひとり
人
の
㐧おとゝ
を
心こゝろあて
當
に
此この
夛おほつか
塚
へ
引ひきうつ
移
り
纔わづか
に
一ひとゝせ
稔
を
過よぎ
るう
ち
主しゆうか
家
に
大たいへん
變
さし
起おこ
りてちり〴〵ばら〳〵になり
行ゆき
たまひ二個の
處むすめ
女
の」
9 行ゆくゑ
衛
さへ
定さだ
かに知れずに
居を
りますゆゑ
案あん
じ
煩わづら
ひ
年とし
を
經へ
しに
此このごろ
頃
風ほのか
に
様やう
子を
聞きけ
バ
娘むすめら
等
二ふたり
個
ハ
以いぜん
前
住すまゐ
居
し
金かなざは
澤
へ
身み
を
落おち
つけ
細ほそ
き
煙けむ
りを
立たて
るよし
夫それ
から
私わたし
が
思おも
ひ
付つい
た
貴あなた
嬢
方がた
のお
身み
の
落おちつき
付
今いま
お
話はなし
語
の
様やうす
子
で
ハ
錦にしき
の
御みはた
旗
の
盗ぬすみて
人
も
鎌かまくら
倉
うちに
居ゐ
る
ハ
必ひつぢやう
定
そふして
見み
ると
鎌かまくら
倉
へ
忍しの
んで
御みはた
籏
を
尋たづぬ
るに
ハ
金かなざは
澤
ハ
よい
隱かくれか
家
しかし
出で
過すぎ
た
私わたし
の
猿さる
智ぢゑ
惠おかしな婆
ばゞ
とお笑
わら
ひなく若
もし
お心
こゝろ
にかなひしなら認
したゝ
め置
おい
た此
この
文ふみ
を
娘むすめら
等
にお
渡わた
しあら
バ
急きつと
度
お
世せわ
話
をいたしませう
ト
 言いひ
つゝ
片かたへ
側
の
苧を
桶ごけ
の中
うち
より心
こゝろ
の真
まこと
実巻
まき
こめし文
ふみ
を手
て
ばやく
取とりいだ
出しいざとて」お梅
うめ
― 50 ― （ 50 ）
が
前まへ
に
置おく
真まごゝろ
心
見み
ゆる
言こと
の
葉は
を
四よたり
婦
ハ
聞きゝ
つゝ
欣よろこび
喜
感かん
しお梅
ハ
文ふみ
を
取と
り
おさめて
うめ
 今いま
にはじめぬお前の
深しんせつ
切
其その
お
言ことば
葉
に
隨した
がつて
是これ
 
から
すぐ
に金
かなさは
澤の瀬
せと
戸とやらへ尋
たづ
ね行
ゆき
二ふたり
個の衆
しゆう
に會
あ
つた上
うへ
何なに
かの事
こと
を
 
ナア
衆みな
婦
さん
青
なるほど
夫それ
が
宜よ
うござんす
やす
そんなら
すぐ
に
旅たびだち
立
 
の
老
 用ようい
意
ハ
こゝにござんす
ト
 言いひ
つゝ
取とり
出だ
す
管すげがさ
笠
草わらじ
鞋
 
八
 何なに
から何
まで
拔ぬけめ
目
のなひ
うめ
お
禮れい
ハ
言ことば
話
に
尽つき
ませぬ
ト
 言つゝ
皆みな〳〵
婦
立たち
あがり
草わらじ
鞋履
はく
手て
もかひ〴〵しくやがて戸
とぐち
口へ立
たちいづ
出るを止
とゞ
めかねたる老
おうな
女よ
り四
よたり
個も名
なごり
殘のおしまるゝを思
おも
ひ
なほ
して菅
すげがさ
笠に隱
かく
す涙
なみだ
の露
つゆくさ
草を蹈
ふみわけ
分
ながら足
あしばや
早に南
みなみ
をさして辿
たど
り行
ゆ
く」
10
武ぶ
州しう
久くらき
良岐
郡ごふり
六むつら
浦
の
荘しやう
金かなざは
澤
ハ
大だいどうむら
道村
耕かうち
地
の
西にし
往わうらい
來
の
右みぎ
の
方かた
なる
岩がん
石せき
に
切き
り
付つけ
たる
地ぢ
藏ぞう
の
鼻はなすじ
筋
をかけて
西にし
を
相さうしう
州
 東ひがし
を
武ぶしう
州
とす
故ゆゑ
に
鼻はな
かけ
地ぢ
藏ぞう
また
ハ
界さかい
の
地ぢ
藏ざう
ともいふなり
鎌かまくら
倉
志し
に
隂いんよう
陽
権ごんのすけ
介
國くにみち
道
が
東あづま ゞみ
鑑
を
見み
るに
六むつら
浦
ハ
鎌かまくら
倉
四し
境けう
のうちに
入い
りたるをもつて
四し
境けう
ハ
 
則すなはち
  鎌かまくら
倉
といふべしとありしかれども
凡ぼんれい
例
に
ハ
金かなざは
澤
は
武ぶ
州しう
にして
相さうしう
州
に
ハ
あらず
昔むかし
實さねとき
時
顕あきとき
時
居きよぢう
住
ありてよりじつに
一いつきやう
の
〔ママ〕
ごとし
 
亦また
金かなざは
澤を家
か
号がう
とするも此
この
時とき
よりの事
こと
なりと」あり今
いま
この編
へん
に瀬
せと
戸の
地ち
を中
ちうわう
央にとり是
これ
より次
しだい
㐧に東
とうざい
西南
なんぼく
北村
むら〳〵
々及
およ
び名
めいしよ
所古
こせき
跡をわかつも
の
ハ
明みやうじん
神
の
勧かんじやう
請
 諸しよしや
社
諸しよさん
山
に
先さき
だつを
以もつ
てなりまづ
明みやうじん
神
の
前まへ
より
西にし
ハ
六むつらむら
浦村
大だいどうむら
道村
三さんぞうむら
艘村
北きた
ハ
釜かまりやむら
利谷村
谷たにつむら
津村
 南みなみ
ハ
野のじまむら
島村
 東ひがし
ハ
洲す
さき
村むら
町まちやむら
屋村寺
てらまへむら
前村小
こしばむら
柴村富
とみおかむら
岡村中
なかざとむら
里村氷
ひとりざはむら
取澤村是
これ
をすべて金
かなざは
沢十三ヶ村
むら
といふ
其その
外ほか
ハ
所しよ〳〵
々
の
小こな
名
にして
一いつそん
村
に
ハ
あらず
亦また
むかしより
這この
金かなざは
澤
に
西せいこ
湖
のおもむきありといふ
其その
 誦しやう
する
詩しいか
歌
も
彼かの
 瀟しよう〳〵
湘
の
詩しいか
歌
にし
 
て
其その
作さくしや
者
ハ
歌うた
を
藤ふぢわら
原
の
為ためすけ
相
卿きやう
詩し
ハ
唐とうそう
僧
けい
玉ぎよくかん
澗
なり
其その
風ふうけい
景
に
比ひ
する
名めいしよ
所
ハ
小こいづみ
泉
を
夜よる
の
雨あめ
とし。
洲す
さき
を
晴せいらん
嵐。
乙おつ
友とも
を
帰きはん
帆。
平ひらかた
泻
を
落らくがん
雁。
野の
」
11 嶌しま
を
夕せきしやう
照。
 しやうみやうじ
名寺
を
晩ばんしやう
鐘。
瀬せと
戸
を
穐あきのつき
月。
内うちかは
川
を
暮ぼせつ
雪。とす
此この
外ほか
に
四しけい
景
あり。
瀬せと
戸
の
二にきやう
橋
重しげやま
山
の
春しゆんくわ
花。
海かいしやう
上
の
落らくくわ
花。
能のうけんどう
見堂
の
畫ぐわ
。
すべて
是これ
を十二
景けい
と
言い
ふなりと
云
しか〳〵
云
以いじやう
上
金かなざは
沢
名めいしよ
所
杖つゑ
に見えたり
 時とき
しも
弥やよひ
生
の
末すへ
なれ
バ
四よも
方
の
桜さくら
ハ
咲さきみだ
乱
れまん〳〵たる
蒼そうかい
海
峨がゞ
々
たる
髙かうさん
山
春はる
の
景けしき
色
を
持もた
ざ
る
ハ
なく
君きみ
が
嵜さき
のひとつ
松まつ
ハ
霞かすみ
こめて
釣つり
たるゝ
扁へんしう
舟
濱ひんせい
西
にたゞよふ
眺てうぼう
望
一いちじ
時
に
尽つく
しがたしさるほどにお
梅うめ
青あをやぎ
栁
等ら
の
四しけん
賢
女ぢよ
ハ
夛おほつか
塚
の
里さと
を
はなれ よりさして
急いそ
ぐの
旅たび
にあらね
バ
名めいしよ
所
古こせき
跡
を
遊ゆうらん
覧
しつゝ
其その
うちにも錦
にしき
の御
みはた
旗の手
て
がゝりもあるべきかと心
こゝろ
を付
つけ
て行
ゆく
ものから是
これ
ぞと思
おも
ふ事
こと
もなく翌
よくじつ
日申
さる
の
こく
」過
すぐ
るころ同
どうこく
國金
かなざは
沢なる富
ふじ
士坂
ざか
を越
こへ
て
能のうけんどう
見堂
の
辺ほとり
へいたりしか
バ
霎しばし
時
這この
堂どう
に
立たち
よ
りて
四よも
方
の
風ふうけい
景
をも
一いちらん
覧
し
且かつ
ハ
遠えんろ
路
の
疲つかれ
労
をも
休やす
めんと
思おも
ひにけれ
バ
いざとて
四よにん
嬢
諸もろとも
倶
に
堂だう
の檜
ひえん
椽に腰
こし
うちかけ這
この
絶ぜつけい
景を左
あちこち
右と余
よねん
念もなく詠
なが
めて居
を
り其
その
時とき
お安
やす
ハ
後あとべ
辺
より
進すゝ
み
出いで
て
人ひと〴〵
々
に
向むか
ひ
やす
あんまり
景けしき
色
の
見みごと
事
さにみな
 
さんに
噺はな
さうと
思おも
ふ
事こと
さへわすれました
其その
子わけ
細
ハ
他ほか
でもない
私わたし
が
今いま
がた此
この
跡あと
の冨
ふじ
士坂
ざか
を通
とふ
るときしきりに咽
のど
が乾
かは
くゆゑ清
しみづ
水に口
くち
を潤
うる
を
第廾四回
清しみづ
水を汲
むすん
で義
ぎふ
婦短
たんとう
刀を拾
ひろ
ふ
月げつや
夜を走
はしつ
て孝
かうぢよ
女孤
こちう
忠を聞
き
く
― 51 ―（ 51 ）
『貞操婦女八賢誌』
さうと道
みち
の片
かたへ
側の山
やまみづ
水を手
て
にむすびつゝ吃
のま
んとするとき那
かなた
方に茂
しげ
り
し
小をぐさ
草
のうちに
一ひとふ
振
りの
短たんとう
刀
あり
不ふしぎ
思義
に
思おも
ひ
手て
を
伸のば
してとり」
12 
あげ
見み
るに
表こしらへ
装
も
拙つたな
きものと
見み
へざれ
バ
拔ぬき
はなしてよく〳〵
見み
る
に
長なが
さ
ハ
尺しやく
に
足た
らずといへども
拔ばつくん
羣
の
鋭きれもの
刄
ならんと
思おも
へ
バ
流さすが
石
に
捨すて
かねて
落おち
たる
物もの
を
不ひろはず
拾
と
聖ひじり
の
道みち
に
ハ
あるとか
聞き
けども
斯かく
て
朽くち
ん
ハ
旡むやく
益なり今
いま
さし當
あた
つて青
あをやぎ
栁さんの身
み
に寸
すんてつ
鉄もなきものを此
この
短たんとう
刀の主
ぬし
の
出で
るまで
須しばし
臾
此こなた
方
へ
借か
りうけて
今いま
さし
當あた
る
用よう
に
充みて
んと
思おも
へ
バ
その
侭まゝ
 たづさ
へて
即
すなはち
こゝ
に
ト
言い
ひつゝも
帯おび
の
間あいだ
より
取と
り
出いだ
し
青あをやぎ
栁
にわたす
になん衆
みな〳〵
皆聞
きゝ
つゝ欣
よろこび
喜感
かん
じ今
いま
にはじめぬお安
やす
が竒
きさい
才を歎
たんしやう
賞のほかな
かりけるその
中なか
に
青あをやぎ
栁
ハ
悦よろこ
びの
色いろおもて
面
にあらはれ
稍やゝ
短たんとう
刀
を
請うけ
とりつゝ
幾あまたゝび
おし戴
いたゞ
きてつく〴〵見
み
つゝ不
いぶかしげ
審氣にお安
やす
の」辺
ほと
りへすゝみより
て
青
 何どう
様
も
不ふしん
審
な
此この
短たんとう
刀
表こしらへ
装
を
見み
ておしはかるに
無むめい
銘
なれど
 
も
長おさふね
船
にて
若もし
刀きつさき
尖
から
一いつすん
寸
手てまへ
前
に
少すこ
しの
瑕きず
ハ
ござんせぬ
欤か
ト
問と
はれ
てお
安やす
ハ
驚おどろ
きながら
やす
なるほどお
前まへ
の
察さつ
しの
通とふ
り
少すこ
しの
瑕きず
がご
 
ざんすがそれを
何どう
様
して
青あをやぎ
栁
さんが
青
サァ
夫それ
に
ハ
いろ〳〵
子わけ
細
の
 
ある
事こと
私わたし
の
實じつ
の
爺とゝ
さん
ハ
丸まるづか
塚
さまの
元もと
の
老ろうしん
臣
菊きくさか
坂
小ころく
六
ともふすも
の
過すぎ
し嘉
かきつ
吉の戰
たゝか
ひ破
やぶ
れ御
お
家いへ
没ぼつらく
落のその砌
みぎ
り爺
とゝ
さんの末
まつご
期に及
およ
び私
わたし
を
側そば
へ
呼よ
び
よ
せて
遺ゆいげん
言
ありし
其その
折おり
に
此この
短たんとう
刀
の
事こと
箇かう
様
〻〳 〵
〻
と
言い
はれた
事こと
を
心こゝろ
にしめて
片かたとき
時
忘わす
れぬ
這この
短たんとう
刀
ハ
基もと
丸まるづか
塚
家け
の
重ちやうほう
宝
なりしを
爺とゝ
さんよ
り
三さんだい
代
先さき
なる」
13 菊きくさか
阪
嘉かもん
門
といふ人の
時とき
軍ぐんこう
功
によつて
拜はいれう
領
あり
夫それ
よ
り家
いへ
の重
ちやうほう
宝として幾
いく
年としつき
月を送
おく
りしにお家
いへ
没ぼつらく
落のその以
いぜん
前讒
ざんしや
者の爲
ため
に
御ご
不ふ
興けう
を得
え
て爺
とゝ
さんの休
きうやく
役の折
をり
短たんとう
刀をさへ召
めし
あげられしに何
なにびと
人の手
て
に
落おちいり
入
しか
其その
後ゝ ち
行ゆくゑ
衛
ハ
知し
れずなりしを
殘のこ
り
惜を
しく
思おも
はれしにや
繰く
り
返かへ
しつゝ
宣のたま
ひしに
今いま
はからずもお
安やす
さんの
惠めぐ
みに
私わたし
の手に入た
ハ
千せんまんきん
万金
にもまさつた
賜たまもの
物
有ありがた
難
いとも
嬉うれ
しいとも
譬たと
へる
物もの
ハ
ござんせ
ぬ
ト
言いひ
つゝ
欣よろこぶ
喜
青あをやぎ
栁
の
心こゝろ
を
察さつ
してお
梅うめ
等ら
も
倶とも
に
眉まゆ
をぞひらきける
却かく
て
物ものがた
語
りはてしか
バ
又また
もや
余よだん
談
におしうつりしばし
疲つかれ
労
をやすめ
居を
り
其その
時とき
八やつしろ
代
ハ
四あたり
辺
を
見み
まはすに
堂だう
の」
【挿絵第六図】
」
14」
那あなた
方
の
小こだか
髙
き
所ところ
に
遠とふ
眼めがね
鏡
を
掛かけ
置おき
て
詣もう
づる人に
ハ
放
ほしいまゝ
に
見み
するよしを
書かきつけ
付
あ
るにぞ
戲たはむ
れに
立たち
よ
りつゝ
遠とふ
眼めがね
鏡
を
引ひき
よせ
見み
るに
間あはひ
遥はる
けき
麓ふもとぢ
路
より
して
山さんせん
川
草さうもく
木
いへ
バ
さら也
人じんか
家
に
烟けむり
の
立たて
るまで
手て
に
取と
るごとく見へ
にける浩
かゝ
る折
をり
しも宝
はなだ
藍染
ぞめ
の単
ひとへぎぬ
衣を上
うへ
着にまとゐ管
すげ
の小
をがさ
笠を手に持
もち
し
旅たびしやうぞく
装束
のひとりの
處むすめ
女
洲す
さき
の
街まち
を
這こなた
方
へと
歩あゆ
み
來く
るありけるが
八やつしろ
代
ハ
心こゝろ
ともなく
熟つく〴〵
々
見るにはからんや
那かの
 扇あふぎ
が
谷やつ
家け
に
身み
を
よ
せし
お
道みち
にてありけれ
バ
瞬またゝき
もせず
猶なほ
よく見るに
終つゐ
に
姿すがた
ハ
木こかく
隠
れて
往ゆくゑ
方
も
知し
らずなりにけり
殘のこ
り
惜を
しさ
ハ
限かぎ
りなけれど
斯かく
て
詮せんすべ
方
もなきまゝ
にお
梅うめ
」
15 青あをやぎ
栁
お
安やす
等ら
に
箇かう
様
〻〳 〵
〻
と
物ものがた
語
るにぞみな〳〵
聞きゝ
つゝ
歎たんそく
息
し
てもし見
み
ゆるかとかはる〴〵立
たち
よ
りて覗
のぞ
き見
み
れども影
かげ
をだも見
み
る事
こと
なけれ
バ
終つゐ
に
望のぞ
みをうしなひぬ
折をり
しもあれ
青あをやぎ
栁
ハ
心こゝろ
に
浮うかみ
しことや
ありけん
人ひと〴〵
々
にうち
對むか
ひ
青
お
梅うめ
さんや
皆みな
さん
ハ
何どう
様
お
思おも
ひか
知し
ら
 
なひが
爰こゝ
から
麓ふもと
の
街ちまた
まで
ハ
遥はるか
の
道みち
と
ハ
言いひ
ながら
心こゝろ
を
揃そろ
へて
急いそ
ぐなら
若もし
其その
人ひと
に
逢あ
ふことの
千せん
にひとつもあらうも
知し
れぬ
是これ
にて
思おも
ひ
合あは
す
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れ
バ
最さいぜん
前
 巷ちまた
の
風ふうぶん
聲
に
合あふぎ
が
谷やつ
の
殿との
さまが
此この
程ほど
鎌かまくら
倉
へ
在ざいちやく
着
あり
今けふ
日
し
も
祈きぐわん
願
の
事こと
ありて
當とうしよ
所
 しやうみやうじ
名寺
へ
參さんけい
詣
あるよしそふして
見み
るとお
道みち
 
さん こゝらわたりを
徘はい
くわい
し」
姿すがた
をやつし
隙ひま
を
窺うかゞ
ひ
爺とゝ
さんの
怨うらみ
を
復かへ
し
埋うも
れし
家いゑ
を
起おこ
さんと
謀はか
る
事こと
のなきとも
言いは
れず
然さ
ハ
言い
へさきにお
道みち
さん
ハ
一いつたん
旦
花はな
の
方かた
の
奥おくづとめ
勤
を
許ゆる
容
されしうゑから
ハ
こゝらわたり
を
旅たびしやうぞく
装束
で
歩あるか
行
しやんす
筈はづ
ハ
なひが
是これ
に
ハ
子わけ
細
のある
事こと
かそれか
あらぬか
不いぶか
審
しし
何なに
ハ
兎と
もあれ
麓ふもと
へ
下くだ
り
若もし
仇あだうち
打
の
様やうす
子
あら
バ
余よそ
所
な
がら
力ちから
になり
其その
うゑで
何なに
かの
事こと
を
うめ
なるほどお
前まへ
のお
言いひ
の
通とふ
り
 
爰こゝ
で
彼かれこれ
是
氣き
を
揉もゝ
ふより
些ちつと
もはやく
麓ふもと
の
方かた
へ
サァ
ござんせ
ト
お
梅うめ
が
言ことば
葉誰
たれ
か一
いちぎ
議に及
およ
ぶべきみな〳〵即
そくじ
時に同
どうゐ
意して能
のうけんだう
見堂を立
たちいで
出つゝ
梺ふもと
をさして
辿たど
りゆく
不こゝにまた
題
 花はな
の」
16 方かた
の
奥おく
へ
立たち
入い
りし
那かの
お
道みち
ハ
定さだまさ
正
に
近ちか
寄よ
りて
父ちゝ
の
怨うらみ
を
復かへ
さんとおもひし
甲かひ
斐
もあら
波なみ
に
舩ふなやぐら
樓
をくつが
へされ
御みはた
籏
の
行ゆくゑ
衛
も
知し
れざれ
バ
花はな
の
方かた
ハ
こゝろのうちに
深ふか
くお
道みち
を
怨うら
み給ひ
其その
日ひ
帰きくわん
舘
のあると
其その
侭まゝ
お
道みち
を
前まへ
に
喚よびいだ
出
し
今けふ
日
の
始しまつ
末
を
云しか〴〵
云
と
言ことば
葉
短みじ
かく
言いひきか
聞
せ
御みはた
籏
の
行ゆくゑ
衛
鑿せん
儀ぎ
の
爲ため
とて
身み
の
暇いとま
を
賜たま
はりしか
バ
其そこ
所
に
望のぞみ
を
失うしな
ひしかども
扨さて
詮せんすへ
方
のなき
侭まゝ
にその
夜よ
初しよかう
更
の
比ころ
及おひ
に
合あふぎ
が
谷やつ
の
舘やかた
を
出いで
て
兼かね
て
心こゝろ
を
合あは
せたるお
理りき
喜
於お
友とも
等ら
の
けうだい
が
住す
む
金かなざは
澤
な
る瀬
せと
戸をさして足
あし
を早
はや
めて行
ゆく
ほどに名
な
に聞
きこ
へたる朝
あさ
比ひ
奈な
の切
きりどふ
通しも
はや
過すぎ
て
大だいどうむら
道村
に」
來き
し
頃ころ
ハ
稍やゝ
子ね
の
こく
にぞ
近ちかづき
付
ける
斯かゝ
る
折をり
しも
後あとべ
方
より
窺うかゞ
ひ
々〳 〵
々
來く
る
者もの
ありて
近ちか
よ
る
侭まゝ
にお
道みち
の
袂たもと
を
引ひきとゞ
止
めつゝ
小こゞ ゑ
聲
に
なり
 お
道みち
さまで
ハ
ござゐませんか
ト
言い
はれて
驚おどろ
き
振ふ
りかへり
木こ
の
【挿絵第六図】能のうけんだう
見堂に四
し
賢けんじよ
女
 風ふうしよく
色を觀
くわん
ず
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間ま
をもれる
薄うすづき
月
に
顔かほ
すかし
見み
て
完につこり
尓
わらひ
みち
  誰だれ
かと
思おも
へ
バ
其そちや
方
 
お
友とも
何どう
様
して
今いまころ
頃
此このみち
道
を
とも
ハイ
御ご
不ふ
審しん
ハ
さる
事こと
ながら
兼かね
て
貴あなた
嬢
 
の
仰おふせ
ゆゑ
鎌かまくら
倉
の
地ち
を
徘はいくわい
し
賢すぐれひと
女
に
會あふ
合
なら
バ
道どうり
理
を
説とい
て
味みかた
方
に
招まね
き
合あふぎ
が
谷やつ
家け
を
打うち
ほろぼし
旦だんな
那
さまのお
怨うら
みをかへさでや
ハ
置おか
うかと
けうだい
 心こゝろ
を
合あは
せまして
今けふ
日
も
那あち
辺
這こち
辺
まはりしゆゑ
暮くれ
に
及およ
んで
腰こしこゑ
越
より
片かたせがは
瀬川
へと」
17 參まゐ
りし
時とき
箇かやう
様
〻〳 〵
〻
の
事こと
ありし
ト
那かの
お
梅うめ
八やつしろ
代
が
船ふなやぐら
楼
より小
こぶね
舩へ落
おち
入い
り片
かたせがは
瀬川まで流
なが
れ來
き
しをお安
やす
にたすけられしはじめ
より御
みはた
籏の由
ゆらい
来神
しんむ
夢の不
ふしぎ
思義またお梅
うめ
八やつしろ
代お安
やす
等ら
が身
み
の上
うへ
の事
こと
まで
も立
たちぎゝ
聞せしその跡
あと
にて御
みはた
籏と片
かたそで
袖とすりかへし事
こと
一いちぶ
伍一
しゞ う
什を物
ものがた
語り
 
とも
お
聞きゝ
の
通とふ
りの
子わけ
細
なれ
バ
那かの
お
梅うめ
等ら
の
三さんにん
婦
を
味みかた
方
になさ
バ
貴あなた
孃
 
の片
かたうで
腕千
せんまん
万人
にん
の士
しそつ
卒より頼
たのも
毋しからんと思
おも
ひしゆゑ折
をり
を見
み
あはせ言
い
ひ
よ
らんと
あね
ハ
直すぐ
さま
其その
塲ば
から
三さんにん
婦
の
跡あと
をつけ
私わたくし
ハ
また
此この
御みはた
籏
を
折をり
を見
み
合あは
せ些
ちつ
ともはやく貴
あなた
嬢にお渡
わた
しもふそうと只
たゞいま
今帰
かへ
る此
この
道みち
でお
目め
見みへ
いたすも
不ふし
思
」
儀ぎ
な
僥さいわい
倖
 
シテ
また
貴あなた
孃
ハ
何なにゆゑ
故
にお
供とも
もなしに
夜よるよなか
中
此こゝ ら
辺
をお
歩ひろい
行
あそばす
ト
問と
はれてお
道みち
もありし
事こと
ども
落おち
もな
く
言いひ
聞きか
すにぞお
友とも
ハ
しきりに
歎たんそく
息
しつゝお
道みち
の
心こゝろ
を
察さつ
し
遣や
り
最いと
便びん
な
くぞ思
おも
ひける
貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三輯巻之三
了
」
18 了
そも〳〵
此この
御おんくすり
薬
ハ
本につほん
朝
無むるい
類
の
妙めうはう
方
にて
男なんによ
女
に
限かぎ
らず
顔かほ
の
艶つや
をうる
はしくして
生うま
れ
變かは
りても
出でき
来
がたき
程ほど
に
色いろ
を
白しろ
くし
肌きめ
目
細こまか
になる
功こう
能のう
あり
 しかしながら
此この
 類たぐひ
の
薬くすり
 世せけん
間
に
多おほ
く
白おしろい
粉
 洗あらひこ
粉
 化けしやうみづ
粧水
 其その
外ほか
油あぶら
薬くすり
なとを
製せい
して
皆みな
こと〴〵く
顔かほ
の
薬くすり
になるおもむきを
功こうのう
能
書がき
に
しるしてあれどもその
書かきつけ
付
の
半はんぶん
分
も
功こうのう
能
なし
依これによつて
之
  此この
御ごひろう
披露
を
御ご
覧らう
じても
久ひさ
しいものゝ
弘ひろめ
口こうじやう
上
など
看みけ
消
なし給ふべき
事こと
ならんがこ
れ
ハ
なか〳〵
左さやう
様
に
麁そまつ
末
なる
薬くすり
にて
ハ
これなく
只たゞ
一ひとたび
度
用もち
ひ給ふても
忽たちま
ちに
功こうのう
能
の
顕あらは
れる
妙めうやく
薬
なり
一ひとまは
廻
り
用もち
ひ給ひて
ハ
御おん
顔かほ
の」
色いろ
自しぜん
然
と
桜さくら
のごとくなり
二ふたまは
廻
り
用もち
ひ給はゞ
如いかやう
何様
に
荒あれしよう
症
の
肌きめ
目
も
羽はぶたへ
二重
絹きぬ
の
ごとき
手てざは
障
り
となるのみな ず
◯にきび
◯そばかす
◯腫はれもの
物
の
跡あと
◯しみ
の
類たぐひ
少すこ
しも跡
あと
なく治
なほ
りてうるはしくなる事請
うけあい
合也
◯朝あさ
起おき
て顔
かほ
を洗
あら
ひ
この
玉ぎよくしやうかう
粧香
をすり
込こみ
たまはゞ
些ちつと
も
白おしろい
粉
を
付つけ
たる
様やう
なる
気けしき
色
もなく
只たゞ
自おのつから
然
素すがほ
皃
の
白しろ
くうるはしき
様やう
になれ
バ
娘むすめご
御
方かた
ハ
いふに
不およはず
及
年としかさね
重
し
御おんかた
方
が
用もちひ
給ひても
目め
に
立たゝ
ずして
美うつくし
くなる
製せいほふ
法
ゆゑ
御おん
うたか
ひなく御
用もち
ひ遊
あそば
され真
まこと
の美
びじん
人となり給ふべし
 
為永春水精剤
楊やうきひのつたへしくすり
太真遺傳
　　
精くはしくせいし
製
桐きり
の箱
はこいり
入
處むす
 女め
 香かう
一廻
り
　　　
百二十文
髪かみ
の艶
つや
を出
いだ
し
髪
ふけ
垢
をさる
妙めうやく
薬
　　
初はつ
みどり
このくすり
ハ
髪かみ
を
洗あら
はずに
あらひしよりもうつくしくなるこうのう有
　　　
代三十六文
書物
并
繪入讀本所
江戸數
屋橋御門外弥左エ門町東側中程
 
文永堂
　
大嶋屋傳右衞門
」
賣弘所」
丁付なし
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貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三
さんしふ
輯巻
まき
之の
四
 
東都
　
狂訓𠅘主人編次
單こゝにまたくわんれいあふぎ
表
領扇
が
谷やつ
修しゆりのだいぶ
理大夫
定さだまさ
正
ハ
去いぬ
る
文ぶんめい
明
三さんねん
年
の
秋あき
  聊いさゝか
の
所しよろう
労
ある
をもて
鎌かまくら
倉
を
辤じ
し
去さ
りつ
釆りやうち
地
なれ
バ
上かうづけ
野
の
國くに
白しらゐ
井
に
在ざいじやう
城
したり
に
稍やゝ
疾いたつき
病
の
全おこたり
快
しか
バ
此この
ほど
鎌かまくら
倉
に
在ざいちやく
着
あり
然しか
るに
定さだまさ
正
祈きぐわん
願
あり
て
歳としごと
毎
に
金かなざわ
沢
なる
名
しやうめうじ
寺へ
詣もうづ
るもの ら
疾いたつき
病
に
犯おか
されて
三みとせ
歳
がほ
ども
不ふさん
參
」せり
心こゝろ
ならず
思おも
ふをもて
這こだ
ひ
在ざいちやく
着
のあると
其その
侭まゝ
餘よじ
事
ハ
さしおき
名
しやうめうじ
寺へ
先まづ
參さんけい
詣
のあるべき
むね
市しちう
中
ハ
素もと
より
在ざいごう
郷
まで
最いと
嚴おごそか
重
に
觸ふれ
られしか
バ
人ひと〴〵
々
駭おどろ
き
思おも
へども
其その
日ひ
の
夫ぶ
役やく
を
逃のが
るゝ
道みち
な
くその准
ようい
備をぞ爲
し
たりける恁
かく
て文
ぶんめい
明六
ろくねん
年の春
はる
弥やよひ
生も念
すへ
の七
なぬか
日な が
定さだまさ
正
夥あまた
の
供ともびと
人
を
将ゐ
て
金きんだくざん
澤山
名
しやうめうじ
寺へ
夙まだき
より
參さんらう
籠
ありて
其その
日ひ
申さる
の
こく
過すぐ
る頃
ころ
鎌かまくら
倉へとて帰
きくわん
還ある路
ろじ
次の歩
あゆ
みもいかめしく洲
す
さき
のこなた
の
松まつばら
原
を
通とふ
りかゝりし
折をり
こそあれ
誰たれ
れか
ハ
知し
らず
向むか
ふより
走はし
りて
此こなた
方
へ
來く
る
者もの
あり
近ちか
よ
る
侭まゝ
によく〳〵
見み
れ
バ
歳とし
ハ
廾はたち
才
をまだ
越こ
へぬ
婢いやし
からざる
獨ひと
りの」
1 乙おとめ
女
身み
に
ハ
妙たへ
なる
振ふりそで
袖
を
着き
て
丈たけ
の
黒くろかみ
髪
振ふ
り
乱みだ
し
小をざゝ
笹
の
枝えだ
を
たづさ
へ
持もち
し
ハ
心こゝろみだ
乱
れし
婦もの
女
なるべし
定さだまさ
正
の
行ぎやうれつ
列
へ
面おもて
も
振ふ
らず
駈かけい
入
るにぞ
前さきばしり
走
の
雑ぞうしき
色
等ら
駭おどろ
きながら
立たち
よ
りておし
隔へだて
つゝ
声こゑ
ふ
り
立たて
 くわんれい
領
さまのお
通とふ
りなるに
旡ぶ
禮れい
な
婦おんな
女
奴め
何いづこ
所
へか
行ゆ
く
其そこ
所
退のか
ず
第廾五
狂きやうじよ
女
大おほい
に騒
さわが
す洲
す
﨑さき
の晴
せいらん
嵐
定さだまさ
正
暗あん
に
逃のが
る
平ひらかた
泻
の
暮ぼせつ
雪
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やとたしなむれども
乙おとめ
女
ハ
耳みゝ
にも
入いれ
たる
てい
なく
挑さゝゆ
る
士しそつ
卒
を
打うちたを
仆
し
又また
ハ
蹴け
かへし
突つきのけ
退
て
持もち
たる
小おざゝ
笹
を
打うちふり
振
〻〳 〵
〻
獨ひと
り
完にこ
尒
〻〳 〵
〻
笑わら
ひながら
定さだまさ
正
の
馬ばぜん
前
近ちか
く
よ
るを
よ
せじと
爭あらそ
ふほどにはじめ
ハ
婦おんな
女
と
侮あなど
りしも
今いま
ハ
なか〳〵あしらひ
兼かね
て
一ひとり
個
の
乙おとめ
女
に
雑ぞうしき
色
等ら
ハ
さん〴〵に
追おひたて
立
ら
れもてあまし」たる其
その
折おり
しも這
こなた
方に茂
しげ
みし松
まつかげ
蔭より立
たちあらは
現れし一
いつこ
個の
美たをやめ
嬢
宝はなだ
藍
しぼりの
單ひとへぎぬ
衣
を
上うはき
着
に
覆おほ
ひし
旅たび
粧よそほひ
装
裾すそみじか
短
なる
出いでたち
立
なるが
たづさ
へたりし管
すげがさ
笠を遥
はるか
に後
あとべ
方に投
なげすて
捨て今
いま
定さだまさ
正の行
ぎやうれつ
列を乱
らんぼう
妨なせる狂
きやうぢよ
女
の
側そば
へつか〳〵と
身み
を
よ
せて
弱よわごし
腰
しつかと
抱だきとむ
止
るを
那かなた
方
ハ
騒さわ
がず
身み
をひねり
振ふ
りほどき
飛と
びかゝつて
持もつ
たる
小をざゝ
笹
をひらめかし
打うつ
て
かゝれ
バ
右みぎひだり
左
と
身み
をかわしつゝつと
よ
りて
組くむ
よと
見み
へしが
瞬またゝくひま
間
に
狂きやうぢよ
女
を
下した
に
組くみしき
敷
て
准ようい
備
の
腰こしおび
帯
引ひき
解ほど
き
其その
侭まゝ
 狂きやうぢよ
女
をいましめつゝ
處おとめ
女
ハ
聲こゑ
を
振ふ
りあげて
皆みな
さんかならず
騒さわ
がれなはや
曲くせもの
者
ハ
捕とら
へ」
2 しと
言い
はれて
人ひと〴〵
々
欣よろこび
喜
つ
又また
働はたら
きに
駭おどろ
きつ
ァット
感かん
じて
停やま
ざりけり
斯かゝ
る
時とき
しも
定さだまさ
正
ハ
馬はしやう
上
に
在あ
りて
那かれ
是これ
のありさまを
得とく
と
見み
つ
鐙あぶみぎは
際
に
従したが
ふた
る
近きんしん
臣
何なにがし
某
を
近ちかづけ
付
て
如しか
此
〻〳 〵
〻
と
令げぢ
するにぞ
心こゝろえ
得
果はて
て
處おとめ
女
の
側そば
に
歩あゆ
み
よ
りつゝ言
ことば
話を正
たゞ
し如
いか
何なる人
ひと
か知
し
らねども斯
かく
乱らんぼう
妨なす白
しれも
徒を處
おとめ
女
の
身み
にて
捕とら
へし
ハ
天あつぱれ
晴
の
働はたら
きなりと
賞しやうび
美
のあまりに
辱かしこ
くも
和そこ
女
に
對たいめん
面
為し
給はんと
自みづか
ら
くわんれいけ
領家
の
宣のたま
ふなり
敏と
く
此こなた
方
へ
參まゐ
りてよと
言い
は
れて
處おとめ
女
ハ
欣よろこび
喜
つゝ
狂きやうぢよ
女
を
其その
侭まゝ
引ひきたて
立
て
那かの
近きんしん
臣
の
跡あと
に
付つ
き
馬ばぜん
前
間まちか
近
く
找すゝ
むになん定
さだまさ
正も馬
うま
より下
お
りて道
みちのべ
傍なる松
まつかげ
蔭の芝
しばふ
生に床
しやう
」几
ぎ
を建
たて
さ
せて尻
しり
を掛
かけ
つゝ處
おとめ
女に對
むか
ひ今
いま
其そなた
方の働
はたら
きを馬
ばしやう
上ながらに一
いちらん
覧せしに
處おとめ
女
の
身み
に
ハ
有あり
がたき
抜ばつくん
群
の
手てなみ
並
なり
基もと
より
賤いや
しき
者もの
に
ハ
あらじ
隠つゝ
ましからず
ハ
和そなた
女
の
素すじやう
性
あからさまに
言いひ
聞きか
せよと
問と
はれて
處おとめ
女
ハ
臆おく
する
色いろ
なく
仰おふせ
を
返かへ
す
ハ
惮はゞか
りながら
吾わたくし
㑪
㕝こと
ハ
當たうはる
春
よりお
屋やかた
形
の
大おほおく
奥へお側
そば
づとめに出
いで
ました道
みち
と喚
よば
るゝ不
ふつゝかもの
束者定
さだ
めてお聞
きゝ
もござい
ませう
錦にしき
の
御みはた
籏
の
㕝こと
につき
在ありか
所
をさがしに
參まゐ
れよとの
仰あふせ
をうけし
その
夜よ
よりお
屋やかた
形
を
立たちいで
出
て
鎌かまくら
倉
の
地ち
ハ
いふに
及およ
ばず
近ちか
きわたりの
在ざい〳〵
々
まで
隈くま
なく
尋たづ
ね
侍はべ
りしかども
是これ
ぞと
思おも
ふ
手て
がゝりなく」
3 夫それ
よ
り
武むさし
藏
下しもふさ
總
へとこゝろざして
參まい
る
道みち
程ほと
が
谷や
駅〔し〕 ゆく
に
遠とふ
からぬ
坂さかゐぎ
井木
と
かいふ峠
とふげ
にて計
はか
らず持
ぢびやう
病の癪
しやく
に侵
おか
され麓
ふもと
の駅
しゆく
まで歩
あゆ
みがたさにある
辻つぢだう
堂に立
たち
よ
りて斯
しばし
須苦
くつう
痛を堪
しの
ぐうちはや日
ひ
も暮
くれ
て宵
よひづき
月も曇
くも
りがちな
る
薄うすやみ
闇
に
誰たれ
か
ハ
知し
らず
辻つぢだう
堂
へ
忍しの
び
よ
り
來く
る
曲くせもの
者
あり
様やうす
子
如いかに
何
と
窺うかゞ
ふ
に腰
こし
に付
つけ
たる盤
ろ
纏よふ
を目
め
がけ盗
ぬす
み取
と
らんとする程
ほど
に遣
や
らじと爭
あらそ
ふ其
その
折おり
しも
彼かの
偸くせもの
児
の
懐ふところ
より
落おつ
る
ハ
慥たしか
に
錦にしき
の
籏はた
と
見み
るより
手てばや
早
く
取とりあげ
上
るを
那かなた
方も白
しれもの
徒左
さう
右なく渡
わた
さず迭
かたみ
に引
ひき
合あ
ふ時
とき
しもあれ俄
にわか
に
ふ
り出
だ
す村
むらさめ
雨
にあやめもわかずな まゝに」
終つひ
に
御み
籏はた
ハ
手に入りしかども
路ろよう
用
を
奪うば
ひ
去さ
られしのみか
偸くせもの
児
をさへ
取とりにが
迯
し
心こゝろのこ
殘
りに
思おも
ヘども
又また
詮せんすべ
術
も
なきまゝに一
ひとまづ
旦お屋
やかた
形へ立
たちもど
戻り是
これ
等ら
のよしを禀
もうし
あげ其
その
後ゝ ち
曲くせもの
者の鑿
せん
穿ぎ
をもいたしませうと
思おも
ふゆゑ
其その
夜よ
ハ
程ほど
が
谷や
に
止やどり
宿
をもとめ
其そこ
所
に
一ひとよ
夜
を
明あか
せしに
兎と
に
⻆かく
 痍つかへ
の
全おこたら
快
ね
バ
心こゝろ
ならず
ハ
侍はべ
りしかども
同とうしよ
所
に両
ふつか
日逗
とうりう
畄して今
けふ
日なん巳
み
の時
とき
過すぐ
る頃
ころ
旅やどり
宿を出
いで
つゝ路
みち
次を急
いそ
ぎ今
いま
が
た
當たうしよ
所
に
參まゐ
りしに
巷ちまた
の
噂うはさ
を
𣴎うけたま
れ
バ
君きみ
に
ハ
祈きぐわんしよ
願所
称しやうめうじ
名寺
に
今けさ
朝
より
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御ご
參さんらう
籠御
まし〳〵
在てはやお帰
かへ
りとの様
やうす
子ゆゑ御
ごぎやうれつ
行列の美
びゞ
々敷
しき
を余
よそ
所ながら
も
拜おが
まんと
最さいぜん
前
より」
4して
那こなた
方
なる
小こ
松まつ
の
蔭かげ
に
身み
をひそめ
君きみ
の
通つうぎよ
御
を
俟まつ
ほどにお
行きやうれつ
列
をも
弁わき 〔ま〕
へず
乱らんぼう
妨
なせる
白しれもの
徒
を
見み
かねて
拄さゝへ
ました
のも
出で
過すぎ
た
仕しかた
方
とお
咎とが
めのあらん
ハ
豫かね
て
知し
りながらもあまり
不ふ
敵てき
の
女をんな
ゆゑ
思おぼ
し
召めし
をも
顧かへり
みず
斯かく
の
通とふ
りでござゐますと
実まこと
事
虚そらこと
㕝
うち
まぜて
一いちぶ
伍
一しゞ う
什
を
譚ものがた
る
卑ひげ
下
せし
言ことば
話
を
定さだまさ
正
ハ
實まこと
正
なりと
思おも
ふにぞ
些ちと
も
うたが
ふ氣
けしき
色なく其
その
勇ゆうりき
力と明
めいべん
弁と且
かつ
容ようほう
貌の艶
ゑん
なるを見
み
つゝいよ〳〵
嘆たんしやう
賞して扇
あふぎ
を笏
しやく
に小
こ
膝ひざ
を找
すゝ
め天
あつはれ
晴めでたき處
おとめ
女か 今
けふ
日の働
はたら
きのみ
ならで
錦にしき
の
籏はた
さへ
取とり
かへせしと
ハ
男おのこ
子
といふとも
及およ
びなし
只たゞ
怨うら
むら
く
ハ
」【挿絵第七図】
」
5」
其その
時とき
に
和そち
女
が
持ぢひやう
病
に
侵おか
されず
ハ
其その
偸くせもの
児
をも
捕とら
へんに
是これ
のみ
遺い
恨こん
に
思おも
へども
籏はた
だに
此こなた
方
へ
取とり
置か
バ
偸くせもの
児
も
又また
自おのづ
然
と
知し
れなん
其その
一いちじやう
條
ハ
左と
まれ
右かく
まれ
嚮さき
より
和そち
女
が
様やうす
子
を
見み
るに
力りきりやう
量
といひ
才さいち
智
といひ
殊こと
に
容ようがん
顔
の
孅たをやか
弱
なる
一ひと
たび
漢かんわう
王
に
見まみへ
參
な
バ
忽たちまち
  傾けいこく
國
の
名な
を
得う
るべし
我われ
ハ
武ぶてい
帝
に
及およ
ばずとも
和そなた
女
を
李りか
家
の
處むすめ
女
とすると
も
誰たれ
かふさはしからずと
言いは
ん
若もし
我わが
 心こゝろ
のまに〳〵なら
バ
花はな
の
方かた
に
もよしを
明あか
し
厚あつ
く
目め
を
掛かけ
使つか
はんに
和そち
女
が
心こゝろ
ハ
稲いなぶね
舩
の
否いな
にあらず
ハ
応いらへ
をせよいざ
敏とく〳〵
々
と
打うちとけ
解
たる
言ことば
話
に
駭おどろ
き
且かつ
耻はぢ
てお
道みち
ハ
顔かほ
をさと
赤あか
ら
め
冥みやうが
加
にあまるお
言ことば
話
ハ
」
6 身み
にあまる
程ほど
有あり
がたふも
又また
嬉うれ
しふも
ござゐますれど
如いか
何
にせん
奥おく
さまより
錦にしき
の
御みはた
籏
の
盗とうぞく
賊
を
捕とら
へて
來こ
よとたまさかに
重おも
き
仰おふせ
を
蒙かうむ
りながら
假たとへ
令
御み
籏はた
ハ
手て
に
入い
るとも
盗とうぞく
賊
を
捕とら
へもせで
爭いかで
おめ〳〵
奥おく
さまに
何どう
様
御お
目め
見みへ
がなりませう
夫それ
ゆゑ
【挿絵第七図】狂きやうじん
人
 狂きやう
ならず不
ふきやうじん
狂人かえつて狂
きやう
ず
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『貞操婦女八賢誌』
今いま
ハ
お
返へんじ
応
がと
言い
へ
バ
定さだまさ
正
 打うちうなづ
頷
きなるほど
和そち
女
が
言い
ふ
所ところ
ひとつと
して
旡むり
理
ならね
バ
一ひとまづ
旦
屋やかた
形
へ
誘ともな
ひ
行ゆ
き
後のち
兎と
も
⻆かく
もはからはん
先まづ
たづさ
 
へ
來き
し
錦にしき
の
籏はた
を
一いちらん
覽
せんと
仰おふ
するにぞお
道みち
ハ
ハット
応いらへ
つゝいそが
 
はしく
腰こし
につけたる
小こつゝみ
包
を
打うち
ひらき
取とりいだ
出
したる
錦にしき
の
籏はた
をうや〳〵
敷しく
定さだまさ
正
の
床しやうぎ
儿
のほとりへ
持もちゆき
行
て
跪ひざまづ
きつゝ」
件くだん
の
御み
籏はた
を
進まゐ
らするよ
と思
おも
ひの外
ほか
隱かく
し持
もち
たる懐
くわいけん
釼を拔
ぬくて
手も見
み
せず定
さだまさ
正の脇
わき
はら
目めがけ
掛て突
つき
かゝ
りしに
定さだまさ
正
運うん
や
宜よ
かりけんお
道みち
の
掌たなくび
頸
 俄にわか
に
乱みだ
れて
股もゝ
のあたりを
 
突つき
かする
僅わづか
の
浅あさで
痍
と
言い
ひながら
思おも
ひ
よ
らざる
㕝こと
なれ
バ
駭おどろ
きながら
後あとべ
辺
の
方かた
へ
一いつけん
間
ばかり
飛と
びしざるをこ
ハ
口くちおし
惜
と
言い
ふ
間ま
もなく
躍おどり
かゝ
つて
一ひとうち
討
と
焦いらだつ
燥
お
道みち
が
必ひつし
死
の
㔟いきほ
ひ
咄あなや
嗟
とばかり
近きんしん
臣
等ら
ハ
主しゆじん
人
の
前まへ
に
立たち
ふさがり
防ふせ
くをお
道みち
ハ
㕝こと
ともせず
愠いか
れる
侭まゝ
に
聲こゑ
はりあげきた
 
なし
定さだまさ
正
敏と
く
出いで
て
怨うら
みの
刄やいば
を
試こゝろ
みよ
斯かく
言い
ふ
吾わなみ
㑪
ハ
武むさし
藏
の
國くに
氷ひかわみやうじん
川明神
の
神じんきくわん
官
澁しぶや
谷
典てんぜん
膳
の」
7 處むすめ
女
道みち
今こんねん
年
積つも
つて
十じうはつさい
八歳
吾わなみ
㑪
か
父ちゝ
なる
典てんぜん
膳
ハ
汝なんぢ
が
爲ため
に
不ふゐ
意
をうたれ
非ひめい
命
に
死し
したるのみならず
所しよりやう
領
をさへ
奪うば
は
れし
其その
旡むねん
念
さ
ハ
片かたとき
時
も
忘わす
るゝ
間ま
なき
倶ぐふ
不
戴さいてん
天
憂うき
年としつき
月
を
送おく
りしにはか
らず
時とき
をうどん
花げ
の
春はる
俟まち
得え
たる
今こんにち
日
只たゞ
今いま
汝なんぢ
に
復かへ
す
怨うら
みの
一ひと
太たち
刀
敏とく〳〵
々
うけよと
言い
ひつゝも
飛ひちやう
鳥
の
如ごと
くに
走はせ
めぐ
る
其その
時とき
這こなた
方
に
蹲うづくまり
踞
し
以いぜん
前
の
狂きやうぢよ
女
ハ
身み
を
起おこ
し
空そらなは
縄
なるにや
いま
縛しめ
られたる
彼かの
腰こしおび
帯
を
引ひき
はづし
豫かね
て
准ようい
備
の
短たんとう
刀
を
袖そで
の
中うち
より
取とりだ
出
してお
道みち
をさゝゆる
扇あふき
が
谷やつ
の
士しそつ
卒
の
中なか
へ
砍きつ
て
入い
り
吾わらは
㑪
を
誰たれ
とか
思おも
ひつる
最さいぜん
前
 狂きやうぢよ
女
と
見み
せたる
ハ
汝なんぢ
」
等ら
を
謀たばかる
計
ため
實まこと
情
ハ
澁しぶや
谷
典てんぜん
膳
さまの
御こおん
恩
に
是これ
まで
成ひとゝなり
長
たるお
道みち
さまのお
腰こしもと
元
友とも
と
言い
ひし
ハ
吾わらは
㑪
なるぞおのれ
定さだまさ
正
お
主しゆう
の
仇あだ
思おも
ひ知れやと
言い
ひ
かけてお
道みち
と
侶とも
に
尖きつさき
刀
を
並なら
べて
砍きりこ
込
む
勇ゆうふ
婦
の
働はたら
き
譬たと
へ
バ
餓うへ
たる
虎とら
を
もて
群
むらかるひつじ
羊
を
駈か
るごとく
只たゞ
この
両りやうぢよ
女
に
砍きりたて
立
られ
扇あふぎ
が
谷やつ
の
近きんしん
臣
等ら
士しそつ
卒
も
侶とも
に
辟へきえき
易
して
備そなへ
を立るに
遑いとま
もなく
我われ
撃うち
畄とめ
んと
騒どよめく
動
のみ
終つい
に
乱みだ
れ
て
逃にげ
迷まよ
ふ
其その
時とき
くわん
領れい
定さだまさ
正
ハ
薄うすで
痍
に
屈くつ
せぬ
大たいしやう
将
ゆゑ
以いせん
前
の馬に
打うちまたが
跨
り
逃にぐ
る
自みかた
方
を
罵のり
はけませども
崩くづ
れ
立たつ
たる
碎くせ
なれ
バ
爭いかで
か
拄さゝ
ゆる
㕝こと
のな
るべき
雑ぞうへう
兵
等ども
に」
8 誘さそ
はれてみな
逸いちあし
足
を
蹈ふみみだ
乱
しつゝ
逃にぐ
るを
両ふたり
女
ハ
呼よびかけ
彼
〻〳 〵
〻
蓬きた
なし
返かへ
せ
定さだまさ
正
と
言い
ひつゝ
短たんとう
刀
打うちふり
振
〻〳 〵
〻
一ひとまち
町
ばかり
追お
ふほ
どに
何いつ
時
の
間ま
にか
ハ
日ひ
の
暮くれ
て
頃ころ
しも
弥やよひ
生
の
下すゑ
旬
なれ
バ
宵よひやみ
闇
なるに
空そら
さへもかき
曇くも
りたる
雨あめ
催もよ
ひにお
道みち
等ら
二ふたり
女
ハ
便びん
なく
思おも
ヘど
尒さり
とて
少すこ
しも
猶ためら
豫
はず
聲こゑ
をかぎりに
喚よひ
かけつゝ
猶なほ
洩もら
さじと
追お
ふたりける
恁かゝ
る折
おり
しも片
かたへ
辺なる一
ひとむら
叢茂
しげ
りし薮
やぶかげ
蔭より顕
あらは
れ出
いで
たる一
ひとて
手の軍
ぐんぜい
㔟整
ひと
しく
婦おんな
女
武むしや
者
なるが
這これかれ
那
惣すべ
て
廾はたゝ
名
ばかり
前さき
面
に
找すゝ
みし
大たいしやう
将
ハ
歳とし
も
四よそぢ
十才
をこよろぎの
五いそぢ
十才
に
ハ
まだ
程ほど
遠とふ
きが
丈たけ
の
黒くろかみ
髪
押おしきり
切
し
姿すがた
ハ
」
殊しゆしやう
勝
に
見み
ゆれとも
心こゝろ
ハ
猛たけ
き
女おんなますらを
丈夫
准やうゐ
備
の
長なぎなた
刀
脇わきばさ
挾
み
競きそ
ふて
追お
ひ
來く
るお
道みち
等ら
両ふたり
個をさへぎり畄
とゞ
めて一
いちどう
同に鬨
とき
を吐
どつ
とぞ揚
あげ
たりける
再ふたゝ
説ひとく
お
道みち
等ら
両ふたり
個
が
今いま
定さだまさ
正
を
追お
ひ
撃うた
んと
競きそ
ひかゝりし
向むか
ふの
方かた
へ
立たち
あらはれたる
一いつこ
個
の
勇ゆうふ
婦
ハ
稲いなむら
村
か
崎さき
の
女おんなゐんきよ
隠居
 真まゝ
間
の
愛あいき
嬉
と
喚よは
るゝ
第廾六
道みち
を拄
とゞめ
て愛
あいき
嬉一
いつけん
賢を檎
とりこに
す
鞘さや
を返
かへし
て義
ぎちよ
女孝
かうふ
婦に會
くわい
す
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者もの
にて
定さだまさ
正
はじめ
花はな
の
方かた
の
心こゝろ
にも
愜かな
ふをもて
今けふ
日
なん
名
しやうめうじ
寺
の
參さんろう
籠
にさへ
伴ともなは
れしと
知し
られける」
9 當そのとき
下
愛あいき
嬉
ハ
鼡ねづみ
聯りんず
綾
の
小こそで
袖
の
上うゑ
に
玄くろ
色
縮ちりめん
緬
の
袿かいどり
着
したる
其その
侭まゝ
に
裾すそ
小こみじか
短
く
取とり
あげて
綾あや
の
鉢はちまき
卷
結むす
び
〆し
め
白しらえ
柄
の
長なぎなた
刀
脇わき
ばさみてお
道みち
をきつと
白にらまへ
眼
つゝ
澁しぶや
谷
の
乙むすめ
女
道みち
とやら
勿もつたい
なくも
くわんれい
領さまを親
おや
の敵
かたき
の仇
あだびと
人のと身
み
の程
ほど
知し
らぬもほどがある
尒さ
ハ
いへ
和そち
女
が
今いま
の
働はたら
き
乙おとめ
女
に
似にげ
氣
なき
大だいたん
膽
武ぶゆう
勇
若もし
も
今いま
より
心こゝろ
をあ
らため
くわんれい
領
さまへ
かう
參さん
なさ
バ
命いのち
を
助たすく
るのみならず
功こう
によりて
ハ
身み
の
立たつ
やう
愛あいき
嬉
が
犱とりなし
成
爲し
やうほどに
思おも
ひ
なほ
して
かう
參さん
しや
夫それ
ともにま
だ
迷まよ
ひ
覚さめ
ず
ハ
此この
長なぎなた
刀
の
切きれあぢ
味
を
見み
せてさまさせんと
言い
はれてお
道みち
ハ
愠いか
りに得
え
堪たへ
ず疾
にらまへ
視」つめたる必
ひつし
死の覚
かくご
悟に太
たち
刀取
と
り直
なほ
して些
ちつ
とも撓
たゆ
ま
ずさて
ハ
其そなた
方
が
聞きゝおよ
及
びし
真まゝ
間
の
愛あいき
嬉
でありけるよな
耳みゝ
穢けが
らはしき
かう
參さん
呼よば
はり
差さしで
出
て
怪けが
我
を
爲し
様やう
より
道みち
をひらいて
敏とく
通とふ
しや
夫それ
ともた
つて
拄さゝ
ゆるなら
先まつ
其そなた
方
から
一ひとうち
討
にと
言い
ひつゝ
找すゝ
む
不ふてき
敵
の
廣くわう
言げん
憎にく
さ
も
憎にく
しと
愛あいき
嬉
に
従したが
ふ
惴はや
りに
惴はや
りし
婦おんな
女
武むしや
者
各てに〴〵
手
得えもの
物
を
引ひつさげ
提
〻〳 〵
〻
ヤツト
被かけ
たる諸
もろこゑ
聲と倶
とも
に整
ひとし
く衝
つき
ひらめかす鎗
やり
長なぎなた
刀を後
あとさき
前に飛
とびこえ
越反
はねこゑ
越ひるま
ず撓
たゆ
まずお友
とも
と侶
とも
に聲
こゑ
掛かけ
合あ
ふて右
みぎ
にうけ又
また
左ひだ
りに流
なが
す至
しめう
妙の働
はたら
き當
あた
るに
前まへ
なく
目またゝく
瞬
間ひま
に
六ろく
七しち
個にん
矢や
庭にわ
に
命いのち
を
隕おと
しつゝ
遺のこ
るも」
10 痛いた
痍で
を
負お
はぬ
ハ
なく
忽たちまち
地
溌はつ
と
乱みだ
れ
立たつ
を
両ふたり
女
ハ
得え
たりとます〳〵
找すゝ
み
愛あいき
嬉
を
目め
掛がけ
て撃
うつ
て掛
かゝ
る折
をり
もこそあれ定
さたまさ
正の近
きんしん
臣雑
ぞうしき
色打
うちつれ
連て時
しぶん
分を計
はか
りかへ
し來
き
つ准
よう
備い
の松
たいまつ
明打
うちふり
振打
うちふり
振推
おつとり
捕稠
こめ
て洩
もら
さじと力
ちから
を合
あは
せて戦
たゝか
ふほどに
お
道みち
お
友とも
の
両りやうゆうふ
勇婦
もいよ〳〵
心こゝろ
を
励はげ
まして
必ひつし
死
の
働はたら
き
撓たゆ
むにあら
ねど
嚮さき
に
洲すさき
﨑
の
松まつばら
原
より
今いま
にいたりて
一ひとゝき
牌
あまり
戟
ふんげき
突とつせん
戦
間ひま
なき
のみか
後つゝ く
詰
自みかた
方
のあるにもあらで
僅わづか
に
主しゆう〴〵
従
 両ふたり
女
なれ
バ
流さすが
石
女をなご
子
の
氣きづか
労
れして
乱みだ
るゝ
足あし
を
踏ふみ
しめ〳〵
戦たゝか
ひ
危あや
ふく
視み
へにける
浩かゝ
る
所ところ
に
片かたへ
辺
なる
芒すゝきをざゝ
小笹
の
茂しげ
みより
吐どつ
と」
揚あげ
たる
鬨とき
の
聲こゑ
と
侶とも
に
射ゐ
出いだ
す
多あまた
数
の
征そや
箭
に
扇あふき
が
谷やつ
の
雜ぞうしき
色
等ら
ハ
射ゐ
られて
矢や
庭にわ
に
五ごろく
六
人にん
おなじ
枕まくら
に
仆たふ
るゝ
にぞ
伏ふせせい
㔟
ありと
思おも
ひにけれ
バ
駭おどろ
き
騒さわ
ぐをお
道みち
等ら
ハ
計はか
らぬ
援たすけ
兵
に
力ちから
を
得え
て
尖きつさき
刀
するどく
戦たゝか
ふたり
案そのとき
下
那かなた
方
の
笹さゝはら
原
より
顕あらは
れ
出いで
たる
四よたり
個
の
美たをやめ
婦
持もち
たる
弓ゆみや
箭
をからりと
投なげ
捨すて
准やうい
備
の
短たんとう
刀
打うちふり
振
ながら
扇あふぎ
か
谷やつ
の
多たせい
勢
の
中なか
へ
面おもて
もふらず
砍きり
入い
る
ハ
是これすなはち
則
  別べつじん
人
ならずお
梅うめ
青あをやぎ
栁
八やつしろ
代
お
安やす
の
四し
賢けんぢよ
女
にてぞ
有あり
にける
恁かく
てお
梅うめ
等ら
の
四し
賢けんぢよ
女
ハ
四しはう
方
八はちめん
面
に
砍きり
まは
りてお
道みち
に
力ちから
を
合あは
する ぞ
愛あいき
嬉
ハ
是これら
等
の
様やうす
子
を
視み
て
自てのもの
方
をひそか
に」
11 招まね
きて
縡こと
如しか
此
〻〳 〵
〻
と
秘ひ
計けい
をしめし
五いつたり
名
ばかりを
忍しの
はせて
其その
身み
ハ
猶なほ
も
諸しよぐん
軍
に
先さきだち
立
士しそつ
卒
等ら
を
罵のりはげ
励
ましつゝ
那あれ
討うつと
捕
れよ
逃のが
すなと
嚴きび
しく
下げち
知
をなす
程ほど
に
多たせい
勢
を
憑たの
む
小しやうそつ
卒
等ら
入いりみだ
乱
れまた
立たちかは
代
りて
頻しき
りに
挑いど
み
戦たゝか
ふものから宵
闇やみ
なるに
炬たいまつ
さへ
打うちおと
落
されし
㕝こと
なれ
バ
敵てき
味みかた
方
の
弁わきま
へ
なく
心こゝろ
ならずも
同どし
士
撃うち
して
空あだ
に
命いのち
を
隕おと
すもあり
尒され
バ
お
梅うめ
等ら
四し
賢けんぢよ
女
も
於お
道みち
お
友とも
の
両りやうゆうふ
勇婦
も
東あち
方
西こち
方
と
走はせ
めぐ
りて
別わかれ〳〵
々
になりしかども
些ちつ
と
もひるむ氣
けしき
色なく千
せんべん
変万
ばんくわ
化の秘
ひじゆつ
術を尽
つく
し
嘖
おめきさけん
で撃
うちあひ
合突
つきあひ
合頻
しき
りに捷
かつ
に
乗の
るほどに
扇あふぎ
が
谷やつ
の
軍くんびやうら
兵等
ハ
この」
勢いきほ
ひに
碎へきゑき
易
して
つゐ
にこらへず
皆みな
諸もろとも
侶
に
人ひと
碎ひやく
撲うつ
てぞ
崩くづ
れしか
バ
六むたり
個
の
勇ゆうふ
婦
ハ
いよ〳〵
找すゝ
みてお
梅うめ
八やつしろ
代
お
友とも
の
三みたり
個
ハ
扇あふぎ
が
谷やつ
の
近きんしん
臣
等ら
を
追お
ひ
撃うた
んと
走はせゆけ
行
バ
青あをやぎ
栁
お
道みち
の
二に
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『貞操婦女八賢誌』
賢けんぢよ
女
ハ
愛あいき
嬉
を追ひつゝ
二ふたまち
町
三みまち
町
或ある
ひ
ハ
四し
五こ
町
五ご
六ろく
町ちやう
よき
程ほど
に
追お
ひ
捨すて
て
定さだまさ
正
をもらせしうゑ
ハ
尒さ
のみ
戦たゝか
ひを
好この
むにあらね
バ
早はや
くも
迹あと
を
瞞くら
ましつ
己おの
が
隨まに〳〵
意
退しりぞ
きける
其その
中なか
にお
安やす
一ひとり
個
ハ
始はじ
めよりして
衆しゆう
に
先さきだち
立
敵てき
の
迯にぐ
るを
追お
ふほどにあやめもわかぬ
闇やみ
なれ
バ
十とまち
町
あまりも
來き
しと
思おも
ふに
敵てき
ハ
早はや
くも
落おちうせ
失
たりけん
四あたり
辺
に
近ちか
き
人ひとおと
音
なけれ
バ
了つゐ
に
望のぞ
みを
うしなふて
残のこ
り
惜お
し
氣げ
に
彳たゝず
み
居ゐ
しが
斯かく
て」
12 止やむ
べきにあらざれ
バ
元もと
來き
し
道みち
へと
踵きびす
を
めぐ
らし
豫かね
て
約やく
せし
瀬せと
戸
村むら
をこゝろざしつゝ
行ゆく
折おり
し
も
思おも
ひがけなき
薮やぶかげ
蔭
より
ヤツト
掛かけ
たる
聲こゑ
と
侶とも
に
投なげいだ
出
したる
鍵かぎなわ
縄
に
引ひき
かへされて
仆たふ
るれ
バ
忽たちまち
地
出いづ
る
多あまた
數
の
夥くみこ
兵
おりかさなりつゝお
安やす
をお
さへ
終つい
に
縄なわ
をぞ
掛かけ
たりける
可あはれむべし
憐
お
安やす
が
薄はくめい
命
此この
末すゑ
憂うきめ
目
にあふや
否いな
や
今いま
這こ
ゝ
にしも
説とき
尽つく
さず
开そ
ハ
後のち
の
めぐ
りに
委くわ
しからん
閑あだしごとハさておき
話休題
つお
道みち
ハ
計はか
らず
援たすけ
兵
を
得え
て
難なん
なく
敵てき
を
追お
ひしりぞけつ
一ひとまづ
旦
爰こゝ
を
立たちのひ
退
て
折おり
を
見みあは
合
せ
定さだまさ
正
を
撃うつ
て
夲ほんゐ
意
を
遂とげ
なんと
思おも
ふものからお
友とも
にさへ
別わか
れて
行ゆくゑ
衛
の
知し
れざれ
バ
はや
此このところ
所
を
落おちうせ
失
しが
若もし
撃うた
れしかと
右と
つ
左おひ
つ
思し
」
按あん
に
首かうべ
を
傾かたむ
けても
如によほう
方
暗あんや
夜
の
㕝こと
なれ
バ
尋たづ
ねんとする
便たより
もなく
其その
うゑ
放うつ
心
〻〳 〵
〻
此こゝ ら
辺
に
居ゐ
て
扇あふぎ
が
谷やつ
の
大たいぐん
軍
の
再ふたゝび
度
おし
よ
せ
來きた
りな
バ
戦たゝか
ひ
労つか
れし
身み
ひとつ
も
〔こたび〕
て
こ這
だ
ひ
ハ
防ふせ
ぎとめ
難がた
し
今いま
定さだまさ
正
を
撃うち
得え
ぬのみか
此この
身み
をさへに失
うしな
はゞ智
ち
なき者
もの
とや笑
わらは
れん時
とき
を俟
まつ
こそよからめと肚
はら
に問
と
ひ
肚はら
に
応こた
へて
案あんない
内
知し
つたる
道みち
なれ
バ
闇やみ
にも
迷まよ
はず
徐しづ〳〵
々
と
瀬せと
戸
河がはら
原
なる
隱かくれが
家を目
めあて
當に道
みち
を急
いそ
ぎつゝはや程
ほど
近ちか
き明
みやうじん
神の杜
もり
の這
こなた
方に來
き
し折
おり
しも
迹あと
より
窺うかゞ
ふ
曲くせもの
者
あり。とも
知し
らずして
行ゆきすぐ
過
るを
那かの
曲くせもの
者
ハ
すかし
見み
て
お
道みち
のさしたる
短たんとう
刀
の
鐺こじり
をしつかと
握にぎ
りとめ」
13 氷ひ
川かわ
の
神しんしよく
職
  澁しぶや
谷
が
處むすめ
女
何いづ
れへ
迯にぐ
るか
マア
待ま
ちやと
言い
はれてお
道みち
ハ
些ちつ
とも
騒さわ
がず
静しづか
に
後あとべ
方
を
見み
かへりて
誰たれ
か
ハ
知し
らぬが
入い
らざる
腕うでだて
立
出ですぎ
過
て
後こうくわい
悔
せぬ
様やう
に
其そこ
所
放はな
しやいのと
言い
ひつゝも
身み
をひねつて
振ふり
ほどくを
曲くせもの
者
ハ
猶なほ
放はな
さじと
鐺こじり
を
握にぎ
りし
其その
侭まゝ
にて
些ちつ
とも
動うご
かぬ
大だいりき
力
にお
道みち
ハ
駭おどろ
き
且かつ
怒いか
りて
 
ヱイヤ
と
引ひけ
バ
ヱイヤ
と
引ひ
くはづみにお
道みち
の
短たんとう
刀
ハ
差さし
たるまゝにすらり
と
拔ぬ
けてお
道みち
ハ
前まへ
へ
曲くせもの
者
ハ
鞘さや
を
片かたて
手
に
握にぎ
りしまゝ
後うしろ
の
方かた
へたぢ〳〵
と
二ふたあし
足
三みあし
足
よろめくを
得え
たりとお
道みち
ハ
此この
間ひま
に
片かたへ
辺
の
小おぐさ
草
に
身み
を
隱かく
し
其その
侭まゝ
行ゆくゑ
衛
ハ
知し
れずなりぬ其
その
時とき
 件くだん
の曲
くせもの
者
ハ
」【挿絵第八図】
」
14」
最いと
夲ほゐ
意
なげに
彳たゝず
みて
跡あと
見みおく
送
りつゝ
數あまたゝび
多
嘆たんそく
息
してぞ
居ゐ
たりしが
心こゝろ
にそれと
点うなづき
頭
て
瀬せと
戸
の
方かた
へと
走はし
りゆく
前そハおきて
話
不こゝにまた
題
武むさし
藏
の
國くに
久くらき
良岐
郡ごふり
金かなざわ
澤
なる
瀬せと
戸
村むら
の
片かたほと
辺
りに
藁わら
の
一ひとむね
棟
最いと
低ひき
く
〔ひくき〕
古ふる
びし
杉すぎ
の
生いけがき
垣
にからげ
付つけ
たる
枝しをり
折
戸ど
ハ
浮うきよ
世
に
不わびし
楽
隱か 〔く〕 れが
家
と
言い
はでも
知し
れし
住すまゐ
居
なり
折おり
しもあれ
那かの
お
道みち
ハ
曲くせもの
者
と
挑いど
みしとき
習なら
ひ
覚おぼ
えし
術じゆつ
をもて
其その
塲ば
を
遁のが
れ
去さ
りつゝも
稍やゝ
此この
 庵いほり
に
來き
しほとに
四あたり
辺
見み
まはし
枝しをり
折
戸ど
を
卒そと
度
おし
明あけ
つゝ
内うち
に
入い
りて
勝かつて
手
おぼへし
㕝こと
なれ
バ
暗くら
きにまよはずかゝぐり〳〵
火ひ
桶おけ
の
側そば
へ
這は
ひ
よ
りて
火ひばし
箸
の
先さき
もて
埋うづみび
火
を」
15 掘ほ
り
出いだ
しつゝ
附つけぎ
木
にうつして
先まづ
燈ともしび
火
を
照てら
し
置お
き
懐ふところ
よりして
父ちゝ
典てんぜん
膳
の
位ゐはい
牌
を
取と
り
出だ
し
佛ぶつだん
檀
へうや
〳〵しく
備そな
へつゝ
遥はる
か
下さが
つて
手て
をつかへ
モシ
父ちゝうへ
上
さま
嘸さぞ
御ご
旡むねん
念
でご
ざんせう其
その
御ご
旡むねん
念がはらしたさに千
せんしん
辛万
ばん
苦く
に月
つき
日ひ
を經
へ
て今
けふ
日といふ
今けふ
日定
さだまさ
正を計
はか
りおふせて一
ひとうち
撃にと思
おも
ひし㕝
こと
も奈
なまよみ
末與美の腕
うで
の乱
みだ
れに
― 60 ― （ 60 ）
思おも
はずも
聊
いさゝか
痍てきず
疵
を
負おは
せしのみにて
不ふかく
覚
をとりし
口くちおし
惜
さ
夫それ
のみな
らず
片かたうで
腕
とも
憑たの
みしお
友とも
ハ
行ゆくゑ
衛
知し
れず
今いま
まで
此この
家や
へ
帰かへ
らぬ
ハ
若もし
乱らんぐん
軍
の
中うち
にしも
可あたら
惜
 命いのち
を
隕おと
せしか
心こゝろ
がゝり
ハ
夫それ
のみならで
最さいぜん
前
數あまた
多
の
兵へいし
士
等ら
に
捕とり
圍かこ
まれてお
友とも
と
二ふたり
個
既すで
に」
戦たゝか
ひ
労つか
れしか
バ
危あや
ふかりし
を
倖さいは
いに
援たす
けられたる
四よにん
個
の
女ぢよちう
中
何いづこ
所
の
人ひと
ぞと
問と
ひもせず
禮れい
さへ
言い
はれぬ
必ひつし
死
の
塲ばしよ
所
ゆゑ
つい
にそ
侭まゝ
別わか
れしが
奈いかに
何
なりけん
氣き
掛がゝ
り
なと
言い
ひつゝ
外そとも
面
を
見み
やりつゝほろりとこぼす
一いつてき
雫
の
涙なみだ
に
實まこと
情
あ
らはるゝ
孝かうぢよ
女
の
心こゝろ
を
哀あは
れとも
知し
る
人ひと
ぞなき
一ひとつや
家
に
縡こと
訪と
ふ
ハ
只たゞ
松まつかぜ
風
のみ
最いと
物ものすご
凄
く
更ふけ
渡わた
る
其その
時とき
お
道みち
ハ
父ちゝ
の
位ゐはい
牌
と
腰こし
に
結むす
びし
錦にしき
の
籏はた
を
倶とも
に
佛ぶつだん
壇の中
うち
に納
おさ
めて嚮
さき
より片
かたへ
辺に置
おき
たりし鞘
さや
なき短
たんとう
刀を手
て
に取
と
り上
あ
げ
つく〴〵
見み
つゝ
訝いぶか
し
氣げ
に
⃝合がてん
点
のゆかぬ
ハ
さ先
つ
きの
曲くせもの
者
暗くら
き
夜よ
なれ
バ
夫それ
ぞともたしかに
姿すがた
ハ
見み
とめねど
婦おんな
女
に
似にげ
氣
なき」
16 不ふてき
敵
者もの
ゆゑ
那かれ
を
相あいて
手
に
間ひま
取ど
りて
大たいぐん
軍
再ふたゝび
度
よ
せ
來きた
ら
ハ
その
時とき
こそ
ハ
防ふせ
ぎがたし
大だいじ
㕝
の
前まへ
の
小しやうじ
㕝
ぞと
思おも
ふて
其その
塲ば
ハ
遁のが
れしかども
父ちゝうへ
上
さまの
遣かたみ
物
ぞと
片かたとき
時
放はな
さぬ
短たんとう
刀
のと
言い
ふ
時とき
那かなた
方
の
垣かきま
間
より
⃝其その
鞘さや
是これ
にござんすと
言い
ひつゝ
立たち
出で
る一
ひとり
個の乙
おとめ
女おめたる色
いろ
なく枝
しおり
折戸
ど
を明
あけ
て毋
おもや
屋の椽
えんがは
側へ找
すゝ
み登
のぼ
るをお
道みち
ハ
見み
つゝ
打うちおどろ
駭
きしが
又また
更さら
に
處おとめ
女
の
顔かほ
を
熟つら〳〵み
視
て
⃝其そなた
方
ハ
最さいぜん
前
 明みやうじん
神
の
杜もり
で
出であ
合
ひし
曲くせもの
者
ならずや
嚮さき
の
手てなみ
並
に
懲こり
もせで
爰こゝ
まで
來き
し
ハ
夏なつむし
䖝
の
火ひ
に
よ
るより
果はか
敢
なきを
知し
らで
命いのち
を
捨すて
に
來き
しか
卒いざ
手て
の
内うち
を知
し
らせんと言
い
ひつゝ苛
いらつ
急て撃
うた
んと」找
すゝ
むを拄
とり
とゞめたる腕
かいな
と侶
とも
に
這こなた
方
ハ
速はや
くも
聲こゑ
をかけ
⃝
マア
待また
しやんせお
道みち
さん
吾わたし
㑪
が
此こゝ
所
へ
參まゐ
つ
【挿絵第八図】青あをやぎ
栁再
ふたゝ
びお道
みち
を試
ため
す
― 61 ―（ 61 ）
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たも
種いろ〳〵
々
深ふか
い
子しさい
細
ある
事こと
先まづ
其その
 刃やいば
をおさめてよと
言い
はれてお
道みち
ハ
訝いぶ
かしながら
先まづ
短たんとう
刀
を
片かたへ
辺
に
置お
き
處おとめ
女
の
顔かほ
を
右とみ
視
左かうみ
視
て
⃝合がてん
点
の
行ゆか
ぬ
今いま
の
言ことば
話
吾わたし
㑪
の
名な
まで
知し
つたる
和そち
女
ハ
⃝
サア
其その
不ふしん
審
ハ
道だうり
理
ながら
吾わたし
㑪
ハ
お
前まへ
と
宿しゆくいん
因
ある
菊きくさか
坂
小ころく
六
の
娘むすめ
 青あをやぎ
栁
定さだ
めて
覚おぼ
へがござんせう
厺いぬ
る
七ふづき
月の念
すゑ
の五
いつか
日その日
ひ
も丁
ちやうど
度霄
よひやみ
闇の星
ほし
さへ暗
くら
き雨
あまそら
空に圖
まるつかやま
塚山の藪
やぶかげ
蔭
にてお
袖そで
さん
必ひつし
死
の
難なん
をと
言い
へ
バ
お
道みち
も
打うち
 頷うなづ
き
⃝計はか
らず
助たす
けて
きやうだい
の
名なのり
乗
をしたる
吾わたし
㑪
の
嬉うれ
しさ
⃝ 迭たがひ
に」
17 積つも
るお
的はなし
話
に
親しんみ
身
の
実まこと
情
ハ
見み
へながら
邂たまさか
逅
會あ
ふた
いも
公とご
の
願ね 〔が〕
ひも
愜かな
へず
錦にしき
の
籏はた
を
手てづる
蔓
に
敵かたき
へ
近ちか
よ
つて
親おやご
公
の
仇あた
を
報むく
はんと
ハ
寔まこと
に
得え
がたい
孝かうぢよ
女
の
操みさほ
 ⃝其その
折をり
後うしろ
方
に
聞きく
人ひと
のありとも
知し
らね
バ
身み
のうゑの
一いちぶ
伍
一しゞ う
什
を
物もの
がたる
時とき
しも
片かたへ
辺
に
仆たふ
れたる
痍ておひ
負
の
あく
女ぢよ
が
窺うかゞ
ひ
よ
り
吾わたし
㑪
の
所しよぢ
持
なす
御み
籏はた
を
バ
取と
る
を
遣や
らじと
爭あらそ
ふうち
御み
籏はた
ハ
さつと
引ひき
解ほど
け
⃝現あら
はれ
出いで
たる
雲くも
に
龍りやう
夜よめ
目
にも
夫それ
と
視み
しゆゑに
取と
りかへさんと
思おも
ヘどもあやなき
闇やみ
に
途ど
をう
しなひ
⃝爭あらそ
ふはづみに
突つき
あたり
可かわい
憐
や
いもと
ハ
深みたに
谷
の
底そこ
へ
落おち
て
行ゆくゑ
衛
ハ
しら〴〵とはや
明あけ
近ちか
き
月つきしろ
代
に
⃝顔かほ
見み
合あは
せて
這こなた
方
」より
名な
乗のり
掛かけ
んと
思おも
ふうち
不ふしぎ
思義
の
術じゆつ
にお
前まへ
の
姿すがた
夲ほゐ
意
なく
其その
塲ば
で
見みうしな
失
ひ
残のこ
り
惜お
しさを
今いま
爰こゝ
で
再めぐりあひ
會
しもつきせぬ
竒きゑん
縁
⃝そんなら
最さいぜん
前
 明みやうじん
神
の
杜もり
で
出であい
會
し
曲くせもの
者
も
⃝やつはり
吾わたし
㑪
が
戯たはむ
れにお
前まへ
の
心こゝろ
をひき
見み
るため
⃝そふと
ハ
知し
らず
今いま
までも
心こゝろ
にかゝりし
短たんとう
刀
の
⃝鞘さや
ハ
爰こゝ
にと
青あをやぎ
栁
が
懐ふところ
よりして
取と
り
出いだ
すを
ハ
道みち
ハ
受うけとり
取
完につこり
尒
と
迭たが
ひに
笑わら
ふ
美びじん
人
と
美びじん
人
猶なほ
這この
めぐり
ハ
長なが
けれども
此この
巻まき
にしも
説とき
尽つく
されね
ハ
斯しばらく
須
爰こゝ
に
筆ふで
をとゞむ
开そ
ハ
又また
 後かうくわい
に
分ときわくる
解
を
听きゝ
ねかし
貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三
さんしう
輯巻
まき
之の
四
了
」
18
貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三
さんしふ
輯巻
まき
之の
五
 
東都
　
狂訓𠅘主人編次
當そのとき
下
這こゝ
所
へ
來き
かゝる
ハ
いとも
怪あや
しき
一ひとり
個
の
修しゆぎやうじや
行者
鼡ねづみもめん
木綿
の
單ひとへぎぬ
衣
の
裾すそ
小こみじか
短
く
取と
りあげておなじ
色いろ
なる
脚きやはん
半
甲かうかけ
掛
藺いをり
織
笠がさ
もて
面おもて
を
隱かく
し
鮮さゝ
やかなる
笈おひ
を
背せおひ
負
て
折おり
戸ど
のほとりに
身み
を
よ
せつゝ
裡うち
面
の
様やうす
子
を
窺うかゞ
ふに
今いま
青あをやぎ
栁
とお
道みち
との
問もんどう
荅
ほのかに
聞きこ
へしか
バ
駭おどろ
きながらも
左さう
右
なく入
い
らず竊
ぬきあし
足しつゝ近
ちか
」
よ
りて椽
えんがわ
側の這
こなた
方なる生
いけがき
垣の間
ま
に身
み
をひ
そめ
猶なほ
も
様やうす
子
を
聞きい
て
居お
り
裡うち
面
に
ハ
二ふたり
個
が
夫それ
ぞとも
神かみ
ならぬ
身み
の
知し
る
よしなけれ
バ
お
道みち
ハ
短たんとう
刀
の
鞘さや
を
受うけと
取
り
先まづ
其その
刃やいば
をおさめつゝ
心こゝろ
あり
げなお
前まへ
の
言ことば
話
然され
どもお
前まへ
と
吾わたし
㑪
と
ハ
聊
いさゝか
由ゆかり
縁
のありとも
知し
らで
况まし
て
過すぐせ
世
の
縁ゑん
ありと
ハ
心こゝろえ
得
がたきお
前まへ
のお
的はなし
話
是これ
に
ハ
何なん
ぞ
子しさい
細
あ
らん
奈いかに
何
〻〳 〵
〻
と
うら
問とへ
バ
青あをやぎ
栁
完につこ
尒
と
打うち
笑ゑみ
て
其その
 うたが
ひ
ハ
尒さ
る
㕝こと
ながらお
前まへ
も
覚おぼ
へてござんせう
思おも
ひ
出いだ
せ
ハ
去こぞ
年
の
秋あき
 所ところ
も
戸とだ
田
の
川かはふね
舩
でお
前まへ
ハ
神みこ
子
さん
吾わたし
㑪
ハ
順じゆんれい
禮
 鈍おぞ
くも
老おうな
女
に
欺あざむ
かれ
不ふかく
覚
の
綁なはめ
縛
に
引ひか
るゝ
道みち
お
前まへ
ハ
不ふしぎ
思義
の
妙みやうじゆつ
術
にて
逃のが
れし
跡あと
ハ
吾わたし
㑪
」
1 ひとり
奈いか
何
なる
憂うきめ
目
に
第廾七
佛ぶつえん
縁を現
あらは
して青
あをやぎ
栁一
いつけん
賢を説
と
く
夥くみこ
兵を刺
さ
して阿
お
力りき
義ぎちう
忠を誼
の
ぶ
― 62 ― （ 62 ）
逢あ
ふ
㕝こと
かと
思おも
ひの
外ほか
に
計はか
らずも
引ひか
るゝ
先さき
ハ
神かには
宮
なる
那かの
藪さうちうざん
中山
満まんぐわじ
化寺
にてお
斉さい
の
尼あま
に
見げんざん
參
なし
始はじめ
て
聞きゝ
し
過すぐせ
世
の
因いんえん
緣
其その
子しさい
細
ハ
他ほか
ならず
去いぬ
る
長ちやうろくはじめ
録初
の
とし
豊としま
嶋
の
家いへ
に
内ないらん
乱
起おこ
り
奸かんしん
臣
了つい
に
時とき
を
得え
て
國こくか
家
をさへに
横わうりやう
領なし剰
あまさ
へお家
いへ
の正
しやうとう
統なる光
みつひめ
姫さま
始はじめ
路みち
姫ひめ
に作
つく
りし
ハ
誤あやま
り
なり以
いご
後惣
すべ
て光
みつひめ
姫に作
つく
る
 と鳩
はとわか
若さま
を
殺せつがい
害
なさんと
計はか
りしを
光みつひめ
姫
さまの
乳めのと
毋
なる
浅あさえ
江
と
喚よば
れし
忠ちうぎ
義
の
女ぢよちう
中
速はや
くも
其その
機き
を
推すゐ
せしか
バ
密ひそか
に
両ふたきみ
君
光みつひめ
姫
鳩はとわか
若
伴ともな
ひて
武むさし
藏
下しもふさ
総
の
間あいだ
に
忍しの
ばせ
其その
身み
ハ
自みづか
ら
尼あま
となりお
斉さい
の
此びく
丘
と
法ほうみやう
名
なし
躍おどりねぶつ
念佛
に
㕝こと
よ
せて
再ふたゝ
び
豊と
」
嶋しま
家け
興かうりう
立
の
自み
方かた
を
集あつむ
る
今いま
最さいちう
中
お
斉さい
の
尼あま
となられし
事こと
只たゞ
此この
一いちじやう
條
のみならず
其その
昔むかし
豊としまけ
嶋家
にて
一いちぼく
木
を
以もつ
て
八はつたい
體
を
作つく
りなしたる
み
陀だ
佛ぶつ
あり
信しんがう
仰
殊こと
に
厚あつ
かりしに
豊と
嶋しま
家け
内ないらん
乱
の
時とき
に
臨のぞ
みて
忽こつぜん
然
として
失うせ
た
りき
不ふしぎ
思義
といふ
ハ
是これ
のみならでお
斉さい
の
尼あま
の
仮かり
寐ね
の
夢ゆめ
に
彼かの
八はつたい
體
の
阿あみだ
弥陀
佛ぶつ
現げんぜん
然
と
立たち
給ひ
汝なんぢ
豊としまけ
嶋家
再さいかう
興
の
赤まごゝろ
心
 尤もつと
も
賞しやう
すべし
吾わか
八はつたい
體
も
豊としまけ
嶋家に深
ふか
き因
ちなみ
のあるをもて當
たう
家け
の衰
すいぼう
亡を見
み
るに忍
しの
ひず須
しばらく
臾佛
ぶつしん
身を
ひるがへし人
にんげんかい
間界に生
しやう
をなし八
やたり
個の乙
おとめ
女と化
けゞ ん
現して當
たう
家け
再さいかう
興の力
ちから
を
尽つく
さんゆめ〳〵
うたが
ふ
㕝こと
なかれと
宣のたま
ふ
程ほど
に」
2 夢ゆめ
覚さめ
たり
夫それ
よりしてお
斉さい
の
尼あま
ハ
いよゝます〳〵
佛ぶつおん
恩
の
辱
かたじけなき
を
思おも
ふをもて
道だうとく
德
堅けん
固ご
の
尼に
僧そう
となり
爭いか
で
件くだん
の
八はつけんぢよ
賢女
を
尋たづ
ね
出いだ
して
自みかた
方
となし
豊と
嶋しま
の
家いへ
を
再さいこう
興
せ
んと
豫かね
て
自じ
得とく
の
神かんうら
占
にて
種さま〴〵
々
在ありか
所
を
卜うらな
ひしにいまだ
時じ
運うん
の
到いた
らね
バ
八はちにん
個
爰こゝ
に
倶ぐ
足そく
せねども
一ひとき
木
をもつて
造つく
りたる
み
陀だ
の
化けしん
身
である
ものを
迭たが
ひに
親おや
ハ
異かは
るとも
過すぐ
世せ
を
言い
はゞ
きやうだい
同とうぜん
然
やが
て
八はつけん
賢
倶ぐ
足そく
し
て心
こゝろ
を一
ひと
ッに當
たう
家け
を佐
たすけ
ん和
そなた
女も豊
としま
嶋に由
ゆかり
緒ある丸
まるつか
塚殿
どの
の浪
ろうにん
人の處
むすめ
女
のみか
ハ
八はちにん
個
の
一ひとり
個
と
喚よば
るゝ
上うへ
から
ハ
今いま
より
八やたり
個
の
在ありか
家
をもとめ
一ひとひ
日
もはやく
豊としま
嶋
家け
を
再ふたゝ
び」
興おこ
す
計
はかりこと
呉くれ〴〵
々
憑たの
む
ハ
此この
㕝こと
なり
又また
彼かの
捕とら
へし
田ゐなか
舎
神みこ
女
もおなじ
賢けんぢよ
女
の
一ひとり
個
なれども
那かれ
ハ
心こゝろ
に
願ねが
ひあれ
バ
竒きじゆつ
術
を
以もつ
て
遁のが
れしならん
尒さ
れども
因ゐん
あり
縁えん
あれ
バ
再さいくわい
會
ハ
猶なほ
遠とふ
からじと
最い 〔と〕
委こまやか
細
なる
尼あまぎみ
君
の
仰おふせ
に
駭おどろ
く
此この
身み
の
素すじやう
性
今いま
佛ぶつえん
緣
を
身み
にうけて
其その
名な
の
爰こゝ
に
知し
れたる
者もの
お
前まへ
と
吾わたし
㑪
のみならずまだ
此この
他ほか
に
三みたり
個
あり
其その
一ひとり
個
ハ
お
前まへ
の
妹いもとこ
公
お
袖そで
さんの
結ゆひなづけ
髪
 梅うめ
太たらう
郎
と
ハ
仮かり
の
名な
にて
實まこと
情
ハ
豊としま
嶋
の
忠ちうしん
臣
なりし
神かには
宮
秀しうさい
齊
の
處むすめ
女
お
梅うめ
次つぎ
ハ
八やつしろ
代
次つぎ
ハ
お
安やす
と
一ひとり
個
〻〳 〵
〻
の
身み
の
うゑと
其その
身み
の
㕝こと
さへ
取とり
まぜて
一いちぶ
伍
一しゞ う
什
を
如かう
此
〻〳 〵
〻
と
㕝こと
落おち
もなく
物ものかた
語
れ
バ
」
3 お
道みち
ハ
倩
つら〳〵
聞きゝ
了おはり
て
思おも
はず
小こひざ
膝
をはたと
打う
ち
偖さて
ハ
日いつぞや
外
戸とだ
田
川がは
の小
こぶね
舩で逢
あ
ひしもお前
まへ
にて那
あの
とき
あく
婦ふ
とおもひたる彼
かの
舩ふなおさ
長も尼
あまぎみ
君の
やつぱり
私わたしら
等
二ふたり
個
を
バ
誘いざな
はんとの
㕝こと
なりしかとも
知し
らざれ
バ
願ねが
ひ
ある
此この
身み
を
賊ぞくしゆ
手
に
囚とら
はれて
ハ
思おも
ひ
立たち
たる
仇あたうち
討
の
其その
  宿しゆくぐわん
願
も
愜かな
はね
バ
竒きじゆつ
術をもつて身
み
を遁
のが
れしが今
いま
のお前
まへ
のお的
はなし
話ではじめて知
し
つた吾
わたし
㑪
の
身み
のうへ
恁かく
まで
勝すぐ
れし
人ひと〴〵
々
に
過すぐせ
世
の
緣えん
のあらんと
ハ
計はか
らざりける
今こよひ
霄
の
嬉うれ
しさ
夫それ
にて
思おも
ひ
合あは
すれ
バ
心こゝろあた
當
りがござんすと
那かの
のお
友とも
より
聞きゝ
たりし片
かたせ
瀬川
がは
にての縡
こと
の來
もとすへ
由其
そのとき
時御
みはた
旗を」奪
うば
ひし事
こと
夫それ
よりしてお
理りき
喜
ハ
お
梅うめ
等ら
三みたり
個
を
賢すぐれびと
婦
ぞと
思おも
ふをもて
會あふ
て
自みかた
方
に
憑たの
まんと
跡あと
を
慕した
ふて
行ゆき
しのみ
今けふ
日
まで
音おとづれ
信
のなかりし
事こと
またお
道みち
ハ
錦にしき
の
旗はた
の
再ふたゝ
び
手て
に入
い
る㕝
こと
を得
え
てお友
とも
と計
はか
りて定
さだまさ
正を覘
ねら
ひ撃
うた
んとせしほどに思
おも
はずも
腕かいな
の
乱みだ
れにはからぬ
不ふかく
覚
を
取と
りたりしに
又また
計はか
らざる
援たすけ
を
得え
て
今いま
爰こゝ
― 63 ―（ 63 ）
『貞操婦女八賢誌』
に
及およ
びし
㕝こと
まで
縡こと
如しか
此
〻〳 〵
〻
と
報つぐる
知
にぞ
青あをやぎ
栁
ハ
聞きくごと
毎
にあるひ
ハ
駭おどろ
き
又また
ハ
感かん
じて
頻しきり
に
膝ひざ
をすゝめける
其その
時とき
お
道みち
ハ
佛ぶつだん
檀
より
以いぜん
前
の
御みはた
籏
を
取とりいだ
出
して貌
かた
ちをあらため言
ことば
話を正
たゞ
し寔
まごと
に得
え
がたい今
こよひ
霄のお的
はなし
話假
たとへ
令過
すぐ
」
4 
世せ
の因
ゐんえん
緣なくとも恁
かく
まで義
ぎ
ある賢
けんぢよ
女等
ら
を知
し
らで御
みはた
籏をしば〳〵奪
うば
ひ
物ものおも
思
はせしのみならずお
前まへ
とさへも
両ふたゝびみたび
三度
 讐あたかたき
敵
の
思おも
ひをせし
ハ
 
吾わが
身み
ながらも
鈍おぞ
ましやと
最いと
靣おも
なげに
賠わぶる
話
にぞ
青あをやぎ
栁
聞きゝ
つゝ
打うち
けして
アレ
お
道みち
さん
其その
様やう
な
心こゝろ
づかひ
ハ
入い
らぬ
㕝こと
互たが
ひに
因ちな
みを
結むす
ぶから
ハ
 
親おや
こそ
異かは
れ
替かは
らぬ
ハ
きやうだい
遠えんりよ
慮
のないが
隔へだて
ぬ
心こゝろ
 此このすへ
末
ともに
吉よい
につ
け
凶わる
きにつけて
何なにごと
㕝
も
心こゝろ
を
合あは
せ
相そうだん
談
して
豊としま
嶋
の
家いへ
の
再さいかう
興
をと
言い
へ
バ
お
道みち
も
打うち
点うなづき
頭
なるほど
嬉うれ
しひお
前まへ
のお
言ことば
話
夫それ
につけてもお
梅うめ
さん
等ら
ハ
何なぜ
故
此この
家や
へ
ハ
ござんせぬやら
心こゝろ
がゝり
ハ
是これ
のみならでお
友とも
ハ
いかにせし
㕝こと
」【挿絵第九図】
」
5」ぞとお
道みち
が
言い
へ
バ
青あをやぎ
栁
も
倶とも
に
 
案あん
じる
胸むね
と
胸むね
互たが
ひに
顔かほ
を
見みあは
合
せて
思おも
ひかねてぞ
居ゐ
たりしがお
道みち
ハ
きつと
心こゝろづ
付
きお
前まへ
ハ
何なに
と
思おも
ふか
知し
らねど
此この
地ち
ハ
鎌かまくら
倉
へ
遠とふ
からねど
も
人ひとざと
煙
少まれ
に
山やま
多おほ
ければ
若もし
や
闇やみぢ
路
に
踏ふみ
まよひあられぬ
方かた
へ
往ゆき
もされ
しか
夫それ
にても
心こゝろえ
得
ぬ
ハ
勝かつて
手
覚おぼ
へしお
友とも
さへいまだ
此この
家や
へ
帰かへ
らぬ
ハ
是これ
も
又また
 訝いぶか
しゝ
且かつ
定さだまさ
正
の
追おつて
手
の
軍つはもの
兵
再ふたゝ
び
推おし
よ
せ
來く
る
㕝こと
ありて
不ふしぎ
思義
の
災わざは
ひなしとも
言い
はれず
开そ
も
其その
侭まゝ
に
打うちすて
捨
て
爰こゝ
にて
物もの
を
思おも
はんより
這こゝ
等ら
あたりを
那あち
此こち
と
隈くま
なく
尋たづ
ねて
伴ともな
ひ
來きた
らん
誘いざ
もろともにと
言い
ひ
つゝも
短たんとう
刀
を
腰こし
に
跨よこた
へ
錦にしき
の
籏はた
を」
6 たづさ
へていそがはしく
身み
を
超おこ
せ
バ
青あをやぎ
栁
もまた
其その
意ゐ
にしたがひ
立たち
あがらんとする
折おり
しも
何いつ
時
の
間ま
にか
【挿絵第九図】浅あさえ
江幼
ようしゆ
主をたすけて豊
としま
島城
しろ
を落
を
つ
― 64 ― （ 64 ）
ハ
忍しの
び
入い
りけん
黒くろしやうぞく
装束
せし
四よたり
個
の
夥くみこ
兵
椽えん
の
下した
より
這は
ひ
出いで
てお
道みち
青あをやぎ
栁
の
二ふたり
個
を
目めがけ
掛
持もつ
たる
十じつて
手
を
打うちふり
振
〻〳 〵
〻
ヤツト
掛かけ
たる
聲こゑ
と
侶とも
に
双そうほう
方
整ひと
しく
組くみつく
付
を
二ふたり
婦
ハ
騒さわ
がずふりはなし
准やうゐ
備
の
短たんとう
刀
拔ぬくて
手
も
見み
せず
右みぎ
と
左ひだり
に
二ふたり
個
の
夥くみこ
兵
を
水みづ
もたまらず
撃きり
下さぐ
るを
猶なほ
懲こり
ずまに
近ちか
よ
る
二ふたり
個
ヱゝ
靣めんだう
倒
なと青
あをやぎ
栁お道
みち
襟えり
がみ取
と
つて三
さんげん
間ばかり外
そとも
靣の方
かた
へ投
なげつけ
付たり尒
され
ども屈
くつ
せぬ
二ふたり
個
の
夥くみこ
兵
勇ゆう
婦ふ
に
投なげつけ
付
られながらも
猶なほ
起おきあが
上
りて
組くみ
つかんと」
蠢うこめ
きまはる
其その
 所ところ
へ
表おもて
の
方かた
より
背せど
戸
口ぐち
より
走はし
り
出いで
たる
二ふたり
個
の
婦おんな
女
 件くだん
の
夥くみこ
兵
が
起おき
んとするを
起おこ
しもやらず
押おしふせ
伏
て
懐くわいけん
劒
 拔ぬきもち
持
差さしとふ
通
すをお
道みち
ハ
駭おどろ
き
是これ
を
見み
るに
一ひとり
婦
ハ
お
友とも
今いま
一ひとり
婦
ハ
修しゆぎやうじやすがた
行者姿
に
出いでたて
立
ども
是これ
なんお
友とも
が
姉あね
なりしお
理りき
喜
にてぞありにける
斯かゝ
る
折をり
しも
納なんど
戸
の
方かた
より
アツ
ト
誉ほめ
たる
聲こゑ
と
侶とも
に
仕しきり
切
の
襖ふすま
 押おしあけ
明
て
徐しづ〳〵
々
入いりく
來
る
八やつしろ
代
お
梅うめ
完につこり
尒
笑わら
ふて
坐ざ
につくを
視み
るよりお
道みち
も
青あをやぎ
栁
もあまりの
㕝こと
に
駭おどろ
き
呆あき
れ
是これ
ハ
〳〵と
ばかりにて
須しばらく
臾
言ことば
語
もあらざりける
案そのとき
下
お
梅うめ
と
八やつしろ
代
ハ
お
道みち
に
對むか
ひて
貌かたち
を
正たゞ
し
互たが
ひに
口かうぎ
誼
の
果はて
し
後のち
お
梅うめ
ハ
しづかに
小こひざ
膝
を
找すゝ
め
嚮さき
に
ハ
」
7 
火くわきう
急
の
塲ばしよ
所
なるに
暗くら
さ
ハ
暗くら
し
敵てき
ハ
大おほぜい
㔟
了つい
に
六むたり
個
が
六むところ
所
へ
散ちり〴〵
々
になり
ゆきしに
八やつしろ
代
さんと
吾わたし
㑪
と
ハ
始はじ
めよりして
扇あふぎ
が
谷やつ
の
士しそつ
卒
に
對むか
ひて
戦たゝか
ひしが
二ふたまち
町
ばかり
追お
ふほどに
速はや
くも
敵てき
ハ
迯にげうせ
失
しか
バ
恁かく
て
猶ゆう
豫よ
する
塲ばしよ
所
ならずと
八やつしろ
代
さんと
諸もろとも
侶
に
瀬せと
戸
村むら
さして
來く
る
道みち
にて
是これ
なるお
友とも
に喚
よ
ひ畄
とめ
られ駭
おどろ
きながら様
やうす
子を聞
き
くに日
いつぞや
外多
おほつか
塚の一
ひとつや
家にて老
おうな
女の
おしへし
瀬せとむら
戸村
の
其その
きやう
だい
の
一ひとり
個
なるよし
嬉うれ
しさ
ハ
只たゞ
是これ
のみならで
日ひごろ
頃
尋たづ
ぬるお
道みち
さんさへやつぱり
瀬せと
戸
の
一ひとつや
家
に
忍しの
びて
在おは
すること
のよし聞
きく
とひとしく八
やつしろ
代」さんも吾
わたし
㑪も侶
とも
に小
こおどり
躍して夫
それ
よりお友
とも
を
しるべに
立たて
嚮さき
に
此この
家や
へ
來き
つゝ
見み
るに
青あをやぎ
栁
さん
ハ
急いちばや
速
くも
這こゝ
所
に
在おは
す
るのみならずお
道みち
さんとの
問もんどう
荅
最さいちう
中
様やうす
子
奈いかに
何
と
思おも
ふゆゑひそかに
背せど
戸の方
かた
より廽
まは
り納
なんど
戸の中
うち
に忍
しの
び居
ゐ
て残
のこ
らず洩
も
れ聞
き
く始
しゞ う
終のお的
はなし
話
それに
付つけ
ても
氣き
がゝ
ハ
お
安やす
さんの
身み
の
行ゆくゑ
衛
今いま
まで
爰こゝ
へござんせ
ぬ
ハ
若もし
も
撃うた
れ
ハ
爲し
給はぬか
夫それ
かあらぬか
奈いかに
何
やと
言い
へ
バ
お
道みち
も
青あをやぎ
栁
も八
やつしろ
代も又
また
お友
とも
等ら
も互
たが
ひに眼
め
と眼
め
を見
みあは
合すのみ思
おも
ひかねてぞ居
ゐ
たり
ける
其その
中なか
に
彼かの
お
理りき
喜
ハ
夥くみこ
兵
の
死しかい
骸
を
片かたへ
辺
にかひやりお
梅うめ
青あをやぎ
栁
八やつしろ
代
に
先まづ
初しよ
對たい
」
8 面の
禮いや
を
誼のべ
次つぎ
にお
道みち
に
打うち
對むか
ひ
吾わたし
㑪
㕝こと
ハ
過すぎ
し
日ひ
に
片かたせ
瀬
川かは
にて
お
友とも
に
別わか
れお
梅うめ
さま
等ら
のお
跡あと
を
追お
ひ
折おり
もあら
バ
お
道みち
さまの
思おぼ
し
召め
しを
バ
言いひとき
解
て
自みかた
方
にお
勧すゝ
めもふそうと
夛おほつかむら
塚村
まで
參まゐ
りしに
青あをやぎ
栁
さ
まの
危きゝ う
急
の
御ご
様やうす
子
夫それ
ゆゑにこそお
二ふたり
個
八やつしろ
代
お安
やす
 ハ
袖そでごひ
乞と 身
み
をやつし
神かには
宮
屋や
夫ふうふ
婦
と
大だいろく
六
どのを
欺あざむ
きおふせて
青あをやぎ
栁
さまをお
救すく
ひなさる
思おぼ
し
召めし
と
推すい
せしゆゑに
其その
夜よ
ひそかに
大だいろく
六
どのゝ
邸やしき
に
間ま
近ちか
き
小おざゝ
笹
の
中うち
に
身み
をひそめ
様やうす
子
奈いかに
何
と
窺うかゞ
ひしに
按あん
に
たが
はずお
二ふたり
個
が
青あをやぎ
栁
様さま
を
伴ともな
ふて
邸やしき
をお
逃のか
れなさるゝまで
始しゞ う
終
の
様やうす
子
を
見み
定さだ
めしが」
若もし
大だいろく
六
が
心こゝろづき
付
追おつて
手
をかけんも
計はか
られね
ハ
須しばらく
臾
其その
塲ば
に
忍しの
び
居ゐ
て
猶なほ
も
様やうす
子
を
窺うかゞ
ひしに
大たいろく
六
ハ
唯たゞ
一ひとすじ
筋
に
神かには
宮
屋や
夫ふうふ
婦
が
所しわざ
爲
と
思おも
へ
バ
直すぐ
さま
人にんず
数
を
催もよほ
ふ
して
自みづか
ら
神かには
宮
屋や
へ
走はせ
向むか
ひ
家かない
内
残のこ
らず
砍きり
尽つく
してお
三さんにん
個
を
バ
捕とり
かへさん
と
最いと
愚おろ
かにも
打うちたつ
立
にぞ
其その
時とき
までも
吾わたし
㑪
ハ
小おざゝ
笹
の
中うち
に
忍しの
び
居ゐ
しかこゝ
ろの裏
うち
に思
おも
ふやう今
いま
大だいろく
六が神
かには
宮屋
や
へ夛
たせい
勢をもつて押
おし
よ
せて家
かない
内残
のこ
ら
― 65 ―（ 65 ）
『貞操婦女八賢誌』
ず
砍きり
尽つく
すともお
三さんにん
個
の
在ありか
所
知し
れね
バ
再ふたゝ
び
諸しよほう
方
へ
手てわけ
分
して
捕とら
へんとこ
そ
計はか
るならめ
尒しか
するとき
ハ
皆みな
さまの
御お
身み
に
禍わざは
ひなしとも
言い
はれ
す
奈いかに
何
も
計はか
りて
大だいろく
六
に
追おつて
手
を」
9 出だ
させぬ一
趣しゆかう
向
はて
何なに
がなと
種さま〴〵
々
に
獨ひと
り
思し
按あん
をめぐらせしにひとつの
苦く
計けい
を
新おもひつき
作意
那かの
大たいろく
六
が
神かには
宮
屋や
へ自
みづか
ら発
むかひ
向し其
その
跡あと
にてひそかに邸へ忍
しの
び入
い
り家
いへ
の後
うしろ
園に積
つみたくは
貯へたる
山やま
にひとしき秣
まぐさ
の中
なか
へ時
じふん
分を計
はか
りて火
ひ
を放
はな
せしに折
をり
から夜
よ
風かぜ
のはげ
しくて
猛みやうくわ
火
 盛さか
んに
燃もえ
あがるにぞ
按あん
に
たが
はす
大だいろく
六
ハ
放ほうくわ
火
に
膽きも
をや
冷ひや
しけんお
三さんにん
個
のお
行ゆくゑ
衛
さへ
鑿せんさく
穿
するに
間いとま
なく
只たゞ
いたつらに
神かには
宮
屋や
の
家かない
内
を
残のこ
らず
砍きり
尽つく
せしのみ
人にん
数ず
を
邸やしき
へ
引ひき
揚あけ
しか
バ
其その
間ひま
に
吾わたし
㑪
ハ
豫かね
て
便たよ
り
ハ
聞きゝ
なが
絶たえ
て
久ひさ
しく
逢あ
はざりし
毋はゝ
の
住すまゐ
居
へ
尋たづ
ねゆき
様やうす
子
を
聞き
け〔ば〕
」
皆みな
さまに
ハ
今いま
がた
此この
家や
をお
立たち
ありて
吾わたし
㑪
どもの
隱かくれが
家
へお
越こ
しありしと
聞きゝ
しより
夫それ
にて
些すこし
ハ
心こゝろおちい
安堵
其その
夜よ
ハ
毋はゝ
と
語かた
り
明あか
して
翌よくじつ
日
巳み
の
牌とき
過すぐ
る
頃ころ
知ちけん
縣
にはゝかりなきにもあらね
バ
修しゆぎやうじや
行者
姿すがた
に
身み
をやつ
し那
かの
地ち
を發
ほつそく
足なしつゝも嚮
さき
に當
たう
地ち
へ參
まゐ
り着
つき
しに巷
ちまた
の人
ひと
の噂
うはさ
を聞
き
くに
洲す
さき
のあなたの松
まつばら
原にて
くわんれい
領さまの行
ぎやうれつ
列を乱
らんほう
妨なせる婦
おんな
女ありて今
いま
戦たゝか
ひの
最さいちう
中
と
聞きく
に
胸むね
まづ
轟とゝろき
て
急いそ
ぎ
洲す
さき
へ
到いた
らんとする
道みち
の
程ほど
にて
日ひ
ハ
暮くれ
つ
宵よひやみ
闇
なれども
覚おほ
へし
道みち
ゆゑ
足あし
に
任まか
せて
行ゆき
着つき
しにはや
戦たゝか
ひ
ハ
果はて
し
後のち
にて
四あたり
辺
に
人ひとけ
氣
もあら」
10 あ〔ママ〕
ら
ざれ
バ
夲ほゐ
意
なく
那かしこ
処
を
立たち
去さ
り
て
此この
家や
へ
來き
つゝ
計はか
らずもお
道みち
さまと
青あをやぎ
栁
さまの
迭かたみ
に
積つも
るお
的はなし
話
を
洩もれ
聞きく
のみか
今いま
爰こゝ
でお
梅うめ
さま
方がた
お
両ふたり
女
にもお
目め
にかゝりし
吾わたし
㑪
の
欣よろこび
喜
是これ
に
増ます
ものなしと
赤まごゝろ
心
あらはす
言こと
の
葉は
にみな〳〵
感かんたん
嘆
為たり
ける案そのとき
下
お
梅むめ
ハ
默もくねん
然
としてお
理りき
喜
が
的はなし
話
を
聞きゝ
居ゐ
たりしに
稍やゝ
あつて
首かうべ
をも
たげ
寔まこと
に
あく
の
其その
身み
に
報むく
ふ
今いま
にはじめぬ」
㕝こと
ながら
那かの
神かには
宮
屋や
の
渾つま
家
といふ
ハ
現げんざい
在
吾わたし
㑪
の
伯お
毋ば
なれども
素もと
より
心こゝろ
  頑かたくな
にて
夫おつと
の
あく
を
諌いさめ
 
ハ
せず
却かへつ
て
あく
事じ
を
伎たくみ
𠈓
しゆゑ
つゐ
に
其その
身み
を
大だいろく
六
が
非ひだう
道
の
刄やいば
に
失うしな
ひし
事こと
自じ
業がう
自じ
得とく
といひながら
假たとへ
令
吾わたし
㑪
に
難つれなく
靣
とも
血ち
筋すじ
ハ
絶たへ
ぬ
伯お
毋ば
なるを
おもへ
バ
いとゞ
愁いたまし
傷
とほろりと
飜こぼ
す
一いつてき
雫
の
泪なみだ
に
現あらは
す
賢けんぢよ
女
の
操みさほ
感かん
ず
る
中うち
にも
八やつしろ
代
ハ
四あたり
辺
にきつと
氣き
を
配くば
り
皆みな
さん
何なん
とか
思おも
はんす
今いま
まで
千ちぐさ
草
に
啼なき
連つれ
し
耳みゝ
 姦かしま
しき
かはず
の
聲こゑ
一いちじ
時
に
止やみ
しも
心こゝろえ
得
ず
若もし
や
此この
家や
へ
敵てきへい
兵
のひそかに
押おし
よせ
來き
しものか
尒さ
も
有あら
バ
あれ
今いま
爰こゝ
で
六むたり
女
が
必ひつし
死
をきはめ
な
バ
怕おそ
るゝにしも
足た
らねども」
11 唯たゞ
氣き
がゝり
ハ
お
安やす
さん
今いま
まで
此こゝ
所
へもござんせぬ
ハ
奈いかに
何
なりゆき給ひし
何なに
ハ
兎と
もあれ
此この
家や
を
立たち
去さ
り
行ゆくゑ
衛
を
尋たづ
ね
諸もろとも
侶
に
何いづ
れの
國くに
へか
逃のが
れ
去さ
らず
ハ
不ふしぎ
思義
の
禍わざは
ひなしとも
言いは
れじ皆
みな
さん奈
いか
何に思
おも
はんすと言
い
はれてお梅
うめ
も青
あをやぎ
栁も尤
げに
もと氣
き
の付
つ
く
其その
中なか
にお
道みち
ハ
屡しば〳〵
々
打うち
点うなづき
頭
吾わたし
㑪
の
危ききう
急
を
救すく
はんと
夥あまた
の
敵てき
に
砍きり
入い
りて
其その
後ゝ ち
行ゆくゑ
衛
の
知し
れずといふお
安やす
さんを
バ
其その
侭まゝ
に
片かたとき
時
打うちすて
捨
置おき
がたし
去いざ
來
さら
バ
諸もろとも
侶
にと
言いひ
つゝ
立たち
しが
又また
更さら
に
片かたへ
辺
に
置おき
し
錦にしき
の
籏はた
をうや〳〵
敷しく
手て
に
取と
りあげお
梅うめ
に
渡わた
して
偖さて
いふやう
昨きのふ
日
までも
今けふ
日
までも
 
第廾八
瀬せと
戸の暁
きやうてん
天に於
お
道みち
秘ひしよ
書を焼
や
く
客かくろ
路の暮
ぼてい
堤に
あく
僕ぼく
愚ぐちよく
直を欺
あざむ
く
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只たゞ
一ひとすじ
筋に」爺
とゝ
さんの讐
あだ
とし思
おも
ふ定
さだまさ
正を撃
うち
果はた
さんと思
おも
ふにより他
ひと
の寶
たから
と知
し
りながら屡
しば〳〵
々御
み
籏はた
を奪
うば
ひし事
こと
今いま
さら悔
く
ひても其
その
詮せん
なし夫
そ
を憎
にく
し
とて
捨すて
られず
恁かく
も
賢すぐ
れし
人ひと〴〵
々
に
因ちな
みを
結むす
びしうゑから
ハ
讐あだ
を
撃うつ
日ひ
のなく や
果はて
ん
尒さ
すれ
バ
此この
身み
に
自じとく
得
せし
竒きじゆつ
術
も
今いま
ハ
ありて
益えき
なし
素もと
よりかゝる
幻ようじゆつ
術
ハ
人ひと
の
耳じ
目もく
を
迷まよは
すのみにて
仁じん
義ぎ
を
守まも
る
真しん
勇ゆう
婦ふ
の
深ふか
くも
耻はづ
る
所わざ
爲
なれ
バ
今いま
あらためて
術じゆつ
をかへし
再ふたゝ
び
用もち
ゆる
㕝こと
あらし
と
言い
ひつゝ
豫かね
て
懐くわいちう
中
に
秘ひめ
置おき
たりし
竒きじゆつ
術
の
書しよ
を
出いだ
せ
バ
お
理りき
喜
もまたお
友とも
もおなじく
取と
り
出だ
す
忍にんじゆつ
術
の
秘ひしよ
書
を」
12 お
道みち
ハ
受うけ
取と
りて
皆みな
諸もろとも
侶
に
片かたへ
辺
なる圍
ゐろり
爐裏の中
うち
へ投
なげ
込こ
むにぞ時
とき
しも吹
ふき
來く
る夜
よあらし
嵐にさつと燃
もへたつ
立一
いちゑん
㷔の
猛めうくわ
火
と
侶とも
に
件くだん
の
秘ひしよ
書
ハ
煙けむ
りとなりてぞ
失うせ
にけ
斯かゝ
る
折おり
しも
外と
の
方かた
よ
り
俄にわか
に
起おこ
る
陣ぢんがね
鐘
と
侶とも
に
聞きこ
ゆる
鬨とき
の
聲こゑ
に
這こなた
方
ハ
覚かくご
期
の
四し
賢けんぢよ
女
二に
勇ゆう
婦ふ
敵てき
に
合あ
ふて
ハ
靣めんだう
倒
と
身みつくろ
繕
ひしつ
背せど
戸
口ぐち
よりひそかに
忍しの
びて
立たちいで
出
し
ハ
最いと
も
危あや
ふき
㕝こと
になん
話ものがたりふたつにわかる
説分両頭
偖さて
も
多おほつか
塚
の
里さとおさ
長
なりし
杢もく
兵べゑ
衞
が
處むすめ
女
お
竹たけ
ハ
思おも
ひ
よ
らずも
大だいろく
六
に
家かざい
財
残のこ
らず
闕けつしよ
所
せられ
其その
身み
も
つゐ
に
捕とら
はれ
しを
又また
計はか
らずも
青あをやぎ
栁
の
輔たすけ
に
其その
塲ば
を
逃のが
れつゝ
那かの
鍬くわはち
八
に」
【挿絵第十
図】
」
13」
伴とも
なはれ
指さし
て
行ゆく
べき
當あて
ハ
なけれと
須しばし
臾
も
猶ゆよ
豫
するところ
にあらね
バ
兄あに
梅うめたらう
太郎
が
鎌かまくら
倉
へ
行ゆく
と
聞きゝ
しを
心こゝろあて
當
に
相さがみじ
模路
さして
趣おもむき
し
に
倖さち
なき
時とき
とて
途とちう
中
にてお
竹たけ
ハ
俄にわか
に
病やま
ひに
侵おか
され
一ひとあし
歩
とても
歩あゆみ
行
得え
ね
バ
鍬くわはち
八
ハ
ます〳〵
駭おどろ
き
恁かく
て
ハ
なか〳〵
此この
侭まゝ
にて
鎌かまくら
倉
まで
ハ
行ゆき
が
たしと
ハ
言い
へ
這こゝら
辺
に
放うか
心
〻〳 〵
〻
して
若もし
も
追おつて
隊
に
出であひ
合
な
バ
其その
時とき
逃のが
るゝ
道みち
ハ
なしと
千ちゝ
々
に
心こゝろ
ハ
くだけども
力ちから
づくでも
及およ
ばぬの
ハ
世よ
にいふ
主しゆう
【挿絵第十図】苦くしち
七が甘
かんぜつ
舌鍬
くわはち
八を計
はか
る
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『貞操婦女八賢誌』
と病
やまひ
にて是
ぜひ
非なく其
その
地ち
の旅
りよてん
店を憑
たの
み奥
おく
の一
ひとま
院を借
かり
受うけ
つゝお竹
たけ
を其
そこ
所
に
忍しの
はせて
種さま〴〵
々
医いりやう
療
を
尽つく
せども
左と
に
右かく
 急きうくわい
快
の
驗しるし
なく」
14 空むなし
く
阴つきひ
阳
を
經ふ
るほどに
速はや
くも
秋あき
過すぎ
冬ふゆ
去さ
りて
其その
とし
も
了つい
に
暮くれ
つ
明あく
れ
バ
文ぶんめい
明
六ろく
年ねん
の
春はる
もなかばに
及およ
びしかどもお
竹たけ
ハ
枕まくら
に
臥ふし
たるのみ
重おも
るといふに
ハ
あ
らねども
頓とみ
に
全おこたる
快
様やうす
子
なければ
鍬くわはち
八
ハ
たゞ
手て
ひとつにて
看かんびやうおこた
病
怠
る
㕝こと
ハ
なけれど
這この
地ち
に
足あし
を
止とゞ
めてよりはや
八やつき
月
にもなりしか
バ
盤ろよう
纏
も
今いま
ハ
残のこ
り
少すく
なく
尒され
ども
追おつて
隊
の
沙さた
汰
なけれ
バ
夫それ
のみすこし
ハ
心こゝろやす
易
く
其その
次つぎ
の
日ひ
より
鍬くわはち
八
ハ
近ちか
き
四わたり
辺
の
百ひやくせう
姓
に
昼ひる
ハ
終ひめもす
日
雇やと
われて
僅わづか
の
錢ぜに
を
貰もら
ひつゝ
薬くすり
と
旅はたご
龍
の
料りやう
に
足た
し
夜よ
ハ
終よもすがら
夜
  看かんびやう
病
して
須しばし
臾
も
撓たゆま
ぬ
赤まこゝろ
心
ハ
最いと
有あり
がたき
老ろうぼく
僧
なり
不そハおきて
題
 爰こゝ
にまたおなじ
多おほつか
塚
の」
里さと
なりし
那かの
神かには
宮
屋や
の
奴おとな
僕
苦くしち
七
ハ
嚮さき
に
平へい
左ざゑもん
衛門
が
言ことば
話
に
随した
かひ
戸とだ
田
河がわら
原
より
袖そでごひ
乞
をひそ
かに
誘いざな
ひ
來きた
りしか
バ
定さだ
めて
夥あまた
の
褒ほうび
美
あらんと
思おも
ひの
外ほか
に
其その
沙さた
汰
もな
く
只たゞ
口くちどめ
禁
をされたるのみ
鐚ひた
壱いち
文もん
にもありつかね
バ
苦くしち
七
ハ
心しんちう
中
心こゝろ
よ
からず
尒され
ども
爲なす
べき
様やう
もなくて
徒いたづらごと
㕝
となりゆきしに
其その
夜よ
俄にわか
に
郡ぐんくわん
舘
より大
だいろく
六
自みづから
走はせむか
向ひて夫
ふうふ
婦をはじめ家
やうち
内の者
もの
を残
のこ
りなく砍
きりつく
尽せしと
き
苦くしち
七
ハ
奸かんち
智
に
闌たけ
たる
者もの
ゆゑひそかに
床ゆかした
下
へ
忍しの
び
入い
りからく
命いのち
を
助たす
かりても
身み
に
半はんせん
錢
の
貯たくわ
へもなく
此この
侭まゝ
にて
ハ
何いづく
國
へも
走は 〔し〕
りがたしと
思おも
へども
當たうしよ
所
に
長ながゐ
居
もおそれあれ
バ
夫それ
より
直すぐ
さま
相さがみじ
模路
へと」
15 心こゝろ
ざし
つゝ
往ゆくみち
道
にて
圖と
視み
れ
バ
片かたへ
辺
の
田た
の
畔くろ
にて
余よそめ
跡目
もふらず
耕たがへすもの
作者
あり
近ちか
よ
るまゝによく〳〵
視み
れ
バ
豈あに
計はか
らんや
豫かね
て
知し
る
荘しやうや
官
杢もくべゑ
兵衛
が
家いへ
の
老おとな
僕
鍬くわはち
八
にてぞありけれ
バ
偖さて
ハ
這こいつ
奴
お
竹たけ
を
伴ともな
ひ
此こゝ ら
辺
あたりに
忍しの
び
居ゐ
てかゝる
所わざ
爲
をもなすならん
然さ
すれ
バ
青あをやぎ
栁
梅うめたらう
太郎
また
彼かの
両ふたり
婦
の
袖そでごひ
乞
も此
こゝ ら
辺に忍
しの
びて居
ゐ
るものか基
もと
大だいろく
六が神
かにはや
宮屋を乱
らんぼう
妨なせし起
おこ
りといふ
ハ
那かの
青あをやぎ
栁
等ら
が
迯にげ
たる
故ゆへ
にて
他ほか
に
子しさい
細
のありとも
知し
らね
バ
今いま
鍬くわはち
八
をひ
そかに
欺あざむ
き
那かれら
等
が
在ありか
家
を
聞きゝ
出いだ
し
搦から
め
補とつ
て
伴ともな
ひ
行ゆか
バ
それを
功こう
に
神かには
宮
屋や
の
跡あとしき
式
ハ
みな
吾わがもの
物
ならんと
忽たちまち
地
奸かんけい
計
を
新おもひつき
作意
やが
て」
件くだん
の
鍬くわはち
八
が
辺ほと
り
へ
近ちか
く
找すゝ
み
よ
り
夫それ
にござる
ハ
多おほつか
塚
なる
鍬くわはち
八
どのに
ハ
あらずやと
言いひ
か
けられて
鍬くわはち
八
ハ
打うちおどろ
駭
きつゝ
見み
かへりて
尒しか
 宣のたま
ふ
ハ
神かには
宮
屋や
なる
苦くしち
七
 叟おとこ
で
在おは
するかと
言い
へ
バ
這こなた
方
も
打うち
点うなつき
頭
いかにも
吾われら
們
ハ
苦くしち
七
なりおん
身み
と
吾われ
と
ハ
其その
以かみ
前
より
久ひさ
しき
馴なじみ
染
でありつるに
去いぬ
る
七ふづき
月
の
騒そうどう
動
に
速はや
くも
おん
身み
ハ
嬢じやう
さま
お竹
たけ
を
いふ
を
救すく
ひ
出いだ
して
迯にげ
られたる
後のち
何いづく
國
に
忍しの
び
在おは
する
とも
風かぜ
の
便たよ
りも
聞きか
ざりしに
偖さて
ハ
這こゝら
辺
に
世よ
を
忍しの
びてと
言いは
れてはつと
鍬くわはち
八
が
輷とゞろくむね
胸
ハ
有う
や
旡む
やの
関せき
に
人ひとめ
目
を
忍しの
ぶ
身み
ハ
包つゝむ
とすれど
顕あら
はるゝ
目めいろ
色
をさとる
奸かん
智ち
の
苦くしち
七
打うち
含ほうゑみ
笑
つゝ
小こひざ
膝
を」
16 找すゝ
め
鍬くわはち
八
どのよ
尒さ
ばか
りに駭
おどろ
き給ふも人
ひと
にぞ
よ
る假
たとへ
令吾
われら
們が聞
きゝ
たりとも知
し
らぬ振
ふり
して通
とふ
す
のが
其そこ
所
が
豫かね
ての
念ねんごろ
頃
だけ
包つゝむ
も
程ほど
のあるものなり
然さ
ハ
言い
へ
日ひごろ
頃
はら
あし
き神
かには
宮屋
や
夫ふうふ
婦に使
つか
はるゝ吾
われら
們なるゆゑ其
その
様やう
に
うたが
はるゝも道
だうり
理ながら
おん
身み
も
這こゝら
辺
に
在おは
すれ
バ
在ざいしよ
所
の
様ようす
子
も
聞きか
れしならんが
昨ゆうべ
夜
俄にわ
かに
神かには
宮
屋や
へ
子しさい
細
ハ
何なに
か
知し
らねどもお
知だいくわん
縣
の
大だいろく
六
さま
多おほ
くの
夥くみこ
兵
を
引ひき
倶ぐ
して
案あんない
内
もなく
撃うつ
て
入い
り
旦だんな
那
夫ふうふ
婦
ハ
いふに
及およば
ず
家やうち
内
の
者もの
ども
残のこ
りな
く
砍きり
尽つく
されし
其その
中なか
に
吾われら
們
ひとり
ハ
運うん
よくも
不ふしぎ
思義
に
命いのち
を
助たす
かりて
爰こゝ
まで
迯にげ
て
ハ
來き
しなれども」
盤ろ
纏よう
の
貯たくは
へとてもなく
况まし
て
行ゆく
べき
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先さき
もなけれ
バ
此こゝ
所
よりおん
身み
の
住すみ
給ふ
方かた
へ
吾われら
們
を
伴とも
なふて
此この
塲ば
の
難なんぎ
義
を
救すく
ひ給はゞ
報つげ
知
まいらする
一ひとこと
言
あり
其その
子しさい
細
ハ
他ほか
ならねども
豫かね
ておん
身み
も
知し
らるゝ
通とふ
りお
知だいくわん
縣
の
非ひだう
道
なる
情なさけ
といふて
ハ
露つゆ
程ほど
も
なく
尒さ
のみ
咎とが
なき
神かには
宮
屋や
さへ
聞きか
るゝ
通とふ
りの
仕しあは
合
せなれ
バ
梅うめたらう
太郎
さ
ま
御ご
兄きやうだい
㐧
且かつ
青あをやぎ
栁
とか
喚よば
るゝ
乙おとめ
女
の
鑿せん
義ぎ
ハ
今いま
もいよ〳〵
嚴きび
しくおん
身み
這こゝら
辺
に
忍しの
び
居ゐ
て
今けふ
日
まで
追おつて
隊
に
出いであ
合
はざる
ハ
倖さいは
ひにして
遁のが
れしな
り
然しか
るに
吾われら
們
ハ
主しゆう
に
放はな
れ
他ほか
に
よ
辺る
もべ
なき
身み
なるにおん
身み
と
旧ふる
きよし
みもあれ
バ
今いま
より」
17 おん
身み
と
心こゝろ
を
合あは
せお
竹たけ
さまを
バ
何いづ
れにまれ
遠とふ
き
方かた
へ伴
ともな
ひゆき其
そこ
所に斯
しばらく
須忍
しの
ばせて折
おり
を見
みあは
合せお地
ぢとう
頭へお知
だいくわん
縣の非
ひだう
道
を
訴うつた
へ
理りひ
非
明めいはく
白
にあらはれな
バ
神かには
宮
と
荘しやうや
官
の
両りやうけ
家
を
バ
以いぜん
前
のごとく
取とりたて
立
て
約やくそく
束
なれ
バ
神かには
宮
屋や
へ
梅うめたらう
太郎
さまを
養ようし
子
となしお
袖そで
さまと
娶めあはせ
合
な
バ
那あの
嬢こ
の
願ねが
ひの
叶かな
ふのみか
亡なき
お
旦だんな
那
平へいざへもん
方衛門
夫ふうふ
婦
をいふ
 も
夲ほゐ
意
ならん
又また
お
竹たけ
さま
ハ
何いづ
れにても
能よ
き
聟むこ
さまを
撰えら
みむかへて
杢もくべゑ
兵衛
さまの
跡あと
を
立たて
な
バ
双そうはう
方
 全まつた
き
㕝こと
を
得え
て
箇かほど
程
芽めでたき
出度
㕝こと
ハ
あらじと
口くち
から
出で
るまゝ
弁べん
に
任まか
せて
實まこと
しやかに
説とき
惑まど
はすにぞ
正しやう
ぢき
一いちづ
圖
の
鍬くわはち
八
」なれ
バ
始はじめ
の
程ほど
ハ
うたが
ひしが
つゐ
に
伎たくみ
𠈓
の
罠わな
に
落おち
てお
竹たけ
が
病びやうき
氣
の
㕝こと
の
来もとすへ
由
今いま
猶なほ
旅りよてん
店
にある
㕝こと
まで
一いちぶ
伍
一しゞう
什
を
譚ものがた
るにぞ
苦くしち
七
ハ
心しんちう
中
密ひそ
かによろこびは
や
謀はかりごと
計
成じやうじゆ
就
しぬと
思おも
ふものから
色いろ
にも
出いだ
さで
やが
て
鍬くわはち
八
に
誘いざな
はれ
彼かの
旅りよてん
店
にぞ
到いた
りける
必ひつきやう
竟
 苦くしち
七
が
計はかりえ
得
て
又また
甚いか
麽
なる
㕝こと
をかなす
开そ
ハ
次つぎ
の巻
まき
に分
ときわくる
解を听
きゝ
ねかし
貞ていそう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌三
さんしう
輯巻
まきの
之五
終
」
18
【後ろ表紙】
